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太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』（
一
九
四
七
年
七
月 

文
藝
春
秋
社
刊
行
）
に
は
四
つ
の
作
品
が
影
響
し
て
い
る
。 

そ
の
二
つ
は
、
太
宰
自
身
が
「
は
し
が
き
」（「
太
宰
治
氏
（
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
―
書
下
ろ
し
長
編
小
説
）」
「
文
藝
春
秋
」

一
九
四
一
年
六
月
）
の
中
で
「
此
の
作
品
を
書
く
に
当
り
、
坪
内
博
士
訳
の
「
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
と
、
そ
れ
か
ら
、
浦
口
文

治
氏
著
の
「
新
評
註
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
だ
け
を
、
一
と
ほ
り
読
ん
で
み
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
執
筆
素
材
と
し
て
明

ら
か
な
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
も
う
一
つ
と
し
て
、
佐
々
木
基
一
が
「
昭
和
十
六
年
の
文
学
を
語
る
（
座
談
会
）」（
高
木
卓
・
大
井
広
介
・
坂

口
安
吾
・
井
上
友
一
郎
・
平
野
謙
・
宮
内
寒
弥
「
昭
和
十
六
年
の
文
学
を
語
る
（
座
談
会
）
」
（「
現
代
文
学
」
第
四
巻
第

一
〇
号
、
一
九
四
一
年
一
一
月
）
）
に
お
い
て
「
志
賀
直
哉
の
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
を
思
ひ
出
し
ま
し
た
よ
」

と
指
摘
し
た
よ
う
に
志
賀
直
哉
の
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」（「
白
樺
」
一
九
一
二
年
九
月
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

そ
し
て
最
後
の
一
つ
は
、
小
林
秀
雄
の
「
お
ふ
え
り
や
遺
文
」
（「
改
造
」
一
九
三
一
年
一
一
月
）
で
あ
る
。
「
お
ふ
え

り
や
遺
文
」
と
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
重
要
視
さ
れ
て
お
ら
ず
、
唯
一
、
渥
美
孝
子
氏
（「『
お

ふ
え
り
や
遺
文
』
と
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
―
メ
タ
言
語
小
説
の
観
点
か
ら
ー
」
「
東
北
学
院
大
学
論
集 

人
間
・
言
語
・

情
報
」
一
九
九
二
年
九
月
）
が
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
に
描
か
れ
る
「
無
邪
気
」
な
オ
フ
ヰ
リ
ヤ
像
に
は
「
お
ふ
え
り
や
遺

文
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
小
林
か
ら
太
宰
へ
の
積
極
的
な
繋
が
り
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
氏
は
、
「
小

林
が
極
力
排
除
し
よ
う
と
し
た
「
交
通
の
欲
望
」
か
ら
生
ま
れ
る
言
葉
に
、
言
葉
の
実
質
を
見
た
」
の
が
太
宰
だ
と
捉
え
、

両
作
品
に
表
出
す
る
「
言
葉
」
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。 

以
上
の
と
お
り
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
は
、
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」、
坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」、「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日

記
」、「
お
ふ
え
り
や
遺
文
」
の
四
作
品
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
『
新

ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
独
自
性
が
見
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
四
作
品
と
の
具
体
的
な
比
較
検
証
に
よ
っ
て

『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
解
釈
は
広
が
っ
て
き
た
。
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
の
比
較
か
ら
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
独
自
性

を
見
出
す
論
考
と
し
て
は
、
平
岡
敏
夫
「「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
論
」
（『
作
品
論
太
宰
治
』
一
九
七
四
年
六
月 

双
文
社
出

版
）
、
山
崎
正
純
「
「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
論
―
表
現
の
虚
妄
を
見
据
え
る
眼
―
」
（
「
近
代
文
学
論
集
12
」
一
九
八
六
年
一

一
月
）、
千
葉
宣
一
「『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
試
論
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
七
年
六
月 

至
文
堂
）、
鶴
谷
憲
三
「「
新
ハ

ム
レ
ツ
ト
」
論
序
説
―
浦
口
文
治
へ
の
関
わ
り
を
中
心
に
ー
」（「
日
本
文
学
研
究
」
第
二
六
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）

な
ど
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
平
岡
氏
は
、
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
の
比
較
か
ら
「
浦
口
的
な
絶
対
化
を
た
え
ず
避

け
て
相
対
化
し
つ
つ
、
さ
ら
に
深
い
と
こ
ろ
で
共
感
を
寄
せ
」
た
太
宰
流
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
像
を
導
き
出
す
。
一
方
で
、
山

崎
氏
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
以
外
の
人
物
達
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
像
で
あ
る
。
氏
は
太
宰
の
ク
ロ
ー

ヂ
ヤ
ス
と
浦
口
の
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
の
共
通
性
に
着
目
し
、
「
太
宰
の
〈
過
去
の
生
活
感
情
〉
を
仮
託
さ
れ
た
新
し
い
ク
ロ

ー
ヂ
ヤ
ス
像
が
浦
口
の
言
葉
を
足
が
か
り
と
し
な
が
ら
創
出
」
さ
れ
た
と
す
る
。 

ま
た
、
坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
の
比
較
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
浦
田
義
和
「
悲
劇
と
い
う
事
―
太

宰
治
「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
ノ
ー
ト
―
」
（「
昭
和
文
学
研
究
」
第
七
集
、
一
九
八
三
年
七
月
）
、
越
川
正
三
「
太
宰
治
対
志

賀
直
哉
―
悲
劇
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
」（「
関
西
文
学
」
一
九
八
九
年
三
月
）
、
槌
賀
七
代
「
太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
論
」

（「
日
本
文
藝
研
究
」
第
四
一
巻
第
三
・
四
号
、
一
九
九
〇
年
一
月
）
、
鶴
谷
憲
三
「「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
の
世
界
」
（「
日

本
文
学
研
究
」
第
二
八
号
、
一
九
九
四
年
一
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
と
く
に
詳
細
な
比
較
検
証
を
お
こ
な
っ
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て
い
る
の
が
槌
賀
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
両
作
品
の
際
立
っ
た
相
違
を
八
点
挙
げ
、
登
場
人
物
の
「
饒
舌
」
さ
を
打
ち
出
し
、

『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
を
「
饒
舌
に
満
ち
て
い
る
作
品
」
と
捉
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
饒
舌
」
が
登
場
人
物
達
の
「
思
い

こ
み
」
と
「
す
れ
ち
が
」
い
と
い
う
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
悲
劇
を
演
出
す
る
と
解
釈
す
る
。 

次
に
、
志
賀
直
哉
か
ら
太
宰
治
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
、
平
岡
敏
夫
「「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
論
」
（『
作
品
論
太
宰
治
』

一
九
七
四
年
六
月 
双
文
社
出
版
）
、
磯
貝
英
夫
「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
論
（『
一
冊
の
講
座
太
宰
治
』
一
九
八
三
年
三
月 

有

精
堂
出
版
）
、
越
川
正
三
「
太
宰
治
対
志
賀
直
哉
―
悲
劇
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
」
（「
関
西
文
学
」
一
九
八
九
年
三
月
）
、
鶴
谷

憲
三
「「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
の
世
界
」
（「
日
本
文
学
研
究
」
第
二
八
号
、
一
九
九
四
年
一
一
月
）
、
佐
藤
泰
正
「『
新
ハ
ム

レ
ツ
ト
』
小
論
―
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
と
対
比
し
つ
つ
」（『
佐
藤
泰
正
著
作
集
⑤
太
宰
治
論
』
一
九
九
七
年
二

月
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。
磯
貝
氏
は
「
志
賀
に
お
け
る
、
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
ハ
ム
レ
ツ
ト
批
判
を
、
す
べ
て
生
か
し

つ
つ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
う
わ
ま
わ
っ
て
、
疑
念
・
批
判
を
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
側
か
ら
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
に
つ
き
つ
け
る
こ

と
―
太
宰
の
「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
構
想
さ
れ
た
」
と
し
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
を
「「
ク
ロ
ー
デ

ィ
ア
ス
の
日
記
」
の
変
奏
」
と
見
な
し
て
い
る
が
、
「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
か
ら
の
様
々
の
影
響
を
確
認
し
た
う

え
で
、
太
宰
が
志
賀
を
い
か
に
凌
駕
し
、
新
た
な
る
独
自
の
〈
悲
劇
〉
の
世
界
を
構
築
し
た
の
か
を
探
る
に
は
他
三
作
品

も
含
め
、
よ
り
厳
密
な
比
較
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。 

以
上
の
論
考
は
い
ず
れ
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
拙
論
「〈
ハ
ム
レ
ッ
ト
〉
の
系
譜
―
太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ツ

ト
』
考
」
（
斎
藤
理
生
／
松
本
和
也
編
『
新
世
紀
太
宰
治
』
二
〇
〇
九
年
六
月 

双
文
社
出
版
）
に
お
い
て
『
新
ハ
ム
レ

ツ
ト
』
の
新
た
な
解
釈
を
目
指
し
た
。
そ
の
一
つ
の
作
業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は
個
々
に
検
証
さ
れ
て
い
た
『
新
ハ
ム
レ

ッ
ト
』
と
先
に
挙
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
ま
と
め
て
比
較
し
、
そ
の
共
通
性
と
相
違
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
独
自
性
と
し
て
聖
書
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連

を
導
き
出
し
、
太
宰
独
自
の
〈
悲
劇
〉
の
物
語
と
し
て
の
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
を
導
き
出
し
た
。 

今
回
、
本
雑
誌
に
お
い
て
、
そ
の
時
に
作
成
し
た
比
較
対
照
表
を
発
表
す
る
機
会
を
え
た
。
次
に
、
そ
の
凡
例
を
示
す

と
と
も
に
、
表
①
（〈
素
材
と
の
比
較
〉
―
坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
の
影
響
―
）
、
表
②
（〈
ハ

ム
レ
ッ
ト
〉
の
系
譜
―
志
賀
直
哉
・
小
林
秀
雄
か
ら
太
宰
治
へ
）
と
し
て
、
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
と
四
つ
の
作
品
の
関
わ

り
を
ま
と
め
る
。 

 

凡
例 

１
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
は
『
太
宰
治
全
集
５
』（
一
九
九
八
年
八
月 

筑
摩
書
房
）
に
よ
っ
た
。 

２
、
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
は
浦
口
文
治
『
新
評
註
ハ
ム
レ
ツ
ト
』（
一
九
三
二
年
一
〇
月 

三
省
堂
）
か
ら
の
引
用

で
あ
る
。 

 

３
、
坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
は
坪
内
逍
遥
訳
『
新
修
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
全
集
』
第
二
七
巻
（
一
九
三
三
年
九
月 

中
央

公
論
社
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 

 

４
、「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
は
『
志
賀
直
哉
全
集
第
二
巻
』
一
九
五
二
年
六
月 

岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。 

 

５
、「
お
ふ
え
り
や
遺
文
」
は
『
小
林
秀
雄
全
集
第
二
巻
Ｘ
へ
の
手
紙
』
二
〇
〇
一
年
五
月 

新
潮
社
）
に
よ
っ
た
。 

６
、
共
通
性
を
見
出
し
た
箇
所
に
は
傍
線
を
付
し
た
。 

 

７
、
相
違
点
と
見
な
し
た
箇
所
に
は
点
線
を
付
し
た
。 

 

８
、
表
①
の
最
後
に
〈
考
察
〉
と
し
て
拙
論
に
関
わ
る
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
記
し
た
。 

 
 

最
後
に
あ
ら
た
め
て
、
資
料
の
発
表
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
松
本
和
也
氏
、
並
び
に
掲
載
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ 

っ
た
本
雑
誌
編
集
部
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
す
る
。 
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表
①
〈
素
材
と
の
比
較
〉
―
坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
の
影
響
― 

                                                 

２ １ 
                    

 
ま
こ
と
に
此
の
頃
の
デ
ン
マ
ー
ク

は
、
ノ
ー
ウ
エ
ー
と
も
不
仲
で
あ

り
、
い
つ
戦
争
が
起
る
か
も
知
れ

ず
、
王
位
は
、
一
日
も
空
け
て
置
く

事
が
出
来
な
か
つ
た
の
で
す
。
王
子

は
ム
レ
ツ
ト
は
弱
輩
ゆ
へ
、
皆
の
す

す
め
に
依
つ
て
、
わ
し
が
王
位
に
の

ぼ
つ
た
の
で
す
が
、
わ
し
と
て
も
先

王
ほ
ど
の
手
腕
は
無
し
、
徳
望
も
無

け
れ
ば
、
ま
た
、
ご
ら
ん
の
と
ほ
り

風
采
も
あ
が
ら
ず
、
血
を
わ
け
た
実

の
兄
弟
と
も
思
は
れ
ぬ
く
ら
ゐ
に

不
敏
の
弟
の
で
す
か
ら
、
果
し
て
此

の
重
責
に
堪
へ
得
る
か
ど
う
か
、
外

国
の
侮
り
を
受
け
ず
に
す
み
か
ど

う
か
頗
る
不
安
に
思
つ
て
居
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
か
ね
て
令
徳
の
誉
高

ひ
ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
ど
の
が
、
一
生
わ

し
の
傍
に
い
て
、
国
の
為
、
わ
し
の

力
に
な
つ
て
呉
れ
る
事
に
な
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
か
ね
て
令
徳
の
誉
高

ひ
ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
ど
の
が
、
一
生
わ

し
の
傍
に
い
て
、
国
の
為
、
わ
し
の 

先
王
が
、
ま
こ
と
に
突
然
、
亡
く
な

つ
て
、
そ
の
涙
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、

わ
し
の
や
う
な
者
が
位
を
継
ぎ
、
ま

た
此
の
度
は
ガ
―
ツ
ル
ー
ド
と
新

婚
の
式
を
行
ひ
、
わ
し
と
し
て
も
具

合
の
悪
ひ
事
で
し
た
が
、
す
べ
て
此

の
デ
ン
マ
ー
ク
の
為
で
す
。
み
な
と

も
充
分
に
相
談
の
上
で
、
い
ろ
い
ろ

取
り
き
め
た
事
で
す
か
ら
、
地
下
の

兄
、
先
王
も
、
皆
の
私
心
無
き
憂
国

の
情
に
め
ん
じ
て
、
わ
し
た
ち
を
許

し
て
呉
れ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
。（
王
）

―
「
一
」 

王
子
の
ハ
ム
レ
ツ
ト
は
若
冠
ゆ
ゑ
、

皆
の
す
す
め
に
依
つ
て
、
わ
し
が
王

位
に
の
ぼ
つ
た
の
で
す
が
、
わ
し
と

て
も
先
王
ほ
ど
の
手
腕
は
無
し
、
徳

望
も
無
け
れ
ば
、
ま
た
、
ご
ら
ん
の

と
ほ
り
風
采
も
あ
が
ら
ず
、
血
を
わ

け
た
実
の
兄
弟
と
も
思
は
れ
ぬ
く

ら
ゐ
に
不
敏
の
弟
な
の
で
す
か
ら
、

果
し
て
此
の
重
責
に
堪
へ
得
る
か

ど
う
か
、（
王
）
―
「
一
」 

 

「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」 

若
輩
者
の
フ
ォ
ー
チ
ン
ブ
ラ
ス
、
予
を
ば
庸 

主
と
侮
つ
て
か
、
但
し
は
親
兄
の
崩
御
に
よ 

つ
て
、
国
内
乱
れ
た
り
と
憶
測
つ
て
か
、
夢 

の
や
う
な
る
優
越
を
ば
恃
み
と
な
し
、
煩
し 

く
使
者
を
送
り
、
先
年
其
父
フ
ォ
ー
チ
ン
ブ 

ラ
ス
が
、
契
約
の
明
文
に
よ
つ
て
、
我
勇
敢 

な
る
兄
君
に
献
げ
奉
り
し
旧
領
地
を
取
戻
さ 

ん
ず
結
構
。
彼
れ
が
事
は
こ
れ
ま
で
。 

さ
て
今
日
一
同
を
か
く
集
へ
つ
る
仔
細
は
、 

右
フ
ォ
ー
チ
ン
ブ
ラ
ス
が
叔
父
ノ
ー
ウ
ェ
ー

王
こ
と
、
近
年
、
老
病
に
て
臥
床
を
離
る
る 

こ
と
叶
は
ざ
れ
ば
、
か
か
る
陰
謀
あ
る
を
知 

ら
ず
、
さ
れ
ど
も
此
度
の
徴
募
に
従
ひ
ま
た 

其
賦
役
に
応
ず
る
輩
は
何
れ
も
彼
れ
が
配
下 

の
者
ゆ
ゑ
、
之
を
制
へ
止
め
ん
こ
と
は
彼
れ 

が
力
に
能
は
ん
筈
。（
略
）
コ
ー
ニ
リ
ヤ
ス
、

ヲ
ル
チ
マ
ン
ド
の
両
卿
に
は
、
こ
の
挨
拶
の 

使
者
と
な
つ
て
、
老
ノ
ー
ウ
ェ
ー
が
許
に
下 

向
あ
る
べ
し
。（
王
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」 

   

親
兄
故
ハ
ム
レ
ッ
ト
王
崩
御
の
記
憶
今
も
尚 

鮮
た
な
れ
ば
、
お
の
お
の
深
き
悲
歎
に
沈
み 

全
国
挙
つ
て
一
つ
眉
根
に
潜
ま
ん
が
相
応
し 

き
振
舞
な
れ
ど
も
、
哀
ん
で
傷
ら
ん
は
愚
か 

な
れ
ば
、
吾
等
分
別
を
以
て
至
情
と
闘
ひ
、 

深
く
故
王
を
哀
み
な
が
ら
も
国
主
た
る
身
の 

本
分
を
忘
れ
ず
。
す
な
は
ち
堪
へ
が
た
き
悲 

歎
を
忍
ん
で
、
悲
喜
哀
感
を
等
分
に
、
一
眼 

に
は
涙
を
垂
れ
、
一
眼
に
は
笑
を
含
み
、
祝 

う
て
故
王
の
葬
儀
を
了
へ
、
泣
い
て
新
婚
の 

式
を
行
ひ
、
前
の
嫂
た
る
ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
を 

此
度
改
め
て
妃
と
な
し
、
此
デ
ン
マ
ー
ク
の 

主
権
を
分
て
り
。
ま
た
予
め
此
義
に
つ
い
て 

は
、
広
く
聡
明
の
御
身
等
に
詢
り
、
十
二
分 

の
談
合
を
経
た
り
し
條
、
深
く
満
足
に
思
ふ 

ぞ
よ
。（
王
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」 

  

坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」 

the im
perial jointress 

彼
女
自
身
は
元
来
皇
族
で
、
先
王 

歿
後
も
な
ほ
女
王
で
あ
つ
た
。
従 

つ
て
軍
国
多
事
の
際
、
彼
女
は
依 

然
と
し
て
責
任
分
擔
の
当
局
者
で 

あ
つ
た
。
彼
女
は
ま
だ
そ
の
国
政 

上
の
責
任
を
解
除
さ
れ
て
、
た
だ 

財
産
所
有
権
の
み
を
保
有
し
た
未 

亡
人
で
は
な
か
つ
た
。
（King

―

Act. 1Scene2

） 
  rem

em
brabce of 

ourselves,  

茲
に
仄
か
さ
れ
て 

ゐ
る
の
は
彼
が
自
覚
し
て
ゐ
る
と 

稱
す
る
此
国
家
の
支
配
者
と
し
て 

の
責
任
心
と
自
重
心
と
で
あ
る
。 

（King

―Act.1Scene2

） 
 

浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」 
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ハ
ム
レ
ツ
ト
、
な
ん
と
い
ふ
事
を
、

お
つ
し
や
る
の
で
す
。
私
に
は
、
あ

な
た
が
、
ふ
て
く
さ
れ
て
ゐ
る
や
う

に
し
か
思
は
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
厭 

君
は
、
ウ
イ
ツ
タ
ン
バ
ー
グ
の
大
学

へ
、
ま
た
行
き
た
い
と
云
つ
て
い
ま
し

た
ね
。
で
も
そ
れ
は
怺
へ
て
下
さ
い
。

わ
し
か
ら
お
願
ひ
し
ま
す
。（
略
）
君

が
、
い
な
く
な
る
と
、
王
妃
だ
つ
て
淋

し
が
る
で
せ
う
。（
王
）
―
「
一
」 

  

僕
で
す
か
？
か
ら
か
わ
な
い
で
下

さ
い
。
僕
は
地
獄
へ
行
く
ん
で
す
。

（
ハ
ム
）
―
「
一
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
は
、
こ
の
ご
ろ
元
気
が

無
い
よ
う
で
す
が
、
君
も
君
も
フ
ラ

ン
ス
へ
行
き
た
い
の
で
す
か
？

（
王
）
―
「
一
」 

あ
あ
、
忘
れ
て
い
た
。
レ
ヤ
チ
ー
ズ

が
、
わ
し
に
何
か
願
ひ
が
あ
る
と
か

言
つ
て
い
ま
し
た
ね
。（
王
）
―
「
一
」 

実
は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
、
も
う
一
度
遊

学
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
つ
て
ゐ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。

（
レ
ヤ
）
―
「
一
」 

君
の
父
に
も
相
談
し
た
上
の
事
で

せ
う
ね
。
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
、
ど
う
で

す
か
？ 

へ
つ
へ
、
だ
う
も
若
ひ
も
の
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
味
が
忘
れ
か
ね
る
や

う
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
ポ
ロ
）
―
「
一
」 

レ
ヤ
チ
ー
ズ
、
子
供
に
と
つ
て
は
、

王
の
裁
可
よ
り
も
、
父
の
許
し
の
ほ

う
が
大
事
で
す
。
一
家
の
和
合
は
、

そ
の
ま
ま
王
の
忠
義
で
す
。（
王
）

―
「
一
」 

い
か
に
も
未
熟
の
者
で
す
か
ら
、
皆

も
、
今
日
以
後
、
変
ら
ず
忠
勤
の
程

を
見
せ
、
わ
し
を
安
心
さ
せ
て
下
さ

い
。（
王
）
―
「
一
」 

傍
に
い
て
、
国
の
為
、
わ
し
の
力
に

な
つ
て
呉
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
も
は
や
王
城
の
基
礎
も
確
固

た
り
、
デ
ン
マ
ー
ク
も
安
泰
と
思
ひ

ま
す
。（
王
）
―
「
一
」 

ハ
ム
レ
ッ
ト
よ
、
そ
の
愁
は
し
げ
な
目
の
色

を
ふ
り
す
て
て
な
つ
か
し
ら
し
う
わ
が
君
を

仰
ぎ
め
さ
れ
。
い
つ
ま
で
も
目
を
伏
せ
て
冥

府
の
父
君
を
の
み
慕
ひ
た
ま
ふ
な
（
妃
）
― 

さ
て
彼
の
ウ
ィ
ッ
タ
ン
バ
ー
グ
の
大
学
へ
再 

び
赴
か
ん
の
思
立
は
、
予
の
好
ま
ぬ
所
願
は 

く
は
、
近
親
と
も
、
重
臣
と
も
、
我
等
が
目 

を
慰
む
べ
く
留
り
め
さ
れ
。（
王
）
―
「
第
一

幕
第
二
場
」 

な
う
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
よ
、
此
母
の
祈
を
ば 

徒
ら
に
な
お
為
や
っ
そ
。
こ
こ
に
い
や
れ
。

ウ
ィ
ッ
タ
ン
バ
ー
グ
へ
は
往
か
し
ま
す
な
。 

（
妃
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」 

 

い
い
や
、
曇
り
ど
こ
ろ
か
、
い
つ
そ
日
あ
た 

た
り
が
好
過
ぎ
ま
す
る
。（
ハ
ム
）
―
「
第
一

幕
第
二
場
」 

は
て
、
心
地
で
も
あ
し
い
か
、
い
つ
も
曇
り 

が
ち
な
其
面
色
？
（
王
）
―
「
第
二
場
」 

  

さ
て
レ
ヤ
ー
チ
ー
ズ
よ
、
そ
ち
の
申
條
は
如 

何
な
事
ぢ
ゃ
？
道
理
に
合
う
た
請
願
な
ら
ば 

デ
ン
マ
ー
ク
王
が
聴
か
う
で
な
ら
う
か
？ 

（
略
）
御
身
が
父
御
と
デ
ン
マ
ー
ク
王
座
と 

の
交
情
は
、
心
と
頭
、
手
と
口
と
よ
り
も
懇 

親
ぢ
ゃ
わ
い
。
レ
ヤ
ー
チ
ー
ズ
よ
、
お
ぬ
し 

の
望
と
は
何
ぢ
ゃ
？
（
王
）
―
「
第
二
場
」 

公
務
も
果
て
ま
し
た
る
上
は
、
改
め
て
フ
ラ 

ン
ス
国
へ
立
戻
り
た
き
微
臣
が
衷
情
、
何
卒 

御
仁
察
下
し
お
か
れ
ま
せ
う
。 

（
レ
ヤ
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」 

し
て
父
御
に
は
異
存
無
い
か
？
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ 

ス
、
御
身
の
意
は
？
（
王
）
―
「
第
二
場
」 

   

さ
ら
ば
ぢ
ゃ
、
す
み
や
か
に
命
を
果
し
て

忠
勤
の
程
を
見
せ
て
く
り
ゃ
れ
。（
王
）
―

「
第
二
場
」 

        

 

新
王
が
今
や
傾
け
つ
つ
あ
る
の
は 

皇
太
子H

am
let

のW
ittenberg

大
学
へ
の
帰
校
中
止
に
対
す
る
祝 

杯
で
あ
る
。 

(H
am

―Act.1.Sc ene4

） 
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い
つ
ま
で
、
甘
へ
て
い
る
の
で
せ
う
。

私
は
生
み
の
母
と
し
て
此
の
子
を
恥 

ず
か
し
く
思
ひ
ま
す
。（
王
妃
）
―
「
一
」

王
妃
に
は
、
生
み
の
母
と
い
ふ
安
心 

が
あ
つ
て
、
そ
の
愛
情
を
頼
み
す
ぎ 

て
、
そ
ん
な
事
を
云
ふ
の
で
せ
う
が
、

若
い
者
に
と
つ
て
は
、
陰
の
愛
情
よ 

り
も
、
あ
ら
は
さ
れ
た
言
葉
の
は
う 

が
重
大
な
の
で
す
。（
王
）
―
「
一
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
だ
つ
て
、
も
う
二
十
三 

に
な
り
ま
す
。（
王
妃
）
―
「
一
」 

ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
、
言
葉
を
つ
つ
し
み 

な
さ
い
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
は
あ
な
た
ひ 

と
り
の
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ハ
ム 

レ
ツ
ト
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
の
王
子 

で
す
。（
王
）
―
「
一
」 

す
べ
て
、
此
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
為
に
、

父
祖
の
土
の
為
に
、
父
祖
の
土
の
為 

に
、
自
分
の
感
情
は
捨
て
な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。
此
の
デ
ン
マ
ー
ク
の 

土
も
、
海
も
、
民
も
、
や
が
て
は
君 

の
掌
に
渡
さ
れ
る
の
で
す
。
わ
し
た 

ち
は
、
い
ま
協
力
し
な
け
れ
ば
い
け 

ま
せ
ん
。
わ
し
を
愛
し
て
呉
れ
と
は 

申
し
ま
せ
ん
。
わ
し
だ
つ
て
君
を
、 

心
の
底
か
ら
我
が
子
と
呼
ん
で
抱 

き
し
め
る
程
の
愛
情
は
、
打
ち
明
け 

た
と
こ
ろ
、
だ
う
し
て
も
感
ぜ
ら
れ 

な
い
状
態
な
の
で
す
か
ら
、
君
だ
け
、

無
理
に
愛
せ
よ
等
と
は
言
へ
ま
せ
ん
。

（
王
）
―
「
一
」 

若
い
者
に
は
、
若
い
者
の
正
当
な
言 

ひ
分
が
あ
る
筈
で
す
。
わ
し
に
も
、 

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
が
、
ま 

だ
ま
だ
、
あ
る
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。

（
王
）
―
「
一
」 

 

味
な
、
気
障
な
態
度
は
、
お
よ
し
な 

さ
い
。
不
満
が
あ
る
な
ら
男
ら
し
く
、

は
つ
き
り
お
つ
し
や
つ
て
下
さ
い
。

（
王
妃
）
―
「
一
」 

       

す
な
は
ち
、
国
民
に
、
御
身
は
既
に
王
位 

を
継
ぐ
べ
く
、
ま
た
予
が
恩
愛
は
真
の
父 

に
異
な
ら
ず
と
知
し
め
給
へ
。（
王
）
―
「 

第
一
幕
第
二
場
」 

   

「
第
一
幕
第
二
場
」 

 

no other but

流
石
に
女
王
に
は
実

母
と
し
て
の
こ
の
気
懸
り
が
あ
る
。

(Quee

―Act.2.Scene2

） 

此
行
以
下75

行
迄Queen

の 
Speech

全
体
を
通
じ
てH

am
le t

に
対
す
る
代
名
詞
はthy,thin

e,thee

で
あ
る
。
孰
れ
も
母
親
と 

し
て
の
愛
情
の
表
は
れ
で
、
唯
の 

一
度
もyou

が
使
は
れ
て
ゐ
な
い 

（Queen

―Act.1.Scene2 

） 

his youth
 

 H
am

let

が
当
時
ま 

だ
二
十
才
か
二
十
一
才
で
あ
つ
た 

と
い
ふ
一
つ
の
証
拠
。 

（King

―Act.2.Scene2

） 

此
劇
を
通
じ
て
見
る
に
、H am

le t

は
二
十
五
才
以
上
で
あ
つ
た
と
は 

迚
も
思
は
れ
な
い
、
寧
ろ
二
十
一 

才
位
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
（First 

Clo

―Act.5.Scene1

） 

新
王
の
魂
胆
はH

am
let

を
庇
護 

し
て
彼
を
と
り
こ
に
す
る
の
で
は 

な
く
て
、
彼
を
持
ち
上
げ
て
篭
絡 

し
て
し
ま
は
う
と
い
ふ
の
で
あ
る 

（King

―Act.1.Scene2

） 
          H

am
let

の
青
年
的
性
格
は
従
来 

幾
多
の
批
評
家
が
曲
解
し
た
処 

と
全
然
別
で
あ
る
。 

（M
ar

―Act.1.Scene1

） 
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A little m
ore than kin, and less 

than kind.

（
ハ
ム
）
―
「
一
」 

何
だ
つ
て
？
よ
く
聞
き
と
れ
な
か
つ 

た
。
ふ
ざ
け
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
。 

わ
し
は
、
ま
じ
め
に
尋
ね
て
い
る
の 

で
す
。
語
呂
合
は
せ
の
や
う
な
、
し
ゃ

れ
た
答
へ
か
た
は
し
な
い
で
下
さ
い
。

先
王
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
今
日
ま 

で
、
も
う
二
箇
月
に
な
り
ま
す
が
、 

わ
し
に
は
何
も
か
も
夢
の
や
う
で
す
。

（
王
）
―
「
一
」 

わ
し
も
此
の
二
箇
月
間
は
、
い
そ
が 

し
く
、
君
と
落
ち
つ
ゐ
て
話
を
す
る 

機
会
も
な
か
つ
た
。
全
く
、
そ
の
ひ 

ま
は
無
か
つ
た
の
で
す
。
ゆ
る
し
て 

下
さ
い
。（
王
）
―
「
一
」 

 

ハ
ム
レ
ツ
ト
、
大
き
く
な
つ
た
ね
。 

も
う
、
わ
し
と
背
丈
が
同
じ
く
ら
ゐ 

だ
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
大
人 

に
な
る
で
せ
う
。（
略
）
わ
し
も
、
思 

つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
虚
心
坦
懐
に
申 

ま
す
か
ら
、
君
も
、
遠
慮
な
さ
ら
ず 

率
直
に
、
な
ん
で
も
言
つ
て
下
さ
い
。

ど
ん
な
に
愛
し
合
つ
て
い
て
も
、
口 

に
出
し
て
言
は
な
け
れ
ば
、
そ
の
愛 

が
互
ひ
に
わ
か
ら
な
い
で
い
る
事
だ 

つ
て
、
世
の
中
に
は
、
ま
ま
あ
る
の 

で
す
。（
王
）
―
「
一
」 

私
に
は
、
こ
の
子
の
考
へ
て
ゐ
る
事

く
ら
ゐ
、
な
ん
で
も
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
喪
服
だ
つ
て
、
私
た
ち
へ
の
い

や
が
ら
せ
で
す
。
先
王
の
死
を
、
も

は
や
忘
れ
た
の
か
と
い
ふ
、
当
て
つ

け
の
つ
も
り
な
の
で
せ
う
。（
王
妃
）

―
「
一
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
が
喪
服
を
着
て
い
た

つ
て
、
少
し
も
差
し
つ
か
へ
無
い
と

思
ひ
ま
す
。
少
年
の
感
傷
は
純
粋
な

も
の
で
す
。（
王
）
―
「
一
」 

 

   
後
れ
た
る
が
子
が
喪
に
篭
つ
て
、
暫
く
哀
悼 

の
体
を
尽
す
は
、
ま
こ
と
に
然
あ
る
べ
き
情 

義
な
れ
ど
も
い
、
さ
り
と
て
頑
な
な
る
哀
傷 

は
、
神
を
信
ぜ
ざ
る
振
舞
、
二
つ
に
は
男
ら 

し
か
ら
ぬ
愁
嘆
、
す
な
は
ち
天
に
対
し
て
は 

非
礼
、
心
に
信
仰
の
守
護
無
き
証
、
短
慮
無 

知
愚
昧
の
証
拠
。
何
故
と
言
や
れ
、
か
く
あ 

る
は
必
然
に
し
て
世
の
常
事
ぞ
と
悟
つ
た
る 

以
上
、
な
ど
い
つ
ま
で
も
思
ひ
入
り
て
、
さ 

し
も
気
む
づ
か
し
う
嘆
き
悲
む
？
あ
さ
ま
し 

し
あ
さ
ま
し
！
（
王
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」  H

am
.[Aaide]A little m

ore th 
an 

kin,and 
less 

than 
kind.

kind

此
言
葉
の
語
源
はkin

で
、 

こ
れ
はkinned

の
約
さ
れ
た
も
の 

ら
し
い
。
従
つ
て
そ
の
発
音
も 

Elizabeth

朝
に
於
て
は
、kinnd

で
、
其
意
味
も
亦kind

＝accordin 
 The plays the thing 

こ
の
劇
第
一
幕
の
幕
落
ち
と
第

二
幕
の
幕
あ
き
と
の
間
に
は
約

二
ヶ
月
の
間
隔
が
あ
る
。（H

am

―Act.2.Sce ne2
） 

twice two m
onths  

此
劇
の
組 

組
立
に
よ
れ
ば
、
彼
の
父
の
急
死 

よ
り
第
一
幕
の
開
幕
迄
に
二
ヶ
月 

足
ら
ず
の
間
隔
（
参
照
Ⅰ
、
Ⅱ
、138
）

が
あ
つ
て
、
新
王
と
女
王
と
の
結 

婚
は
旧
王
の
死
よ
り
一
ヶ
月
以
内 

の
事
（
参
照
Ⅰ
、
Ⅱ
、145

）
で 

あ
つ
た
。
そ
し
て
第
一
幕
の
出
来 

事
は
二
日
間
の
事
で
、
第
一
幕
と 

第
二
幕
と
の
間
隔
は
Ⅱ
、
Ⅲ
、5 

80

の
註
に
述
べ
て
あ
る
や
う
に
、

二
ヶ
月
以
上
で
あ
る
。
故
に
合
計 

四
ヶ
月
。（Oph

―Act,3,Scene2

）

 this dream
 of his advantage  

前
三
行
の
誤
算
よ
り
来
る
自
分

の
勝
味
と
い
ふ
こ
の
夢
。
新
王
が

相
手
方
を
小
僧
扱
ひ
に
す
る
知

力
の
鋭
さ
と
膽
力
の
す
わ
つ
た

処
を
見
よ
。 

(King

―Act.1.Scene2

） 

thy  nighted colour

は
直
接

に
はH

am
let

の
黒
喪
服
、
間
接

に
は
彼
の
憂
ひ
顔
を
さ
し
て
の

形
容
で
あ
る
。（Queen

―Act.1. 
Scene2

） 
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父
は
死
に
、
母
は
奪
は
れ
、
お
ま
け 

に
あ
の
山
羊
の
お
ば
け
が
、
い
や
に 

も
つ
た
い
ぶ
つ
て
僕
に
お
説
教
ば
か 

り
す
る
。
い
や
ら
し
い
。
き
た
な
ら 

し
い
。
あ
あ
、
で
も
、
そ
れ
よ
り
も
、

僕
に
は
、
も
つ
と
苦
し
い
焼
け
る
思 

ひ
の
も
の
が
あ
る
の
だ
。
い
や
、
何 

も
か
も
だ
。
皆
苦
し
い
。
い
ろ
ん
な 

も
と
を
た
だ
せ
ば
、
山
羊
の
お
じ
さ 

ん
さ
。
お
酒
を
飲
ん
で
酔
つ
ぱ
ら
つ 

て
、
し
よ
つ
ち
ゆ
う
お
父
さ
ん
に
叱 

ら
れ
て
ば
か
り
い
た
ぢ
や
な
い
か
。 

僕
を
そ
そ
の
か
し
て
、
お
城
の
外
の 

女
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
連
れ
て
い
つ 

た
の
も
、
お
の
山
羊
の
お
じ
さ
ん
ぢ 

や
な
い
か
。（
ハ
ム
）
―
「
一
」 

よ
し
、
よ
し
、
わ
か
つ
て
い
ま
す
。 

昔
の
学
友
た
ち
と
逢
ひ
た
く
な
つ
た 

の
で
せ
う
。（
略
）
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
を
、

わ
し
が
呼
ん
で
置
き
ま
し
た
。（
王
）

―
「
一
」 

ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
を
呼
ん
で
呉
れ
た
と 

は
、
山
羊
の
お
じ
さ
ん
大
出
来
だ
。（ 

ハ
ム
）
―
「
一
」 

私
が
、
王
に
お
願
ひ
し
て
、
あ
な
た 

を
ウ
イ
ツ
タ
ン
バ
ー
グ
か
ら
お
呼
び 

す
る
や
う
に
致
し
ま
し
た
。（
王
妃
）

―
「
四
」 

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
ゐ
の
事 

は
、
僕
に
だ
つ
て
、
わ
か
つ
て
い
ま
す
。

僕
は
、
め
ん
ど
う
く
さ
い
ん
で
す
。 

僕
を
、
う
少
し
遊
ば
せ
て
置
い
て
下 

さ
い
。（
ハ
ム
）
―
「
一
」 

人
生
は
、
芝
居
で
は
な
い
の
で
す
。

（
王
）
―
「
一
」 

 

お
お
、
此
硬
き
剛
き
肉
が
、
何
と
て
融
解

け
て
露
と
も
な
ら
ぬ
ぞ
！
せ
め
て
自
殺
を

大
罪
と
す
る
神
の
掟
が
な
く
ば
な
ぁ
！
お

お
！
お
お
！
現
世
一
切
の
業
務
が
悉
く
厭

は
し
う
も
、
あ
さ
ま
し
う
も
、
あ
ぢ
き
な

う
も
、
無
益
し
う
も
思
は
る
る
わ
い
！
ち

ッ
、
あ
さ
ま
し
き
！
（
略
）
御
逝
去
の
後

二
月
！
：
い
や
、
ま
だ
二
月
に
も
な
る
ま 

 

し
た
が
、
此
エ
ル
シ
ノ
ー
ア
へ
お
来
や
つ
た 

用
事
は
何
ぢ
や
？
よ
う
せ
ぬ
と
、
逗
留
中
に 

暴
酒
を
飲
む
こ
と
を
教
へ
ら
れ
よ
う
ぞ
。（ 

ハ
ム
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」 

実
は
、
御
父
君
の
御
葬
儀
を
排
し
奉
ら
う
と 

て
参
り
ま
し
た
。（
ホ
レ
）
―
「
第
一
幕
第
二

場
」 

   

 feast together

大
酒
癖
は
当
時

丁
抹
人
一
般
の
悪
習
で
、
同
時
に

新
王
自
身
の
弱
点
で
あ
つ
た
。

（King

―Act,2,Scene2

） 

 
以
上
二
行
は
こ
の
劇
に
於
け
る 

Rhym
e Tag

で
あ
る
。
そ
れ
に 

対
す
る
私
の
試
訳
は
、
時
勢
の
関 

節
が
あ
づ
れ
て
ゐ
る
；
え
い
、
う 

る
さ
い
、
面
倒
だ
；
元
来
僕
が
生 

ま
れ
て
来
た
の
は
そ
の
嵌
め
直
し 

の
た
め
だ
！
で
あ
る
。
ま
た
こ
こ 

第
一
幕
の
幕
落
ち
際
は
成
人 

H
am

let

の
誕
生
期
と
し
て
至
極 

重
要
で
あ
る
。 

(H
am

―Act,1,Sce ne5

） 
 g to ki

＝nayurally affectiona- 
te

で
あ
る
。
但
し
そ
れ
が
親
切
な 

と
訳
さ
れ
る
と
、
基
本
義
が
尚
更 

に
曖
昧
、
ま
た
浅
薄
に
な
つ
て
し 

ま
ふ
。（
略
）
し
か
しthe King 

も
さ
る
も
の
、
こ
のAside

を
聞 

か
ぬ
振
り
し
て
平
気
を
装
ひ
つ
つ
、

猫
撫
で
声
で
。 

(H
am

― Act.1.Scene2

） 
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の
ぼ
せ
あ
が
つ
て
い
る
ん
だ
か
ら
仕 

様
が
無
い
。
僕
は
、
な
る
べ
く
な
ら
ば
、

こ
ん
な
、
く
だ
ら
な
い
事
に
は
口
を 

出
し
た
く
な
か
つ
た
ん
だ
。
け
が
ら 

は
し
い
。（
略
）
あ
の
人
が
ど
ん
な
お 

身
分
の
お
方
か
、
そ
れ
を
考
へ
た
ら
、

わ
か
る
事
だ
。
出
来
な
い
相
談
だ
よ
。

（
略
）
お
前
は
、
て
て
無
し
子
を
抱 

へ
て
乞
食
に
で
も
な
る
さ
。
い
い
か
、

あ
の
人
に
、
か
う
云
つ
て
く
れ
、
レ 

ヤ
チ
ー
ズ
の
妹
を
な
ぐ
さ
み
も
の
に 

し
た
な
ら
ば
、
ど
い
つ
こ
い
つ
の
容 

赦
は
無
い
、
ど
の
や
う
な
お
身
分
の 

方
で
あ
つ
て
も
生
か
し
て
置
け
ぬ
と
、

レ
ヤ
チ
ー
ズ
が
鬼
神
に
誓
つ
て
言
つ 

て
ま
し
た
、
と
さ
う
伝
へ
て
く
れ
。（ 

 

荷
作
り
く
ら
ゐ
は
、
お
ま
へ
が
し
て 

く
れ
た
つ
て
い
い
ぢ
や
な
い
か
。
あ 

あ
、
い
そ
が
し
い
。（
略
）
あ
ん
ま
り 

居
眠
り
ば
か
り
し
な
い
で
、
た
ま
に 

は
フ
ラ
ン
ス
の
兄
さ
ん
、
音
信
を
し 

ろ
よ
。（
レ
ヤ
）
―
「
二
」 

す
ま
い
と
し
思
う
て
？
（
オ
フ
）
―

「
二
」 

な
ん
だ
い
、
そ
り
や
あ
。
へ
ん
な
言 

葉
だ
。
い
や
に
な
る
ね
。（
レ
ヤ
）
―

「
二
」 

だ
つ
て
、
坪
内
さ
ま
が
、
―
（
オ
フ
）

―
「
二
」 

あ
あ
、
そ
う
か
。
坪
内
さ
ん
も
、
東 

洋
一
の
大
学
者
だ
が
、
少
し
言
葉
に 

懲
り
過
ぎ
る
。
す
ま
ひ
と
ば
し
思
ふ 

て
？
と
は
、
ひ
ど
い
な
あ
。
媚
び
て 

る
よ
。
い
や
い
や
、
坪
内
さ
ん
の
せ 

い
だ
け
ぢ
や
な
い
。
お
前
自
身
が
、 

こ
の
ご
ろ
少
し
い
や
ら
し
く
な
つ
て 

ゐ
る
の
だ
。
気
を
つ
け
な
さ
い
。
兄 

さ
ん
に
は
、
な
ん
で
も
わ
か
る
。（ 

レ
ヤ
）
―
「
二
」 

 

事
が
此
の
二
箇
月
間
、
ご
ち
や
ま
ぜ

に
な
つ
て
僕
を
襲
つ
た
。
く
る
し
い

事
が
、
こ
ん
な
に
一
緒
に
次
か
ら
次

と
起
る
も
の
だ
と
は
知
ら
な
か
つ

た
。
苦
し
み
が
苦
し
み
を
生
み
、
悲

し
み
が
悲
し
み
を
生
み
、
溜
息
が
溜

息
を
ふ
や
す
。
自
殺
。
の
が
れ
る
法

は
、
そ
れ
だ
け
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
一
」 

  

ハ
ム
レ
ッ
ト
さ
ま
の
、
あ
の
空
め
い
た
お
い 

と
し
が
り
は
な
、
結
局
一
時
の
浮
気
心
、
若 

い
気
分
の
ざ
れ
事
、
い
は
ば
春
育
ち
の
菫
の 

花
ぢ
や
、
早
咲
ぢ
や
程
に
萎
る
る
も
早
い
。

美
し
う
は
あ
れ
ど
も
当
時
の
詠
ぢ
や
。
香
も 

慰
み
も
徒
の
束
の
間
、
只
そ
れ
ほ
ど
と
思
ふ 

が
よ
い
ぞ
よ
。(

レ
ヤ)

―
「
第
一
幕
第
三
場
」

御
自
身
の
お
意
さ
へ
我
物
に
し
て
我
物
な

ら
ず
、
万
事
お
気
儘
に
も
な
さ
れ
に
く
い
、

大
切
な
御
身
分
柄
ぢ
や
。（
略
）
軽
々
し
う

彼
の
君
の
甘
い
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
情
の

限
を
打
込
み
、
放
埓
な
仰
せ
の
ま
ま
二
つ

な
い
操
の
寶
を
汚
す
時
、
取
返
し
の
な
ら

ぬ
一
期
の
辱
。（
レ
ヤ
）
―
「
第
一
幕
第
三

場
」 

  

必
要
な
品
々
も
積
込
ん
で
し
ま
う
た
れ
ば
さ 

ら
ば
ぢ
や
。
い
も
う
と
よ
、
出
船
、
順
風
の 

便
宜
の
あ
る
た
び
、
居
眠
つ
て
を
ら
い
で
消 

息
を
為
や
れ
よ
。（
レ
ヤ
）
―
「
第
一
幕
第 

三
場
」 

す
ま
い
と
ば
し
思
う
て
？
（
オ
フ
）
―
「
第

一
幕
第
三
場
」 

                 

い
。
あ
の
や
う
な
比
類
稀
な
る
国
王
！
そ 

れ
と
彼
を
比
ぶ
れ
ば
日
の
神
と
羊
の
怪
物
。

母
上
の
面
を
荒
い
風
に
さ
へ
も
あ
て
ま
い 

と
愛
し
が
り
な
さ
れ
た
父
上
。
情
け
な
い 

！
あ
さ
ま
し
い
！
そ
れ
を
思
ひ
出
さ
ね
ば 

な
ら
ぬ
か
？
（
ハ
ム
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」

父
を
殺
さ
れ
、
母
を
辱
め
ら
れ
、
理
に
於

て
も
、
情
に
於
て
も
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
を

忍
ん
で
を
る
と
は
！
（
ハ
ム
）
―
「
第
四

幕
第
四
場
」 
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僕
の
反
対
す
る
の
は
、
何
も
あ
の
人

の
お
身
分
の
せ
い
ば
か
り
で
は
な

い
の
だ
。
僕
は
、
あ
の
人
が
き
ら
い

の
な
の
だ
。
大
き
ら
い
な
の
だ
。
あ

の
人
は
、
ニ
ヒ
リ
ス
ト
だ
。
道
楽
者

だ
。（
略
）
僕
に
は
、
あ
ん
な
性
格

の
人
は
、
い
や
だ
。
他
人
の
心
の
裏

を
覗
く
の
が
素
早
く
て
、
自
分
ひ
と

り
心
得
顔
し
て
に
や
に
や
し
て
い

る
。
い
や
な
人
だ
よ
。
僕
た
ち
の
懸

命
の
努
力
を
笑
つ
て
い
る
の
だ
。
あ

ん
な
の
を
軽
薄
才
子
と
い
ふ
の
だ
。

い
や
に
様
子
ふ
ぶ
つ
と
大
勢
の
臣

下
の
前
も
は
ば
か
ら
ず
、
め
そ
め
そ

泣
き
出
す
。
女
の
腐
つ
た
み
た
い
な

奴
だ
。（
レ
ヤ
）
―
「
二
」 

お
言
葉
に
逆
ふ
や
う
で
す
が
、
ハ
ム

レ
ツ
ト
さ
ま
は
、
い
や
王
子
さ
ま

は
、
決
し
て
、
そ
の
や
う
に
劣
つ
た

お
方
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
僕
の
尊

敬
し
て
い
る
唯
一
の
お
方
で
す
。

（
略
）
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
は
、
と
て

も
頭
が
い
い
か
ら
、
僕
の
云
は
ん
と

し
て
い
る
事
は
、
云
は
な
い
さ
き
か

ら
御
承
知
に
な
つ
て
い
ま
す
。
や
り

き
れ
な
い
く
ら
ゐ
で
す
。（
ホ
レ
）

―
「
四
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
の
御
気
質
は
高

潔
で
す
。
明
快
で
あ
り
ま
す
。
山
中

の
湖
水
の
や
う
に
澄
ん
で
居
り
ま

す
。（
ホ
レ
）
―
「
四
」 

僕
は
、
御
推
量
の
と
ほ
り
、
だ
ら
し

の
な
い
、
弱
虫
の
、
道
楽
者
で
す
。

何
一
つ
、
あ
な
た
達
の
お
手
伝
ひ
が

出
来
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
僕
だ
つ

て
、
デ
ン
マ
ー
ク
国
の
為
に
は
、
い

つ
で
も
命
を
捨
て
る
つ
も
り
な
の

だ
。（
ハ
ム
）
―
「
五
」 

お
性
格
だ
つ
て
、
決
し
て
御
立
派
で 

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
め
め
し
い
と
で 

も
申
し
ま
せ
う
か
、
ひ
と
の
陰
口
ば 

か
り
を
気
に
し
て
、
い
つ
も
、
い
ら 

い
ら
な
さ
つ
て
居
り
ま
す
。
い
つ
か 

の
夜
な
ど
、
信
じ
ら
れ
る
の
は
お
前 

だ
け
だ
、
僕
は
人
に
だ
ま
さ
れ
利
用 

さ
れ
て
ば
か
り
い
る
、
僕
は
可
哀
想 

な
子
な
の
だ
か
ら
お
前
だ
け
で
も
僕 

を
捨
て
な
い
で
お
く
れ
と
聞
い
て
い 

て
浅
間
し
く
な
る
ほ
ど
気
弱
ひ
事
を 

レ
ヤ
）
―
「
二
」 

 
        

unm
anly

はH
am

let

説
破
題
一 

段
の
突
撃
力
集
注
点
。
此
王
の
鋭 

さ
を
見
よ
。
同
時
に
そ
の
反
射
と 

し
てH

am
let

性
格
の
一
大
特
徴 

が
あ
ら
は
れ
て
来
る
。
彼
が
平
素 

男
ら
し
さ
を
以
て
世
間
に
認
め
ら 

れ
て
居
り
、
ま
た
男
ら
し
さ
を
以 

て
自
負
自
任
し
て
ゐ
た
事
が
そ
れ 

で
あ
る
。
（King

―Act.1.Sc 
ene2

） 
H

am
let

に
は
使
命
観
が
あ
つ
た
一 

方
に
於
て
は
国
家
政
治
の
正
義
化
、

他
方
に
於
て
は
夫
婦
愛
の
純
潔
化
、

こ
れ
が
彼
の
復
讐
心
の
動
力
た
る 

cause

即
ち
使
命
観
で
あ
つ
た
。

（H
am

―Act.2.Scene2

） 

沙
翁
が
描
い
た
処
に
よ
れ
ば
、 

H
 am

let

が
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
型
の

人
物
で
は
な
く
、
寧
ろ
一
層
健
全

な
も
つ
と
勢
力
旺
盛
な
青
年
で

あ

つ

た

。
（

H
am

―

Act.2.Scene2

） 
Finding ourselves

以
下
簡
潔

な
筆
致
中
に
躍
動
し
て
ゐ
る
の

が H
am

let
の
活
動
振
り
。
性
来 

over-m
editative

で
、accidents

に
壓
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と 

彼
を
見
た
の
はColeridge
一
流 

の
色
眼
鏡
で
あ
る
。
原
作
者
の
描 

い
た
儘
のH

am
let

は
臨
機
応
変
、

伸
縮
自
在
、
動
く
活
動
力
を
兼
ね 

備
へ
た
青
年
で
あ
る
。
（H

or

―

Act.4.Sc ene6

） 
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い
い
か
、
ま
ず
第
一
に
、
学
校
の
成 

績
を
気
に
か
け
る
な
。
学
友
が
五
十 

人
あ
つ
た
ら
、
そ
の
中
で
四
十
番
く 

ら
い
の
成
績
が
最
も
よ
ろ
し
い
。
間 

違
つ
て
も
、
一
番
に
な
ら
う
な
ど
と 

思
ふ
な
。
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
の
子
供
な 

ら
、
そ
ん
な
に
頭
の
い
い
筈
が
な
い
。

自
分
の
力
の
限
度
を
知
り
、
あ
き
ら 

め
て
、
謙
虚
に
学
ぶ
事
。
れ
が
第
一
。

つ
ぎ
に
は
、
落
第
せ
ぬ
事
。
カ
ン
ニ 

ン
グ
し
て
も
、
か
ま
は
な
い
か
ら
、 

落
第
だ
け
は
、
せ
ぬ
事
。
落
第
は
、
一

生
お
前
の
傷
に
な
り
ま
す
。（
略
）
こ 

れ
も
ま
た
重
大
で
す
。
一
学
年
上
の 

学
生
を
、
必
ず
ひ
と
り
、
友
人
と
し 

て
置
く
か
な
け
れ
ば
ら
ぬ
。
試
験
の 

要
領
を
聞
く
た
め
だ
。
試
験
管
の
採 

点
の
癖
を
教
へ
て
も
ら
へ
る
。
さ
ら 

に
、
も
う
ひ
と
り
、
同
学
年
の
秀
才 

と
必
ず
親
交
を
結
ば
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
。
ノ
オ
ト
を
貸
し
て
も
ら
ひ
、
ま 

た
試
験
の
時
に
は
、
お
前
の
座
席
の 

す
ぐ
隣
り
に
坐
つ
て
も
ら
ふ
た
め
で 

あ
る
ま
す
。
学
友
は
、
そ
の
二
人
だ 

け
で
充
分
で
す
。。
不
要
の
交
友
は
、

不
要
の
出
費
。
さ
て
、
次
は
、
金
銭 

に
就
い
て
。
こ
れ
は
と
り
わ
け
注
意 

を
必
要
と
す
る
。
金
銭
の
貸
借
、
一
切
、

ま
か
り
な
ら
ん
。
借
り
る
事
は
、
も 

な
ん
だ
、
ま
だ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い 

た
の
か
。（
ポ
ロ
）
―
「
二
」 

兄
さ
ん
、
ま
だ
お
疑
ひ
に
な
る
の
？

（
オ
フ
）
―
「
二
」 

 

お
つ
し
や
つ
て
、
両
手
で
顔
を
覆
ひ
、

泣
く
真
似
を
な
さ
い
ま
し
た
。
だ
う 

し
て
、
あ
ん
な
、
気
障
な
お
芝
居
を 

な
さ
る
の
で
せ
う
。（
略
）
ご
自
分
を
、

む
り
や
り
悲
劇
の
主
人
公
に
な
さ
ら 

な
け
れ
ば
、
気
が
す
ま
な
い
ら
し
い 

ご
様
子
で
あ
り
ま
し
た
。（
オ
フ
）
―

「
六
」 

考
慮
を
う
か
と
舌
出
す
な
、
機
に
合
は
ぬ
考 

慮
は
行
ふ
な
。
友
と
は
親
し
め
、
さ
り
な
が 

ら
か
ま
へ
て
押
れ
る
な
。
試
験
済
の
友
達
は 

逃
が
さ
ぬ
や
う
に
鐡
籒
を
は
め
て
お
け
（
略
）

財
布
が
許
す
な
ら
ば
身
廻
り
に
は
金
目
を
吝 

む
な
、
異
様
の
好
み
は
す
な
。
立
派
は
可
し
、

華
美
は
わ
る
し
。
衣
装
は
数
々
人
を
表
す
、

別
け
て
フ
ラ
ン
ス
の
上
流
の
此
道
の
大
通
生 

粋
。
借
手
に
も
な
る
な
、
貸
手
に
も
な
る
な
。

（
略
）
最
後
に
、
最
も
大
切
な
る
訓
：
：
己 

れ
に
対
し
て
忠
実
な
れ
、
さ
す
れ
ば
夜
の
昼 

に
継
ぐ
が
如
く
他
人
に
対
し
て
も
忠
実
な
ら 

ん
。（
ポ
ロ
）
―
「
第
一
幕
第
三
場
」 

 

ま
だ
こ
こ
に
ゐ
る
の
か
、
レ
ヤ
ー
チ
ー
ズ 

？
（
ポ
ロ
）
―
「
第
一
幕
第
三
場
」 

そ
の
お
教
訓
を
、
妾
の
心
の
見
張
役
に
し
て
、

き
つ
と
其
通
り
に
守
り
ま
せ
う
。
し
た
が
兄 

上
き
つ
と
其
通
り
に
守
り
ま
せ
う
。
し
た
が 

兄
上
不
品
行
な
牧
師
た
ち
は
、
他
人
に
は
天 

へ
往
け
と
い
う
て
、
険
阻
な
荊
棘
路
を
教
へ 

て
お
き
、
自
身
は
放
埓
な
人
た
ち
同
様
、
お 

の
が
訓
へ
を
守
り
も
せ
ず
、
あ
だ
美
し
い
花 

の
咲
く
自
堕
落
な
道
を
通
る
と
や
ら
。
そ
の 

や
う
な
こ
と
を
な
さ
れ
ま
す
な
や
。（
オ
フ
）

―
「
第
一
幕
第
三
場
」 

 

do not dull thy palm
 

は S.Johnson

の
所
説
の
通
り
人 

毎
に
握
手
を
与
へ
て
、
自
分
の
掌 

を
鈍
感
に
す
る
な
と
い
ふ
意
味
。

（Pol

―Act.1. Scene3

） 
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わ
し
は
、
け
さ
或
る
下
役
か
ら
、
い

や
な
忠
告
を
受
け
た
寝
耳
に
水
の

忠
告
で
あ
つ
た
が
、
お
前
の
こ
の
ご

ろ
の
お
ち
こ
ん
で
い
る
様
子
と
思

ひ
合
せ
て
、
も
し
や
、
と
思
つ
た
。

（
ポ
ロ
）
―
「
二
」 

レ
ヤ
チ
ー
ズ
に
は
、
レ
ヤ
チ
ー
ズ
の

生
活
流
儀
が
あ
る
で
せ
う
。
時
代

も
、
か
は
つ
て
い
る
で
せ
う
。
レ
ヤ

チ
ー
ズ
は
自
由
に
や
つ
て
行
つ
て

い
い
の
で
す
。
た
だ
一
つ
、
わ
し
が

心
配
し
て
気
を
も
ん
で
い
る
の
だ

と
い
ふ
事
だ
け
を
、
知
つ
て
も
ら
へ

た
ら
い
い
の
で
す
。（
ポ
ロ
）
―
「
二
」 

二
十
三
に
も
な
つ
て
、
あ
れ
く
ら
い 

の
事
を
心
得
て
い
な
い
で
、
だ
う
す 

る
。
同
じ
年
齢
で
も
、
ハ
ム
レ
ツ
ト 

さ
ま
な
ど
に
較
べ
る
と
三
倍
も
大
人 

だ
。
レ
ヤ
チ
ー
ズ
は
此
の
親
爺
よ
り 

も
偉
く
な
る
子
で
す
。
で
も
、
あ
ん 

な
に
や
か
ま
し
く
、
こ
ま
ご
ま
云
つ 

て
や
る
の
は
、
わ
し
の
、
深
く
考
へ 

た
上
で
の
計
略
な
ん
だ
。（
ポ
ロ
）

―
「
二
」 

 

と
よ
り
不
埒
、
貸
す
事
も
な
ら
ん
。

餓
死
す
る
と
も
借
金
は
す
る
な
。

（
略
）
帰
る
時
に
は
、
た
し
か
な
学

友
を
選
ん
で
そ
の
者
に
、
充
分
の
会

費
を
手
渡
す
事
を
忘
れ
る
な
。
三
両

の
会
費
で
あ
つ
た
ら
、
五
両
。
五
両

の
会
費
で
あ
つ
た
ら
十
両
、
置
い
て

さ
つ
と
引
き
上
げ
る
の
が
、
い
い
男

で
す
。（
ポ
ロ
）
―
「
二
」 

聞
け
ば
此
中
か
ら
王
子
が
た
び
た
び
お
内
蜜 

に
て
そ
な
た
の
許
へ
入
ら
れ
げ
な
、
す
る
と 

其
方
が
何
の
斟
酌
も
な
う
甚
う
御
入
魂
に
し 

や
る
げ
な
：
若
し
も
定
な
ら
ば
、
気
つ
と
言 

う
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
其
方
は
俺
の
女
で 

あ
り
、
ま
た
ま
だ
嫁
入
り
せ
ぬ
身
で
も
あ
る 

と
い
ふ
こ
と
を
好
う
合
点
し
て
ゐ
や
ら
ぬ
や 

 

お
ぬ
し
も
、
最
前
か
ら
言
う
た
通
り
に
し
て
、

倅
の
内
情
を
ば
探
り
ゃ
れ
。
合
点
が
往
た
か
、

ど
う
ぢ
ゃ
？
（
ポ
ロ
）
―
「
第
二
幕
第
一
場
」

好
き
な
音
色
を
ば
出
さ
せ
た
が
よ
い
ぞ
。（
ポ

ロ
）
―
「
第
二
幕
第
一
場
」 

   

茲
に
も
亦Elizabeth

朝
の
乙
女
振

り
が
描
か
れ
て
ゐ
る
。 

（Oph

―Act.1.Scene3

） 
   Laertes

はH
am

let

と
同
様
に 

高
等
教
育
を
受
け
て
、
立
派
に
出 

来
上
つ
た
一
個
の
紳
士
で
あ
る
。 

此
劇
の
登
場
人
物
と
し
て
彼
の
役 

目
は
か
な
り
に
重
要
で
あ
る
。
と 

い
ふ
の
はH

 am
let

に
対
す
るfoil

（
箔
）
役
で
あ
る
。
性
来
活
動
的 

な
青
年
と
し
て
、
彼
に
よ
く
嵌
つ 

て
ゐ
る
の
は
こ
の
対
比
的
の
引
立 

て
役
で
あ
る
。
彼
の
性
格
を
解
釈 

す

べ

き

鍵

が

茲

に

あ

る

。

（Act.1.Scene3

） 
Ply his m

usic

当
時
青
年
の
教
養 

上
最
も
普
通
な
科
目
の
一
つ
で
、 

同
時
に
彼
等
が
最
も
嫌
ひ
易
か
つ 

た
の
は m

usic

で
あ
る
。
従
つ
て 

活
動
性
の Laertes

、
も
ま
た
そ 

れ
を
厭
う
た
が
、 Polonius

は 

そ
れ
を
勉
強
さ
せ
て
置
く
事
が
彼 

彼
の
将
来
の
地
位
上
肝
心
で
あ
る 

と
考
へ
た
。
こ
の
一
言
を
最
後
に 

加
へ
た
の
は
こ
の
老
人
の
周
到
な 

思
慮
の
発
露
で
あ
る
。 

（Pol

―Act.2.Scene1

） 
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そ
ん
な
に
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
の
誠
実

を
侮
辱
な
さ
る
ん
だ
つ
た
ら
申
し

上
げ
ま
す
。
本
当
に
、
平
気
で
お
聞

き
流
し
願
ひ
ま
す
。
つ
ま
ら
な
い
、

と
る
に
も
足
ら
ぬ
噂
で
す
。（
ホ
レ
） 

そ
れ
ど
こ
ろ
ぢ
や
な
い
ん
だ
。
嘆
き

が
め
ら
め
ら
燃
え
出
し
た
よ
。（
ハ

ム
）
―
「
三
」 

 

寒
い
で
す
ね
え
、
こ
ち
ら
は
。（
略
）

こ
ち
ら
は
、
毎
晩
こ
ん
な
に
寒
い
の 

で
す
か
？
（
ホ
レ
）
―
「
三
」 

い
や
、
今
夜
は
こ
れ
で
も
暖
い
は
う

だ
よ
。
一
時
は
、
寒
か
つ
た
が
ね
え
。

こ
れ
か
ら
は
暖
か
く
な
る
一
方
だ
。

も
う
、
デ
ン
マ
ー
ク
も
、
や
が
て
春

さ
。（
ハ
ム
）
―
「
三
」 

オ
フ
イ
リ
ヤ
、
お
前
た
ち
の
恋
愛
は 

卑
怯
だ
ね
。
少
し
も
無
邪
気
な
と
こ 

ろ
が
無
い
。
濁
つ
て
ゐ
る
。
な
ぜ
、 

わ
し
た
ち
に
そ
ん
に
隠
さ
ね
ば
な
ら 

な
か
つ
た
の
か
。
相
手
の
お
方
の
態 

度
も
見
上
げ
た
も
の
さ
。
て
ん
と
し 

て
喪
服
な
ぞ
を
お
召
し
に
な
つ
て
、 

ご
自
身
の
不
義
は
棚
に
あ
げ
、
か
へ 

つ
て
王
や
王
妃
に
、
い
や
味
を
お
つ 

し
や
る
。
い
ま
の
若
い
者
の
恋
愛
と 

は
、
そ
ん
な
も
の
か
ね
え
。（
略
）
ク 

ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
さ
ま
だ
つ
て
、
も
の
の 

わ
か
ら
ぬ
お
か
た
で
は
な
い
。（
略
）

お
前
は
、
ク
イ
ー
ン
の
冠
を
取
り
そ 

こ
ね
た
。（
ポ
ロ
）
―
「
二
」 

   

彼
の
物
は
、
今
宵
も
ま
た
出
ま
し
た
か

な
？
（
マ
ー
）
―
「
第
一
幕
第
一
場
」 

先
の
王
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
亡
霊
現
れ
る
。「
第

一
幕
第
一
場
」 

救
世
主
の
御
降
誕
を
お
祝
ひ
申
す
季
節
と 

 

身
を
切
る
や
う
な
風
ぢ
ゃ
。
い
か
う
寒
い

の
。（
ハ
ム
）
―
「
第
一
幕
第
四
場
」 

さ
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
さ
ま
の
御
意
は
ぢ
ゃ
、

何
が
さ
て
、
ま
だ
お
年
は
若
し
、
婦
女
と
は 

ち
が
う
て
、
万
事
伸
縮
が
御
自
由
な
御
身
分 

ぢ
ゃ
と
思
や
所
詮
は
御
誓
言
を
真
に
受
け
や 

る
な
や
ぢ
ゃ
。
誓
言
と
い
ふ
も
の
は
、
人
を 

欺
さ
う
為
ば
か
り
に
奇
特
ら
し
う
経
文
を
さ 

へ
も
口
ず
さ
む
女
衒
を
宛
然
の
も
の
、
肚
と 

衣
と
は
雲
泥
の
不
貞
節
を
勧
め
る
仲
人
ぢ
ゃ 

。（
略
）
以
後
は
暫
時
た
り
と
も
ハ
ム
レ
ッ
ト

さ
ま
と
言
葉
を
交
し
乃
至
お
物
語
仕
る
こ
と 

罷
り
な
ら
ぬ
。（
ポ
ロ
）
―
「
第
一
幕
第
三
場
」

一
時
の
戯
に
そ
も
じ
を
疵
物
に
さ
っ
し
ゃ

ら
う
か
と
ば
か
り
思
ひ
込
ん
だ
の
は
、
お

の
れ
や
れ
、
邪
推
で
あ
つ
た
か
！
と
か
く

老
人
の
過
慮
と
若
い
者
の
無
分
別
。：
：
さ

ァ
さ
ァ
王
の
御
許
へ
参
ら
う
。
こ
り
ゃ
直

に
聞
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
。
恋
の
顛
末
を

申
し
た
な
ら
ば
、
お
憎
み
を
受
け
う
も
知

れ
ぬ
が
、
隠
し
て
お
い
た
な
ら
、
尚
一
段

の
お
哀
し
み
と
も
な
ら
う
。（
ポ
ロ
）
―
「
第

二
幕
第
二
場
」 

う
ぢ
ゃ
ぞ
よ
。（
ポ
ロ
）
―
「
第
一
幕
第
三

場
」 

こ
の
開
幕
の
冒
頭
か
ら
彼
を
囚
へ 

て
ゐ
る
の
がGhost

第
三
出
現
直 

前
空
気
。（Act,1,Scene1

） 

こ
のSpirituality

並
にobjectivi 

ty

と
い
ふ
二
ヶ
條
の
報
告
を
第
一 

dear

は
愛
と
憎
し
み
喜
び
と
悲

し
み
何
れ
に
せ
よ
、
人
の
一
身
的

利
害
休
戚
に
直
接
影
響
の
あ
る

事
柄
一
切
に
使
は
れ
た
形
容
詞

で
あ
る
。（
略
）
悪
魔
と
天
上
で

相
合
す
る
の
は
人
間
に
と
つ
て

は
あ
る
ま
じ
き
事
の
最
上
で
あ

る
。
し
か
し
其
方
が
寧
ろ
ま
し
ぢ

や
、
あ
の
葬
式
兼
結
婚
の
悪
日
に

会
ふ
よ
り
は
と
い
ふH

am
let

の

憤
慨
を
味
へ
。 

(H
am

―Act,1,Scene2

） 

 The better to beguile

世
間
知 

ず
の
女
子
供
を
だ
ま
し
て
陥
れ
る 

と
方
便
と
い
ふ
意
味
。 

（Pol

―Act.1.Scene2

） 
this

（letter

）H
am

let

の
第
一 

恋
文
で
あ
ら
う
か
、
少
な
く
と
も 

彼
の
手
紙
を
突
返
せ
と
い
ふ
其
父 

の
言
付
以
前
に
、
彼
女
が
受
取
つ 

た
手
紙
の
一
つ
で
あ
る
。（Pol

―

Act.2.Scene2

） 
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先
王
の
幽
霊
が
毎
晩
あ
ら
は
れ
え
て
、

か
た
き
を
と
つ
て
く
れ
つ
て
頼
む
ん 

だ
さ
う
で
す
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
、 

あ
な
た
に
。（
ホ
レ
）
―
「
三
」 

我
輩
は
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
に
此
の
さ
れ 

た
、
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
は
わ
が
妃
に
恋 

慕
し
、
―
（
ホ
レ
）
―
「
三
」 

妃
を
横
取
り
、
王
位
も
共
に
得
ん
と 

 

僕
も
、
い
ま
の
王
さ
ま
を
好
き
な
の 

で
す
。
文
化
人
で
い
ら
つ
し
や
る
。 

情
の
厚
い
お
方
だ
と
思
ふ
。（
ホ
レ
）

―
「
三
」 

あ
の
人
た
ち
は
、
も
う
と
し
を
と
つ 

て
ゐ
る
し
、
ま
あ
茶
飲
友
達
で
も
作 

る
や
う
な
気
持
で
結
婚
し
た
ん
だ
ら 

う
が
、
僕
に
は
や
つ
ぱ
り
何
だ
か
、 

て
れ
く
さ
い
な
。
で
も
僕
は
、
そ
ん 

な
事
は
、
あ
ま
り
深
く
考
へ
な
い
や 

う
に
し
て
い
る
ん
だ
。
仕
様
が
な
い 

ぢ
や
な
い
か
。
人
の
子
と
し
て
、
あ 

れ
こ
れ
親
の
事
を
下
劣
に
詮
索
す
る 

の
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
悪
徳
だ
。
そ 

ん
な
下
等
の
子
は
、
人
間
の
仲
間
入 

り
出
来
な
い
。（
ハ
ム
）
―
「
三
」 

僕
は
、
や
つ
ぱ
り
叔
父
さ
ん
を
、
た

よ
り
に
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

ん
だ
か
ら
ね
。
い
い
叔
父
さ
ん
だ

よ
。
気
が
弱
い
ん
だ
。（
ハ
ム
）
―

「
三
」 

だ
け
ど
叔
父
さ
ん
は
、
悪
い
人
ぢ
や 

な
い
。
そ
れ
だ
け
は
、
た
し
か
だ
。 

小
さ
い
策
士
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、

決
し
て
大
き
い
悪
党
ぢ
や
な
い
。（
ハ

ム
）
―
「
三
」 

 

―
「
三
」 

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
噂
は
、
こ
の

ご
ろ
エ
ル
シ
ノ
ア
王
城
に
幽
霊
が

出
る
と
い
ふ
、
―
（
ホ
レ
）
―
「
三
」 

そ
れ
は
、
ど
ん
な
幽
霊
な
ん
だ
い
？

少
し
気
に
な
つ
て
来
た
（
ハ
ム
）
―

「
三
」 

 

返
答
は
仕
ら
ず
、
尤
も
、
一
た
び
は
頭
を 

擡
げ
て
何
か
言
ひ
た
げ
に
も
相
る
見
え
ま 

し
た
が
、
折
か
ら
啼
き
出
す
鶏
の
声
に
戦 

き
縮
ん
で
消
え
失
せ
ま
し
た
。（
ホ
レ
）
― 

「
第
一
幕
第
二
場
」 

ど
こ
へ
予
を
つ
れ
て
ゆ
く
の
ぢ
ゃ
。
答
へ 

い
わ
し
は
も
う
行
か
ぬ
ぞ
。（
ハ
ム
）
―
「 

第
一
幕
第
五
場
」 

  

貞
操
無
二
と
も
見
え
た
り
し
わ
が
妃
を
説
き 

惑
は
し
、
遂
に
恥
づ
べ
き
邪
淫
を
げ
た
り
！ 

（
亡
）
―
「
第
一
幕
第
五
場
」 

 

父
上
の
亡
霊
が
甲
冑
姿
で
！
不
詳
の
前

表
。
で
は
隠
れ
た
悪
行
が
あ
る
の
ぢ
ゃ
な
。

（
略
）
悪
事
は
や
が
て
露
は
れ
よ
う
ぞ
、

た
と
ひ
大
地
が
人
の
目
を
遮
る
と
も
。（
ハ

ム
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」 

と
く
其
仔
細
を
お
語
り
あ
れ
。
刹
那
に
千
里 

を
走
る
と
い
ふ
恋
の
思
ひ
の
翼
よ
り
も
黙
想 

の
羽
が
ひ
よ
り
も
、
尚
と
く
飛
翔
り
て
復
讐 

せ
ん
。（
ハ
ム
）
―
「
第
一
幕 
第
五
場
」 

な
れ
ば
、
お
威
徳
の
あ
ら
た
か
さ
に
、
暁

告
鳥
は
夜
す
が
ら
唄
ひ
、
亡
者
も
畏
れ
て

出
歩
か
ず
、
真
夜
中
も
無
事
息
災
、
星
や

変
化
も
魔
を
使
ふ
婆
も
其
通
力
を
失
ふ
と

や
ら
。（
マ
ー
）
―
「
第
一
幕
第
一
場
」 

御
前
、
昨
夜
正
に
お
目
に
か
か
つ
た
や
う

に
存
じ
ま
す
る
。（
略
）
御
父
君
に
。（
ホ

レ
）
―
「
第
一
幕
第
二
場
」 

わ
れ
こ
そ
は
汝
が
父
の
亡
霊
な
れ
。（
亡
）
―

「
第
一
幕
第
五
場
」 

 

こ
れ
は
妻
女
の
自
堕
落
に
対
し
て
「

あ
ら
ゆ
る
が
感
ず
る
人
間
的
の
憤 

り
で
あ
る
。 

(Ghost

―Act.1.scene5

） 

こ
のGhost

の
意
識
に
於
て
も
ま 

た
、
生
命
以
上
、
王
冠
以
上
に
大 

事
で
あ
つ
た
の
は
そ
の
妻
女
で 

あ
る
。
原
作
者
の
意
匠
に
於
て
此 

茲
に
現
わ
れ
て
ゐ
る
の
が
彼
の
表 

現
力
の
自
由
自
在
な
使
ひ
わ
け
、 

並
に
そ
れ
を
通
じ
て
彼
が
振
ひ
得 

た
人
心
収
攬
力
の
臨
機
応
変
振
り 

で
あ
る
。（King

―Act.1.Scene 
2

） 

H
am

let

の
知
力
の
発
露
と
し
て
、

天
晴
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
知 

力
を
刺
激
し
て
か
や
う
に
働
か
せ 

せ
た
の
は
彼
の
情
熱
で
あ
る
。
父 

の
急
死
を
悼
み
、
母
の
再
婚
を
憎 

み
、
ま
た
叔
父
の
即
位
を
憤
つ
た 

情
熱
で
あ
る
。
（H

am
―Act1 

Scene2

） 

し
か
し
其
処
に
に
じ
み
出
て
ゐ
る 

の
は H

am
let

の
胸
底
に
わ
き
上 

つ
て
ゐ
た
夫
婦
愛
の
不
純
化
に
対 

す
る
憤
慨
心
で
あ
る
。
（H

am

―

Act.2.Scene2

） 

 

にyoung H
am

let

へ
齊
さ
う
と
す

る
の
はH

oratuo

等
三
人
の
士
が

こ
の
皇
太
子
を
敬
慕
し
か
つ
信
頼

し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。（H

or

―

Act.1 Scene1

） 
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ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
、
僕
は
今
夜
、
も
つ 

と
大
事
な
秘
密
も
君
に
聞
ひ
て
も
ら 

ひ
た
い
と
思
つ
て
い
た
ん
だ
け
ど
ね
、

も
少
し
つ
き
合
つ
て
呉
れ
な
い
か
？

今
の
噂
に
就
い
て
も
、
も
つ
と
話
し 

 

ハ
ム
レ
ツ
ト
王
家
の
者
、
お
父
さ
ん 

も
、
叔
父
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
僕
も
、

ま
る
つ
き
り
根
拠
の
無
い
事
で
、
そ 

ん
な
に
民
に
嘲
弄
さ
れ
て
い
る
の
は
、

僕
と
し
て
我
慢
が
出
来
ん
。（
略
）
叔 

父
さ
ん
も
、
可
哀
そ
う
に
。
せ
つ
か 

く
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ 

な
の
に
、
そ
ん
な
噂
を
立
て
ら
れ
ち 

や
、
台
無
し
だ
。
ひ
ど
過
ぎ
る
。
不 

愉
快
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
三
」 

僕
の
父
が
、
幽
霊
に
な
つ
て
そ
ん
な
、

不
潔
な
無
智
な
事
を
お
つ
し
や
る
や 

う
な
お
方
だ
と
思
つ
て
い
る
の
か
。 

わ
あ
、
何
も
か
も
馬
鹿
げ
て
い
る
。（
ハ

ム
）
―
「
三
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
は
、
恐
怖
や
ら
疑 

心
や
ら
苦
悶
や
ら
で
と
う
と
う
御
乱 

心
あ
そ
ば
さ
れ
た
と
い
ふ
根
も
葉
も 

無
い
話
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
ホ
レ
）
―

「
三
」 

 

し
て
、
我
輩
の
昼
寝
の
折
に
、
油
断 

を
見
す
ま
し
忍
び
寄
り
、
わ
が
耳
に 

注
ぎ
入
れ
た
る
大
毒
薬
、
と
い
ふ
わ 

け
な
ん
で
す
が
ね
、
念
が
い
つ
て
い 

る
で
せ
う
？
や
よ
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
、 

汝
孝
行
の
心
あ
ら
ば
此
う
ら
み
、
ゆ 

め
ゆ
め
忍
ぶ
事
な
か
れ
、
と
。（
ホ
レ
）

―
「
三
」 

 

さ
て
改
め
て
い
ふ
ぞ
よ
、
御
身
ら
は
予
の
信 

友
で
も
あ
り
、
学
者
で
も
あ
り
、
武
人
で
も 

あ
る
に
よ
つ
て
、
予
の
只
一
つ
の
頼
み
を
ば 

聴
い
て
く
り
ゃ
れ
。（
ハ
ム
）
―
「
第
一
幕 

第
五
場
」 

 

お
お
さ
、
天
に
誓
う
た
ぞ
よ
！
：
：
あ
さ
ま 

し
き
非
道
の
女
性
！
：
：
た
ぐ
ひ
な
き
大
悪 

（
略
）：
：
面
に
笑
を
た
た
へ
な
が
ら
、
笑 

み
つ
つ
も
尚
か
く
の
如
き
大
悪
事
を
行
ふ
者 

世
に
あ
り
と
は
！
と
も
か
く
も
此
デ
ン
マ
ー 

ク
に
は
現
の
証
拠
が
：
：
ど
う
ぢ
ゃ
、
叔
父 

貴
、
ま
ッ
此
通
り
。（
ハ
ム
）
―
「
第
一
幕 

五
場
」 

最
前
の
幻
影
は
な
、
あ
り
ゃ
全
く
の
正
し 

い
精
霊
、
と
ば
か
り
い
う
て
お
く
。（
ハ
ム
）

―
「
第
一
幕
第
五
場
」 

 

お
心
が
悩
乱
し
て
我
等
の
弁
へ
も
あ
ら
せ
ら 

れ
ぬ
。（
ホ
レ
）
―
「
第
一
幕
第
五
場
」 

    

真
昼
過
に
、
予
園
内
に
眠
れ
る
折
か
ら
、 

油
断
を
見
す
ま
し
、
忍
び
よ
り
、
汝
の
叔
父 

が
小
瓶
よ
り
我
耳
に
注
ぎ
入
れ
し
大
毒
薬
の 

効
果
は
覿
面
、
水
銀
の
や
う
に
、
我
五
体
の 

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
血
管
を
走
り
伝
つ
て
血
汐 

に
触
る
る
や
譬
へ
ば
、
乳
汁
に
酢
の
滴
り
を 

注
ぐ
が
如
く
、
鮮
血
忽
ち
濁
り
こ
ご
つ
て
、

滑
ら
か
な
り
し
我
肌
を
見
る
見
る
掩
ふ
瘡
ぶ 

た
は
、
癩
病
や
み
を
さ
な
が
ら
の
、
目
も
あ 

ら
れ
ぬ
醜
さ
、
穢
さ
。（
亡
）
―
「
第
一
幕 

第
五
場
」 

汝
孝
子
の
心
あ
ら
ば
、
ゆ
め
此
怨
を
忍
ぶ 

勿
れ
。（
亡
）
―
「
第
一
幕
第
五
場
」 

 

即
ち
事
件
の
実
際
を
此
等
の
二
良 

友
に
打
明
け
た
く
と
も
、
ま
だ
打 

開
け
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
苦
心
の
壓
力 

で
あ
る
。 

（H
am

―Act.1.scene5

） 
 

但
し
彼
の
意
志
力
は
決
し
て
単
な 

る
意
地
張
り
で
は
な
い
、
そ
の
根 

底
に
は
一
つ
の
倫
理
的
確
信
が
あ 

つ
た
。(H

am

―Act.1.Scene2

） 
H

am
let

の
意
志
力
の
発
動
に
注 

目
せ
よ
。
毫
もGhost

に
対
す
る 

恐
怖
心
に
壓
迫
さ
れ
た
の
で
な
く
、

ま
た
そ
の
奇
怪
さ
に
打
た
れ
て
狼 

狽
し
た
の
で
も
な
く
、
た
だ
そ
の 

出
て
来
る
様
子
の
親
し
み
易
さ
が 

強
か
つ
た
の
で
、
そ
れ
に
引
附
け 

ら
れ
て
彼
の
胸
中
自
然
に
働
い
て 

来
た
の
が
彼
のwill

意
志
力
で
あ 

る
。（H

am

―Act.1.Scene4

） 

其
一
は
寧
ろ
字
義
的
な
も
の
で
、 

私
は
常
に
考
へ
て
ゐ
た
、
あ
な
た 

の
突
然
の
死
に
対
し
て
叔
父
が
何 

か
醜
悪
な
関
係
を
持
つ
て
ゐ
る 

ら
し
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。（
略
）

其
二
は
も
つ
と
微
妙
な
も
の
で
、 

私
は
平
常
叔
父
を
憎
ん
で
ゐ
た
が
、

今
漸
く
わ
か
つ
た
、
彼
は
あ
な
た 

の
殺
害
と
い
ふ
醜
悪
か
つ
悪
逆 

な
所
業
の
当
人
で
あ
つ
た
。 

(H
am

―Act.1.Scene5

） 

 

劇
は
権
力
争
奪
劇
で
な
な
い
、
純 

然
た
る
人
情
劇
で
あ
る
。
（Ghost

―Act.1.Sce ne5

） 
the[royal(bedD of enm

ark)] 

は
決
し
て
皇
室
の
み
に
於
け
る
夫 

婦
愛
を
い
ふ
の
で
は
な
い
。(Ghost

―act.1.Scene5

） 
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ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
、
わ
し
は
驚
ひ
た
よ
。

わ
か
つ
た
の
で
す
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
の
、

い
ら
い
ら
し
て
ゐ
る
わ
け
が
、
や
つ

と
、
わ
か
り
ま
し
た
。（
王
）
―
「
四
」

わ
し
は
い
ま
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
か
ら
開 

い
て
、
驚
ひ
た
の
で
す
。
ま
つ
た
く
、

思
ひ
も
寄
ら
ぬ
事
で
し
た
。
ポ
ロ
ー 

ニ
ヤ
ス
は
わ
し
に
、
辞
表
を
提
出
し 

ま
し
た
。
わ
し
は
、
と
に
か
く
一
応 

お
預
か
り
し
て
置
く
事
に
し
ま
し
た 

が
、
王
妃
、
お
ど
ろ
い
て
は
い
け
ま 

せ
ん
よ
。
落
ち
つ
い
て
聞
い
て
く
だ 

さ
い
。
困
つ
た
事
で
す
。
オ
フ
イ
リ 

ヤ
が
、
―
（
王
）
―
「
四
」 

オ
フ
イ
リ
ヤ
は
、
妊
娠
し
た
と
い
ふ 

の
で
す
。（
王
妃
）
―
「
四
」 

以
前
に
も
、
気
の
弱
い
、
ど
こ
か
、 

い
ぢ
け
た
と
こ
ろ
の
あ
る
子
で
し
た 

が
、
で
も
、
あ
れ
程
で
は
あ
り
ま
せ 

ん
で
し
た
。
気
が
む
く
と
、
と
て
も 

奇
抜
な
お
道
化
を
発
明
し
て
、
私
た 

ち
を
笑
は
せ
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。

た
い
へ
ん
無
邪
気
な
と
こ
ろ
も
あ
り 

ま
し
た
。（
王
妃
）
―
「
四
」 

先
王
が
、
お
な
く
な
り
に
な
つ
て
か 

ら
、
急
に
目
立
つ
て
い
け
な
く
な
り 

ま
し
た
。
そ
れ
に
私
が
、
ま
あ
、
み 

つ
と
も
な
い
事
で
す
が
、
此
デ
ン
マ 

ー
ク
の
為
と
あ
つ
て
、
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ 

ス
ど
の
と
、
名
目
ば
か
り
で
す
が
、 

夫
婦
と
な
つ
た
と
い
ふ
事
も
、
あ
の 

子
に
と
つ
て
は
意
外
な
事
件
で
、
よ 

つ
ぽ
ど
気
持
を
暗
く
さ
せ
た
の
で 

は
な
い
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。（
略
）

馬
鹿
な
子
で
す
よ
。
デ
ン
マ
ー
ク
国 

の
王
子
だ
と
い
ふ
、
自
覚
が
足
り
な 

い
と
思
ひ
ま
す
。
二
十
三
に
も
な
つ 

て
、
女
の
子
の
や
う
に
、
い
つ
ま
で
も
、

先
王
や
母
の
後
を
追
つ
て
い
ま
す
。

（
王
妃
）
―
「
四
」 

私
は
、
あ
の
子
の
事
に
就
い
て
は
、 

あ
の
子
の
、
右
足
の
小
指
の
黒
い
片 

端
爪
ま
で
知
り
抜
い
て
い
る
の
で
す
。

（
略
）
私
が
此
の
世
で
一
番
愛
し
て 

い
る
の
は
、
あ
の
子
で
す
。（
王
妃
）

―
「
四
」 

合
つ
て
み
た
い
し
、
そ
れ
か
ら
、
も 

一
つ
僕
に
は
苦
し
い
秘
密
が
あ
る
ん 

だ
よ
。（
ハ
ム
）
―
「
三
」 

 

な
れ
ば
こ
そ
ど
う
や
ら
嗅
ぎ
附
け
ま
し
た 

（
略
）
ハ
ム
レ
ッ
ト
さ
ま
御
喪
心
の
真
の
理 

由
を
。（
ポ
ロ
）
―
「
第
二
幕
第
二
場
」 

手
前
が
此
激
し
い
恋
の
羽
ば
た
き
を
見
ま
た 

折
：
：（
略
）
さ
て
王
子
は
発
破
け
ら
れ
て
：
：

手
取
早
う
申
し
ま
す
れ
ば
：
御
憂
鬱
に
な
ら 

せ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
し
て
御
断
食
、
そ
れ
か 

ら
し
て
御
不
眠
、
そ
れ
か
ら
し
て
御
衰
弱
、

そ
れ
か
ら
又
御
喪
心
、
と
つ
い
漸
々
と
募
ら 

せ
ら
れ
て
、
只
今
の
御
狂
乱
、
さ
て
さ
て
歎 

か
は
し
い
こ
と
で
ご
ざ
る
。（
ポ
ロ
）
―
「 

第
二
幕
第
二
場
」 

万
一
に
も
王
子
が
女
を
が
恋
は
せ
ら
れ
ず
ま 

た
お
心
も
狂
う
て
い
ら
せ
ら
れ
ぬ
や
う
で
ご 

ざ
ら
ば
、
手
前
が
職
を
罷
め
さ
せ
ら
ら
れ
水 

水
飲
百
姓
と
も
相
成
り
ま
せ
う
ず
（
ポ
ロ
） 

仄
に
は
お
聞
き
ゃ
ッ
つ
ら
う
が
、
打
つ
て
変 

っ
た
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
此
頃
、
外
な
る
人
も 

内
な
る
人
も
、
往
時
に
は
似
ぬ
変
り
や
う
ぢ 

や
。
か
や
う
に
我
興
を
も
忘
る
る
に
至
つ
た 

事
の
因
は
、
父
王
の
死
去
の
外
に
は
、
何
と 

し
て
も
思
ひ
及
ば
ぬ
。（
王
）
―
「
第
二
幕 

第
二
場
」 

覚
束
な
う
思
ひ
ま
す
る
。：
：
父
王
の
崩
御 

と
か
、
吾
等
の
早
ま
つ
た
婚
儀
と
か
、
恐
ら 

く
大
筋
の
事
に
過
ぎ
ま
す
ま
い
。（
妃
）
― 

「
第
二
幕
第
二
場
」 

 

こ
よ
ひ
見
た
こ
と
ど
も
を
、
か
ん
ま
へ
て
外 

す
ま
い
ぞ
。（
ハ
ム
）
―
「
第
一
幕
第
五
場
」

  

Ophelia

の 
so affrighted

も
、
ま
たH

am
let

が
失
恋
狂
で
あ
る
か
と
い
ふ
彼
女 

の
懸
念
も
、
供
にH

a m
let

の
か 

や
う
な
様
子
よ
り
推
察
し
て
の
事 

で
あ
る
。（Oph

―Act,2,Scene1

）

H
am

let

が
そ
の
理
性
に
よ
り
墜 

落
し
て
ゐ
る
と
原
因
が
万
が
一
に 

もth ere

＝his love of her

で
な 

け
れ
ば
そ
の
時
こ
そ
私
奴
は
：
： 

と
下
二
行
の
通
り
に
断
言
し
て
ゐ 

る
。（Pol

―Act,2,Scene2

） 
 Queen

のspeech

全
体
を
通
じ 

て H
am

let

に
対
す
る
代
名
詞
は 

thy,thine,thee 

で
あ
る
。
何
れ 

も
母
親
と
し
て
の
情
愛
の
表
は
れ 

で
、
唯
の
一
度
もyou

が
使
は
れ 

て
ゐ
な
い
。
（Queen

―Act,1, 
Scene2

） 
Queen

の
言
葉
に
溢
れ
て
ゐ
る
の 

は
極
め
て
真
実
か
つ
単
純
な
母
性 

愛
。(Que

―Act,1,Scene2

） 
H

am
let

の
若
さ
、
強
さ
、
屈
託 

な
さ
を
味
へ
。
（H

am

―Act,1 
Scene4

） 
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44 
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ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
、
あ
な
た
は
卑
怯 

で
す
。
あ
な
た
の
お
か
げ
で
、
わ
し 

の
一
家
は
滅
茶
滅
茶
で
す
。
わ
し
は 

田
舎
に
ひ
つ
こ
ん
で
貧
乏
な
百
姓
親 

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
も
、
お
と
し
を
と
ら

れ
た
や
う
で
す
ね
。
往
年
の
知
恵
者

も
、
僕
の
乱
心
な
ど
を
信
じ
る
や
う

ぢ
や
、
お
し
ま
ひ
だ
。（
ハ
ム
）
―

「
五
」 

寄
つ
て
た
か
つ
て
、
僕
を
本
物
の
気

違
ひ
に
し
や
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

で
は
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
、
あ
な
た
迄

が
、
あ
の
噂
を
本
当
に
全
部
、
信
じ

て
ゐ
る
の
で
す
ね
？
（
ハ
ム
）
―

「
五
」 

さ
う
い
ふ
出
方
を
な
さ
ら
う
と
は
、

智
慧
者
の
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
に
も
考

へ
及
ば
ぬ
事
で
し
た
。
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ

ス
も
、
お
言
葉
の
や
う
に
、
と
し
を

と
つ
た
も
の
と
見
へ
ま
す
。（
略
）

気
違
ひ
に
あ
つ
ち
や
、
か
な
は
な

い
。（
ポ
ロ
）
―
「
五
」 

 

あ
あ
、
び
つ
く
り
し
た
、
な
ん
だ
、
ポ

ロ
ー
ニ
ヤ
ス
ぢ
や
な
い
か
。（
ハ
ム
）

―
「
五
」 

オ
フ
イ
リ
ヤ
の
事
は
、
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ

ス
が
巧
み
に
処
理
し
て
く
れ
る
で

せ
う
し
、
わ
し
と
し
て
も
出
来
る
だ

け
の
事
は
、
し
て
あ
げ
る
つ
も
で
い

ま
す
。
わ
し
た
ち
に
任
せ
て
置
い
て

い
い
の
で
す
。（
略
）
決
し
て
悪
い

や
う
に
は
、
し
な
い
つ
も
り
で
す
。

（
王
）
―
「
四
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
姫 

を
迎
へ
る
事
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
す 

か
ら
。（
王
）
―
「
四
」 

悲
し
み
と
恋
が
倒
錯
し
た
の
だ
と
思

ひ
ま
す
。（
王
）
―
「
四
」 

 

 

狂
人
の
言
ふ
こ
と
な
が
ら
理
が
立
つ
て
ゐ

る
。（
ポ
ロ)

―
「
第
二
幕
第
二
場
」 

お
后
の
力
に
も
及
び
ま
せ
ず
ば
、
其
折
、
イ 

ギ
リ
ス
へ
な
り
、
ま
た
御
賢
慮
の
ま
に
ま
に
、

幽
閉
へ
な
り
、
お
移
し
あ
ら
せ
ら
れ
て
然
る 

べ
き
う
存
じ
ま
す
る
。（
ポ
ロ
）
―
「
第
三 

幕
第
二
場
」 

う
ん
、
よ
う
存
じ
て
を
る
。
魚
商
ぢ
や
（
ハ

ム
）
―
「
第
二
幕
第
二
場
」 

彼
れ
を
イ
ギ
リ
ス
へ
遣
す
べ
し
、
異
な
る
国

の
山
水
、
風
物
、
見
る
も
の
、
聞
く
も
の
が

珍
し
け
れ
ば
、
我
與
を
忘
れ
果
つ
る
ま
で
に

蟠
つ
た
悩
も
解
け
ん
。（
王
）
―
「
第
三
幕
第

一
場
」 

 

恋
ぢ
や
？
い
や
い
や
、
恋
で
は
な
い
わ
い
。

只
今
彼
れ
が
言
う
た
こ
と
は
、
聊
か
條
理
を 

欠
い
て
を
れ
ど
、
狂
人
の
や
う
で
も
な
い
。

何
か
心
中
に
鬱
々
と
孚
み
育
つ
る
も
の
が
あ 

る
わ
い
、
若
し
そ
れ
が
返
つ
た
な
ら
容
易
な 

ら
ぬ
こ
と
が
出
来
よ
う
。（
王
）
―
「
第
三
幕

第
一
場
」 

―
「
第
二
幕
第
二
場
」 

 

段
の
鄭
重
振
り
と
は
違
つ
て
手
の 

平
を
か
は
す
様
に
、H

am
let

が 

そ
の
気
違
ひ
振
り
を
見
せ
て
ゐ
る
。

(H
am

―Act,2,scene2

） 
 Do you know m

e?Polonius

がH
a m

let
を
気
違
扱
ひ
し
た

問
ひ
方
―
失
礼
千
万
な
問
ひ
方
。

こ
れ
に
対
し
て
む
か
つ
き
乍
ら
、

H
am

let

は
鮮
か
に
応
酬
し
た
。  

(H
am

―Act,2,scene2

） 

こ
の
奇
抜
な
逆
襲
を
う
け
て

Polonius

はH
am

let

愈
々
狂
せ

り
と
早
合
点
し
た 

(H
am

―Act,2,scene2) 
southerly

（
南
風
）
が
今
一
つ
の 

で
あ
る
。
こ
の
二
行
の
意
味
は
「 

僕
の
気
違
ひ
は
た
だ
一
つ
の
主
題 

に
対
す
る
時
だ
け
で
、
そ
の
他
の 

主
題
に
対
し
て
は
正
気
ぢ
や
ぞ
」 

で
あ
る
。
前
段
の
鄭
重
振
り
と
は 

違
つ
て
手
の
平
を
か
は
す
様
に
、

H
am

let

が
そ
の
気
違
ひ
振
り
を 

見
せ
て
ゐ
る
。 

(H
am

―Act,2,scene2

） 

 
こ
の
老
人
内
心
の
得
意
―
自
分

の
注
意
周
到
さ
と
そ
の
娘
の
従

順
さ
と
に
対
す
る
得
意
の
気
分

が
押
さ
へ
難
く
そ
の
語
気
に
表

は

れ

て

ゐ

る

。
（Pol

―

Act,2,Scene2

） 

新
王
は
ま
だH

am
let

に
対
し
て 

悪
意
を
持
つ
て
ゐ
な
い
、
た
だ
転 

地
療
養
に
よ
つ
て
彼
の
病
を
治
療 

し
て
や
ら
う
と
切
望
し
た
だ
け
で 

あ
る
。（King

―Act,3,Scene1

） 
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僕
は
、
と
に
か
く
、
あ
の
噂
の
根
源
を
、

突
き
と
め
て
み
た
い
。
何
か
、
あ
る
。

き
つ
と
、
あ
る
。
僕
に
は
、
そ
ん
な 

予
感
が
す
る
。
根
も
葉
も
無
い
噂
だ 

と
し
た
な
ら
、
僕
は
幸
福
だ
。
か
へ 

つ
て
、
そ
れ
を
機
会
に
、
あ
の
人
た 

ち
に
僕
の
日
頃
の
無
礼
を
素
直
に
詫 

び
て
釈
然
と
笑
ひ
合
う
事
が
出
来
る 

よ
う
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。（
ハ
ム
）

―
「
五
」 

 

僕
は
、
オ
フ
イ
リ
ヤ
を
愛
し
て
ゐ
ま 

す
。（
ハ
ム
）
―
「
五
」 

二
つ
の
問
題
が
、
異
様
に
か
ら
み
合 

つ
て
、
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
。
オ
フ
イ

リ
ヤ
ど
こ
ろ
で
は
無
い
、
と
い
ふ
の 

は
言
ひ
か
た
が
、
ま
ず
い
の
で
、
オ 

フ
イ
リ
ヤ
の
事
も
念
頭
よ
り
離
れ
ず
、

そ
れ
に
今
度
の
恐
ろ
し
い
疑
念
が
覆 

ひ
か
ぶ
さ
り
乱
雲
が
、
も
く
も
く
湧 

き
立
ち
、
流
れ
、
か
さ
な
り
、
僕
の 

乱
雲
が
、
も
く
も
く
湧
き
立
ち
、
流
れ
、

か
さ
な
り
、
僕
の
べ
は
、
本
当
に
、
一

睡
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
発
狂
し 

た
ら
、
い
つ
そ
気
楽
だ
。（
ハ
ム
）
―

「
五
」 

オ
フ
イ
リ
ヤ
は
、
僕
と
結
婚
し
ま
す
。

御
心
配
に
は
及
び
ま
せ
ん
。（
ハ
ム
）

―
「
五
」 

爺
と
し
て
余
生
を
送
ら
な
け
れ
ば
な 

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
レ
ヤ
ー
チ
ー 

ズ
も
、
可
哀
想
に
。
い
さ
ん
で
フ
ラ 

ン
ス
へ
出
か
け
て
い
つ
た
の
に
、
呼 

び
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
ひ
。 

あ
の
子
の
将
来
も
、
ま
つ
く
ら
闇
で 

す
。
そ
れ
か
ら
、
あ
の
、
―
（
ポ
ロ
）

―
「
五
」 

 

 

オ
フ
ィ
リ
ヤ
を
愛
す
る
此
心
の
深
さ
は
、 

四
万
人
の
実
の
兄
が
思
ふ
限
り
の
愛
を
以 

て
も
、
決
し
て
及
ぶ
こ
と
で
は
な
い
わ
。（ 

ハ
ム
）
―
「
第
五
幕
第
一
場
」 

  

業
因
果
に
や
、
神
ぞ
知
る
。（
ハ
ム
）
―
「 

第
二
幕
第
二
場
」 

          

二
通
り
の
解
釈
が
茲
に
可
能
で
あ 

る
。
其
一
は
寧
ろ
字
義
的
な
も
の 

で
、
私
は
常
に
考
へ
て
ゐ
た
、
あ 

な
た
の
突
然
の
死
に
対
し
て
叔
父 

が
何
か
醜
悪
な
関
係
を
持
つ
て
ゐ 

る
ら
し
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ 

の
第
一
義
の
主
要
要
素
は
憎
悪
と 

猜
疑
で
あ
る
。
其
二
は
も
つ
と
微 

妙
な
も
の
で
、
私
は
平
常
叔
父
を 

憎
ん
で
ゐ
た
が
、
今
漸
く
わ
か
つ 

た
、
彼
は
あ
な
た
の
殺
害
と
い
ふ 

醜
悪
か
つ
悪
逆
な
所
業
の
当
人
で 

あ
つ
た
。 

(H
am

―Act,1,Scene5) 

然
る
に
事
件
真
相
の
知
識
と
自
己 

使
命
の
自
覚
を
得
て
彼
が
こ
の
第 

二
独
白
に
於
て
天
地
に
呼
び
掛
け 

た
あ
と
、
自
ら
猛
省
し
て
発
し
た 

叫
び
が
こ
の 

  

こ
の
劇
第
一
幕
の
幕
落
ち
と
第
二

幕
幕
あ
き
と
の
間
に
は
約
二
ヶ
月 

の
間
間
隔
が
あ
る
。
こ
の
間
に
於 

け
るH

am
let

に
は
三
重
の
苦
が 

あ
つ
た
。
其
一
は
対Ophelia

当 

面
の
処
置
を
い
か
に
す
べ
き
か
と 

い
ふ
の
で
、
其
二
は
対
宮
廷
差
当 

つ
て
の
態
度
を
い
か
に
す
べ
き
か 

で
、
其
三
は
即
ち
自
己
胸
中
の
新 

使
命
観
を
い
か
に
具
体
的
に
立
証 

す
べ
き
か
と
い
ふ
の
で
あ
る
。 

(H
am

―Act,2,Scene2

） 
             



- 18 - 
 

                                                  

56 55 
            

54 
     

53 
    

52 
          

先
王
に
も
、
現
王
に
も
、
ま
た
ハ
ム 

レ
ツ
ト
に
も
、
み
ん
な
に
だ
ま
さ
れ 

て
ゐ
た
の
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
た 

め
、
と
い
ふ
言
葉
は
、
な
ん
だ
か
大 

き
い
崇
高
な
意
味
を
持
つ
て
い
る
や 

う
で
す
、
私
は
い
つ
で
も
、
デ
ン
マ 

ー
ク
の
た
め
と
ば
か
り
思
つ
て
、
く 

る
し
い
事
で
も
悲
し
い
事
で
も
怺
へ 

て
来
ま
し
た
。
神
さ
ま
か
ら
い
た
だ 

い
た
尊
ひ
お
仕
事
を
し
て
ゐ
る
の
だ 

と
い
ふ
誇
り
が
あ
つ
た
も
の
で
す
か 

ら
、
ず
ひ
ぶ
ん
淋
し
い
時
で
も
我
慢 

が
出
来
た
の
で
す
。（
王
妃
）
―
「
六
」

 

あ
の
芽
が
の
び
て
風
に
吹
か
れ
、
白 

い
葉
裏
を
つ
ら
つ
ら
見
せ
な
が
ら
そ 

よ
ぐ
頃
に
は
、
こ
の
辺
い
つ
ぱ
い
に 

様
々
の
草
花
も
咲
き
乱
れ
ま
す
、
金 

鳳
花
、
い
ら
く
さ
、
雛
菊
、
そ
れ
か 

ら
紫
蘭
、
あ
の
紫
蘭
の
花
の
こ
と
を
、

し
も
じ
も
の
者
た
ち
は
、
な
ん
と
呼 

ん
で
ゐ
る
か
、
オ
フ
イ
リ
ヤ
は
、
ご 

存
じ
か
な
？(

王
妃)

―
「
六
」 

で
も
、
男
の
ひ
と
の
居
る
前
で
は
気 

を
附
け
て
、
死
人
の
指
な
ぞ
と
い
ふ 

名
で
呼
ん
で
い
ま
す
の
。（
オ
フ
）
―

「
六
」 

忍
従
か
、
脱
走
か
、
正
々
堂
々
の
戦 

闘
か
、
あ
る
ひ
は
ま
た
、
い
つ
は
り 

の
妥
協
か
、
欺
瞞
か
、to be, or not 

to be

ど
つ
ち
が
い
い
の
か
、
僕
に
は
、

わ
か
ら
ん
。
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
く 

る
し
い
の
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
五
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
、
わ
し
は
悪
い
人 

間
で
す
ね
え
。
お
そ
ろ
し
い
事
を
考 

へ
て
い
ま
し
た
。
娘
の
幸
福
の
た
め 

に
は
、
王
を
さ
へ
裏
切
ら
う
と
す
る 

人
間
で
す
。（
ポ
ロ
）
―
「
五
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
、
あ
な
た
は
、
お 

若
い
。
あ
な
た
達
の
い
つ
し
や
る
事 

が
、
な
ん
だ
か
、
わ
し
に
は
信
用
で 

き
な
い
新
し
い
勇
気
、
と
お
つ
し
や 

る
け
れ
ど
、
勇
気
ば
か
り
で
、
も
の 

事
が
、
う
ま
く
行
く
も
の
で
は
あ
り 

ま
せ
ん
。（
ポ
ロ
）
―
「
五
」 

   

お
お
！
わ
し
は
徒
の
戯
歌
作
者
ぢ
や
。
か
う 

い
ふ
折
に
浮
か
か
れ
い
で
何
と
し
よ
う
ぞ
？ 

あ
れ
御
覧
ぜ
、
母
上
の
嬉
し
さ
う
な
顔
附
、

父
上
が
な
う
な
つ
て
か
ら
、
恰
も
二
時
間 

ぢ
や
。（
ハ
ム
）
―
「
第
三
幕
第
二
場
」 

そ
な
た
の
語
で
初
め
て
見
た
此
魂
の
む
く 

ろ
し
さ
。
何
ぼ
う
し
て
も
落
ち
ぬ
程
に
、
黒 

々
を
沁
込
ん
だ
心
の
穢
れ
！
（
妃
）
―
「 

第
三
幕
第
四
場
」 

 

こ
れ
を
ば
安
息
日
の
恵
の
草
と
も
い
ふ
ぞ 

や
。
お
お
、
着
け
方
は
更
へ
て
ぢ
や
。
こ
れ 

か
ら
こ
れ
が
雛
菊
。（
オ
フ
）
―
「
第
四
幕 

第
五
場
」 

斜
に
生
ふ
る
青
柳
が
、
白
い
葉
裏
を
ば
河
水 

の
鏡
に
映
す
岸
近
う
、
雛
菊
、
い
ら
ぐ
さ
、

毛
莨
：
：
淫
な
る
農
夫
は
汚
ら
は
し
い
名
で 

呼
べ
ど
、
清
浄
な
乙
女
ら
は
死
人
の
指
と
呼 

ん
で
を
る
：
：
芝
蘭
の
花
で
製
へ
た
花
鬘
を 

ば
手
に
持
つ
て
、
狂
ひ
あ
こ
が
れ
つ
つ
来
や 

つ
た
げ
な
が
、（
妃
）
―
「
第
四
幕
第
七
場
」

  

世
に
在
る
、
世
に
在
ら
ぬ
、
そ
れ
が
疑
問
ぢ 

や
残
忍
な
運
命
の
矢
や
石
投
を
、
只
管
堪
へ 

忍
ん
で
を
る
が
男
子
の
本
意
か
、
或
は
海
な 

す
艱
難
を
迎
へ
撃
つ
て
、
戦
う
て
根
を
絶
つ 

が
大
丈
夫
の
志
か
？
（
ハ
ム
）
―
「
第
三
幕 

第
一
場
」 

 
さ
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
さ
ま
の
御
衣
は
ぢ
や
、

何
が
さ
て
、
ま
だ
お
年
は
若
し
、
婦
女
と
は 

ち
が
う
て
、
万
事
伸
縮
が
御
自
由
な
御
身 

分
ぢ
や
と
思
や
。（
ポ
ロ
）
―
「
第
一
幕
第 

二
場
」 

      

彼
女
自
身
は
元
来
皇
族
で
、
先
王 

没
後
も
な
ほ
女
王
で
あ
つ
た
。
従 

つ
て
、
軍
国
多
事
の
際
、
彼
女
は 

依
然
と
し
て
責
任
分
担
の
当
事 

者
で
あ
つ
た
。
（Queen

―Act,1, 
Scene2

） 
 

此
行
に
於
け
る
草
花
の
順
序
は 

 crow-flowers

（
金
鳳
花
）
、ne 
ttles

（
イ
ラ
ク
サ
）、daisies

（ 

雛
菊
）、
並
にlong purples

（ 

紫
蘭
）
で
あ
る
が
、G.Farren

に 

に
よ
れ
ば
、
此
等
四
つ
の
一
つ
一
つ

と
又
そ
の
順
序
と
に
意
味
が
あ
る 

と
い
ふ
。 

（Queen

―Act,4Scene7

） 
  To be,or not to be

此
行
を
私
は
、

「
ど
つ
ち
だ
ら
う
か
、
―
さ
あ
そ 

こ
が
問
題
だ
」
と
訳
す
る
。 

(H
am

―Act,3,Scene1

） 
  I am

 sorry.

はPolonius

の
偽
り 

な
き
告
白
。
彼
は
そ
の
性
根
に
於 

て
善
人
で
あ
る
。 

（Pol

―Act,2, Scene1

） 
 

高
等
批
判
能
力
の
発
達
し
た
青
年 

に
共
通
な
強
味
の
表
現
で
あ
る
。 

（H
am

―Act,2,Scene2

） 
     H

old,hold,m
y he Art

で
あ
る
。

（H
am

―Act,1, Scene5

） 
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あ
な
た
も
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
の
影
響
を 

受
け
た
の
で
せ
う
。
第
一
の
高
弟
と 

で
も
い
ふ
と
こ
ろ
で
せ
う
か
。
ホ
レ 

ー
シ
ヨ
ー
だ
け
か
と
思
つ
た
ら
、
あ 

な
た
も
、
な
か
な
か
優
秀
な
お
弟
子 

さ
ん
の
や
う
で
す
。（
王
妃
）
―
「
六
」

こ
の
ご
ろ
あ
ち
こ
こ
ち
に
ハ
ム
レ
ツ 

ト
の
お
弟
子
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
さ 

う
で
す
ね
。
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
は
、
あ 

れ
は
前
か
ら
ハ
ム
レ
ツ
ト
に
夢
中
で
、

口
の
曲
げ
か
た
ま
で
ハ
ム
レ
ツ
ト
の

真
似
を
し
て
ゐ
た
の
で
す
が
、
こ
の 

あ
な
た
が
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
を
拒
み
得 

な
か
つ
た
の
も
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
の
身 

分
の
せ
い
で
す
。
王
妃
の
大
事
な
子 

供
だ
か
ら
、
あ
た
し
も
大
事
に
し
や 

う
と
思
ひ
ま
し
た
等
と
い
ふ
突
飛
な 

意
見
は
、
私
ひ
と
り
は
笑
つ
て
聞
き 

流
し
て
あ
げ
ま
す
が
、
他
の
ひ
と
に 

そ
ん
な
事
を
云
つ
た
ら
、
あ
な
た
は 

白
痴
か
気
違
ひ
扱
ひ
に
さ
れ
て
し
ま 

い
ま
す
。（
略
）
あ
な
た
達
は
、
自 

分
の
俗
な
野
心
を
無
邪
気
な
甘
へ
た 

云
ひ
方
で
、
巧
み
に
塗
り
か
へ
る
か 

ら
油
断
が
な
り
ま
せ
ん
。
う
つ
か
り
、

だ
ま
さ
れ
ま
す
。（
王
妃
）
―
「
六
」 

わ
た
し
は
兄
を
、
決
し
て
き
ら
ひ
で 

は
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
で
も
、 

兄
に
何
で
も
打
ち
明
け
て
語
ら
う
と 

い
ふ
親
し
い
気
持
ち
は
起
こ
り
ま
せ 

ん
。
父
に
対
し
て
も
同
じ
事
で
ご
ざ 

い
ま
す
。（
略
）
肉
親
に
、
し
た
し
み 

を
感
じ
な
い
で
、
か
へ
つ
て
、
―
（ 

オ
フ
）
―
「
六
」 

せ
め
て
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
だ
け
で
も
、 

し
つ
か
り
し
て
ゐ
て
く
れ
る
と
い
い 

の
で
す
け
れ
ど
、
あ
の
子
は
、
あ
な 

た
の
事
で
半
狂
乱
の
様
子
で
す
し
、 

他
の
人
だ
つ
て
、
自
分
の
地
位
や
面 

目
の
事
ば
か
り
心
配
し
て
、
あ
ち
こ 

ち
走
り
廻
つ
て
ゐ
る
や
う
な
具
合
で 

す
か
ら
、
ち
つ
と
も
頼
り
に
な
り
ま 

せ
ん
。（
王
妃
）
―
「
六
」 

か
ら
だ
の
具
合
も
、
さ
い
は
い
今
朝 

か
ら
、
こ
ん
な
に
す
つ
き
り
し
て
来 

ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
い
じ
け 

ず
に
、
昔
の
と
ほ
り
に
お
転
婆
な
オ
フ

イ
リ
ヤ
に
な
る
の
で
す
。（
オ
フ
）
―

「
六
」 

彼
れ
を
手
放
し
て
お
く
は
如
何
に
し
て
も
危 

い
。
さ
り
と
て
分
別
な
き
愚
民
ら
が
深
く
彼 

れ
を
愛
し
て
を
れ
ば
、
厳
し
ひ
刑
に
も
行
ひ 

が
た
い
。（
王
）
―
「
第
四
幕
第
三
場
」 

次
に
、
表
立
つ
て
罪
を
問
ひ
に
く
い
第
二
の 

仔
細
は
、
彼
れ
に
対
す
る
愚
民
等
の
愛
着
ぢ 

や
。（
王
）
―
「
第
四
幕
第
七
場
」 

和
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
妻
と
も
な
ら
せ
ま
す
日 

を
頼
う
で
ゐ
た
の
に
。（
妃
）
―
「
第
五
幕 

第
一
場
」 

 

な
う
、
オ
フ
ィ
リ
ヤ
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
心
が 

狂
う
た
の
は
和
女
の
標
致
ゆ
ゑ
で
あ
れ
か
し 

と
念
じ
ま
す
る
。
す
れ
ば
和
女
の
優
し
い
気 

立
が
彼
れ
を
正
気
に
す
る
縁
と
も
な
り
、
二

人
が
面
目
と
も
な
ら
う
ゆ
ゑ
に
。（
妃
）
― 

「
第
三
幕
第
一
場
」 

   

  To the noble m
ind, 

Ophelia

の
自
覚
を
見
よ
。
王 

Claudius

や
父Polonius

に
利 

用
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
ふ
事
に
彼 

女
自
身
は
全
く
無
意
識
で
あ
る
。 

（Oph

―Act,3, Scene1

） 
     

こ
の
場
合
に
於
け
るOphelia

の 

そ
の
兄
に
対
す
る
親
し
み
の
感
じ 

を
味
は
へ
。
こ
の
問
答
に
現
は
れ 

 

て
ゐ
る
の
は
彼
女
に
持
前
の
軽
妙

なsense of hum
or

で
あ
る
。

（Oph

―Act1,Scene3

） 
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こ
の
ご
ろ
僕
に
は
、
人
間
が
い
よ
い 

よ
可
哀
想
に
思
う
は
れ
て
仕
様
が
な 

い
ん
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
七
」 

 

あ
い
つ
は
、
本
当
に
正
直
な
男
だ
。 

自
分
の
感
情
を
、
ち
つ
と
も
加
工
し 

な
い
で
言
動
に
あ
ら
は
す
。
ど
ん
な
、

へ
ま
を
演
じ
て
も
何
だ
か
綺
麗
だ
。 

い
や
ら
し
い
と
こ
ろ
が
無
い
。
し
ん 

か
ら
謙
虚
な
、
あ
き
ら
め
を
知
つ
て 

ゐ
る
男
だ
。
そ
れ
に
較
べ
て
此
の
僕 

は
、
あ
あ
、
馬
鹿
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
七
」

ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
ど
の
な
ん
か
は
、
淡 

白
で
無
邪
気
で
、
本
当
に
青
年
ら
し 

い
単
純
な
夢
の
中
で
生
き
て
ゐ
ま
す
。

少
し
は
見
習
ひ
な
さ
い
よ
。
ホ
レ
ー 

シ
ヨ
ー
ど
の
は
、
ま
う
、
此
の
朗
読 

劇
の
底
の
魂
胆
を
忘
れ
て
し
ま
つ
た 

か
の
や
う
に
、
た
だ
た
だ
、
芝
居
す 

る
と
い
ふ
事
の
嬉
し
さ
に
浮
か
れ
、 

あ
ん
な
に
熱
心
に
稽
古
を
し
て
い
た 

ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
れ
で
い
い 

の
で
す
。（
ポ
ロ
）
―
「
七
」 

入
歯
の
お
ふ
く
ろ
が
、
横
恋
慕
さ
れ 

た
と
い
ふ
の
も
相
当
な
喜
劇
だ
。（
略
）

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
は
、
此
の
朗
読
劇
に
、

王
と
王
妃
を
招
待
し
て
、
劇
の
進
行 

中
に
お
二
人
が
、
ど
ん
な
顔
を
な
さ 

る
か
、
た
め
し
て
み
や
う
と
魂
胆
な 

の
だ
が
、
馬
鹿
な
事
を
考
へ
た
も
の 

だ
。（
ハ
ム
）
―
「
七
」 

で
も
、
オ
フ
イ
リ
ヤ
の
事
な
ら
、
ま 

う
御
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
あ
た
し
は
、

ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
の
お
子
を
育
て
ま 

す
。（
オ
フ
）
―
「
六
」 

ご
ろ
は
ま
た
、
わ
か
い
女
の
お
弟
子 

も
出
来
た
さ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
ま 

た
、
た
だ
い
ま
は
、
お
じ
い
さ
ん
の 

お
弟
子
も
出
来
た
や
う
で
す
。（
王
）

―
「
八
」 

 

人
間
は
、
ま
、
何
た
る
造
化
の
妙
工
ぢ
ゃ
！ 

理
智
に
は
秀
で
、
能
力
に
は
限
り
が
な
い
！ 

風
姿
と
い
ひ
、
学
動
と
い
ひ
、
い
み
じ
う
も 

あ
り
！
行
為
は
天
使
の
如
く
、
智
慧
は
神
に 

ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
、
お
ぬ
し
こ
そ
は
予
が
交
際 

う
た
人
の
中
の
真
の
君
子
ぢ
や
。（
ハ
ム
）
―

「
第
三
幕
第
二
場
」 

分
別
盛
り
の
お
年
齢
、
狂
ふ
血
は
鎮
ま
つ
て 

事
々
に
分
別
の
あ
る
べ
き
に
、
何
と
し
て
此 

像
か
ら
此
像
へ
お
心
が
移
つ
た
ぞ
？
情
欲
が 

あ
る
か
ら
は
、
感
覚
も
必
ず
あ
る
べ
き
に
、

其
感
覚
が
麻
痺
ま
し
た
か
？
（
ハ
ム
）
―
「 

第
三
幕
第
四
場
」 

明
日
の
晩
に
演
じ
て
ほ
し
い
。
事
に
よ
つ
た 

ら
、
十
二
行
乃
至
十
六
行
程
の
白
を
予
が
書 

下
し
て
挿
入
れ
よ
う
と
思
ふ
が
、
何
と
暗
誦 

え
て
お
く
り
ゃ
ら
う
か
の
？
（
ハ
ム
）
―
「 

第
二
幕
第
二
場
」 

今
宵
、
王
の
前
で
、
演
劇
を
催
す
筈
、
其
一 

場
面
は
、
我
父
の
最
期
の
様
に
よ
う
似
て
を 

る
。
幕
が
開
い
た
ら
、
魂
を
凝
し
、
叔
父
者 

の
様
子
を
窺
つ
て
た
も
れ
、（
ハ
ム
）
―
「 

第
三
幕
第
二
場
」 

す
り
や
、
そ
れ
が
為
に
、
む
ざ
む
ざ
大
切
な 

父
を
失
ひ
、
剰
へ
妹
ま
で
狂
人
に
し
て
の
け 

た
か
！
（
レ
ヤ
）
―
「
第
四
幕
第
七
場
」 

        

 

以
上
の
一
段
に
よ
つ
て
、H

am
let

とH
oratio

と
が
そ
の
性
格
に
於 

て
正
反
対
で
あ
る
事
が
わ
か
る
。 

（H
am

―Act3,Scene2
） 
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と
に
か
く
あ
の
芝
居
は
、
い
や
、
朗 

読
劇
か
、
と
に
か
く
あ
の
、
く
だ
ら 

な
い
朗
読
劇
は
、
君
の
発
案
で
は
じ 

め
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
わ
し
に
は
、

君
は
陰
険
で
す
。
そ
れ
も
、
つ
ま
ら 

ぬ
小
細
工
ば
か
り
弄
し
て
、
男
ら
し 

い
乾
坤
一
擲
の
大
陰
謀
な
ど
は
、
ま 

る
で
出
来
な
い
。
ポ
ロ
―
ニ
ヤ
ス
、 

少
し
は
恥
ず
か
し
く
思
ひ
な
さ
い
。 

あ
ん
な
、
嘴
の
青
ひ
、
ハ
ム
レ
ツ
ト 

だ
の
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
だ
の
と
一
緒
に 

な
つ
て
、
歯
の
浮
く
や
う
な
、
き
ざ 

な
文
句
を
読
み
あ
げ
て
、
い
つ
た
い 

君
は
だ
う
し
た
の
で
す
。
何
が
朗
読 

劇
だ
。（
王
）
―
「
八
」 

ち
つ
と
も
怒
る
事
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

面
白
い
ぢ
や
な
い
か
。
ま
だ
此
の
続 

き
も
あ
る
や
う
で
す
。（
王)

―
「
七
」

さ
あ
、
ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
、
そ
れ
で
は
、

わ
し
も
一
緒
に
失
礼
し
ま
せ
う
。 

い
や
、
な
か
な
か
面
白
ま
つ
た
。（
王
）

―
「
七
」 

よ
し
て
下
さ
い
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
、
い 

い
加
減
に
、
お
よ
し
な
さ
い
。
こ
れ 

は
一
体
、
誰
の
猿
智
慧
な
ん
で
す
？ 

ば
か
ば
か
し
く
て
見
て
居
れ
ま
せ
ん
。

だ
う
せ
、
い
や
が
ら
せ
を
な
さ
る
積 

も
り
な
ら
、
ま
少
し
気
の
き
い
た
事 

を
や
つ
て
下
さ
い
。
あ
な
か
が
た
は 

卑
怯
で
す
。
陋
劣
で
す
。
私
は
、
お 

さ
き
に
失
礼
し
ま
す
。
な
ん
だ
か
、 

吐
き
さ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
王
妃
）

―
「
七
」 

今
宵
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
あ
る
女
流
作 

家
の
傑
作
『
迎
へ
火
』
と
い
ふ
劇
詩 

を
演
出
し
て
御
覧
に
い
れ
ま
す
る
。

（
ポ
ロ
）
―
「
七
」 

 

放
し
飼
の
狂
犬
を
ば
、
早
う
鎖
に
繋
ぎ
た
い

わ
い
。（
王
）
―
「
第
三
幕
第
二
場
」 

お
奥
に
渡
ら
せ
ら
れ
ま
し
て
後
、
き
つ
う
御 

不
快
の
御
気
色
に
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
る
。（ 

ギ
ル
）
―
「
第
三
幕
第
二
場
」 

あ
れ
、
王
が
お
起
ち
遊
ば
す
！
（
オ
）
―
「 

第
三
幕
第
二
場
」 

何
ぢ
や
。
偽
の
火
を
怖
し
う
思
う
て
か
！
（ 

ハ
ム
）
―
「
第
三
幕
第
二
場
」 

俺
は
卑
怯
者
か
？
俺
を
悪
漢
と
呼
ぶ
の
は 

誰
ぢ
や
？
（
ハ
ム
）
―
「
第
二
幕
第
二
場
」 

妃
が
ち
と
言
過
は
す
ま
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

（
妃
）
―
「
第
三
幕
第
二
場
」 

御
母
君
御
諚
に
は
、
今
夕
の
御
挙
動
に
は
、

殊
の
外
御
驚
愕
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に 

ご
ざ
い
ま
す
。（
ロ
ー
）
―
「
第
三
幕
第
二
場
」

卿
よ
、
お
ぬ
し
は
、
む
か
し
、
大
学
で
演
劇 

を
演
た
と
か
お
言
や
つ
た
な
う
。（
ハ
ム
）
―

「
第
三
幕
第
二
場
」 

ヂ
ュ
リ
ヤ
ス
・
シ
ー
ザ
ー
を
演
じ
ま
し
て
神 

殿
で
殺
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
タ
ス
が
殺
し 

を
り
ま
し
た
。（
ポ
ロ
）
―
「
第
三
幕
第
二
場
」

彼
奴
は
王
位
を
奪
は
う
た
め
に
園
内
で
王
を 

毒
殺
し
を
る
。
王
は
ゴ
ン
ザ
ゴ
ー
と
い
ふ
て 

真
実
有
つ
た
話
ぢ
ゃ
、
巧
妙
な
イ
タ
リ
ー
語 

で
綴
つ
て
あ
る
。（
ハ
ム
）
―
「
第
三
幕
第 

二
場
」 

も
似
た
人
間
！
そ
の
人
間
が
、
予
に
取
つ
て 

は
、
只
の
塵
埃
ぢ
ゃ
。（
ハ
ム
）
―
「
第
二 

第
二
場
」 

 

あ
の
劇
中
劇
の
鼠
落
し
に
か
か
つ

て
以
来
、Claudius

がH
am

let

に
対
す
る
感
じ
は
一
転
し
て
恐
怖

と
な
つ
て
ゐ
る
。 

 

王
は
そ
の
突
然
の
退
場
の
の
註
釈

を
不
消
化
か
ら
の
眩
暈
に
あ
る
と

云
つ
た
が
、
王
の
こ
の
誤
魔
化
し
に

掛
か
か
ら
な
か
つ
た
の
が
唯 

H
am

let

とH
oratio

と
の
二
人
で

あ
る
。（H

am

―Act3,Sc ene2

） 
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さ
う
か
。
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
が
、
昨
夜 

か
ら
姿
を
見
せ
ぬ
か
。
そ
れ
は
少
し
、

へ
ん
だ
ね
。
で
も
、
ま
あ
、
た
い
し 

た
事
は
無
か
ら
う
。
大
人
に
は
、
お 

と
な
の
世
界
が
あ
る
ん
だ
。
見
え
透 

ひ
た
権
謀
術
算
を
、
見
破
ら
れ
て
ゐ 

る
と
知
り
な
が
ら
も
、
仔
細
ら
し
い 

顔
つ
き
を
し
て
、
あ
つ
ち
で
ひ
そ
ひ 

ゆ
る
せ
。
殺
す
つ
も
り
は
無
か
つ
た 

が
、
つ
ひ
、
鞘
が
走
つ
て
、
突
き
刺 

し
た
。（
略
）
前
後
の
わ
き
ま
へ
も 

無
く
短
剣
引
き
抜
き
、
突
き
刺
し
た
。

ゆ
る
せ
、
君
の
言
葉
も
過
ぎ
た
の
だ
。

（
王
）
―
「
八
」 

あ
つ
！
誰
だ
！
そ
こ
に
立
つ
て
ゐ
る 

の
は
誰
だ
！
逃
げ
る
な
、
待
て
！
お 

お
、
ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
。（
王
）
―
「
八
」

ご
自
分
が
恋
し
て
い
ら
つ
し
や
る
と
、

人
も
皆
、
恋
し
て
ゐ
る
も
の
の
や
う 

に
見
え
る
ら
し
い
。
と
に
か
く
、
そ
の
、

嫉
妬
と
か
い
ふ
お
言
葉
だ
け
は
、
お 

返
し
申
し
上
げ
ま
す
。
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ 

ス
は
、
男
や
も
め
の
生
活
こ
そ
永
く 

致
し
て
ま
ひ
り
ま
し
た
が
、
不
面
目 

の
色
沙
汰
ば
か
り
は
致
し
ま
せ
ぬ
。 

王
さ
ま
こ
そ
、
へ
ん
な
嫉
妬
を
な
さ 

つ
て
居
ら
れ
る
。（
ポ
ロ
）
―
「
八
」 

ち
や
ん
と
わ
か
つ
て
い
ま
す
。
ハ
ム 

レ
ツ
ト
だ
つ
て
、
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
だ 

つ
て
、
も
つ
と
気
の
き
い
た
台
本
を 

択
び
ま
す
。
身
震
ひ
せ
ざ
る
を
得
な 

い
く
ら
ゐ
の
古
く
さ
い
台
本
は
、
君 

で
な
く
て
は
、
択
べ
ま
せ
ん
。
何
も 

か
も
、
君
の
仕
業
で
す
。（
王
）
―
「
八
」

若
い
者
を
そ
そ
の
か
し
、
飛
語
を
撒 

き
ち
ら
し
て
、
忠
誠
も
御
恩
報
じ
も 

な
い
も
の
だ
。
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
、
君 

の
罪
は
、
単
に
辞
職
く
ら
ゐ
で
は
、 

す
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。（
王
）
―
「
八
」 

死
体
は
如
何
な
さ
れ
ま
し
た
ぞ
？
（
ロ
ー
）

―
「
第
四
幕
第
二
場
」 

も
し
、
死
体
は
何
処
へ
お
か
く
し
な
さ
れ

ま
し
た
。
是
非
共
に
お
知
ら
せ
あ
つ
て
、

吾
々
と
共
に
王
の
御
前
へ
。（
ロ
ー
）
―
「
第

四
幕
第
二
場
」 

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
は
何
処
に
を
る
ぞ
？
（
王
）

―
「
第
四
幕
第
三
場
」 

あ
あ
、
も
し
、
わ
が
夫
、
世
に
も
怖
し
い

目
を
ば
見
ま
し
た
！
（
妃
）
―
「
第
四
幕

第
一
場
」 

浪
と
暴
風
と
が
闘
ふ
や
う
に
、
狂
ひ
騒
ぐ

狂
気
の
余
り
、
物
陰
に
何
者
か
動
く
を
見

つ
け
、
剣
を
抜
い
て
走
り
寄
り
、
鼠
々
！

と
い
ふ
ゃ
い
な
、
見
さ
か
ひ
も
な
い
乱
心

か
ら
、
帳
の
陰
の
老
人
を
突
殺
し
て
の
け

ま
し
た
。（
妃
）
―
「
第
四
幕
第
一
場
」 

何
の
値
打
も
な
い
岩
の
間
に
黄
金
の
脈
が

煌
く
や
う
に
、
狂
気
の
中
に
も
真
情
は
あ

る
と
見
え
、
殺
し
た
こ
と
を
歎
い
て
を
り

ま
す
。（
妃
）
―
「
第
四
幕
第
一
場
」 

ハ
ム
レ
ッ
ト
が
狂
気
の
余
り
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス 

を
殺
害
し
、
妃
の
居
間
よ
り
何
処
へ
か
引
行 

き
た
り
。（
王
）
―
「
第
四
幕
第
二
場
」 

  

例
へ
ばPolonius

一
件
に
於
て

も
自
己
の
所
業
の
大
義
名
分
は

こ
れ
を
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

あ
の
誤
殺
は
全
く
自
分
の
感
違

ひ
の
結
果
で
あ
つ
た
に
せ
よ
、
そ

の
行
為
の
責
任
は
十
分
に
自
ら

負
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（H

am

―

Act4,Sc ene4

） 
 As kill a king,

自
分
がrash

に

も
今
殺
し
た
の
はthe King

で

は
な
く
て
、Polonius
で
あ
つ
た

と
知
つ
て
、
そ
れ
がbloody as 

bad

で
あ
つ
た
と
自
覚
す
る
と
同

時
にH

am
let

が
立
処
に
そ
の
母

の
胸
に
向
け
た
の
は
こ
の
電
光

石
火
の
鋭
鋒
で
あ
る
。 

(Queen

―Act3,Scene) 
 Polonius

の
言
葉
に
対
し
て
観

察
す
べ
き
事
が
二
つ
あ
る
。
其
一

は
彼
が
完
全
に
無
邪
気
か
つ
正

直
で
、
彼
の
茲
の
言
葉
に
毛
頭
の

偽
り
も
飾
り
も
な
い
事
で
あ
る
。

其
二
は
同
時
に
彼
が
か
ほ
ど
に

お
せ
つ
か
い
だ
つ
た
の
で
、
此
後

H
am

 let

が
誤
つ
て
彼
を
殺
し
た

時
に
、
我
々
は
そ
れ
を
深
く
も
咎

め
る
気
持
に
な
れ
な
い
事
で
あ

る
。 

（Pol
―Act3,Scene3

） 
（King

―Act3,Scene3

） 
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で
も
、
き
の
う
王
妃
さ
ま
か
ら
さ
ま

ざ
ま
優
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い

て
、
す
つ
か
り
元
気
に
な
り
ま
し

た
。
か
ら
だ
の
具
合
も
、
き
の
う
か

ら
、
別
の
人
の
や
う
に
、
す
つ
き
り

し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
し
、
も
う
い
ま

で
は
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
の
お
子
さ

ま
を
産
ん
で
、
丈
夫
に
育
て
る
と
い

ふ
希
望
だ
け
で
胸
が
一
ぱ
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。
あ
た
し
は
、
い
ま
は
幸

福
で
す
。
と
て
も
、
な
ん
だ
か
、
う 

父
が
ゆ
ふ
べ
か
ら
姿
を
見
せ
ぬ
の

で
、
少
し
心
配
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

で
も
、
あ
た
し
は
、
父
を
信
じ
て
居

り
ま
す
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
の
お
つ

し
や
る
や
う
な
、
そ
ん
な
悪
い
人
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。（
オ
フ
）
―
「
九
」 

ど
う
も
、
あ
の
人
た
ち
の
す
る
事
は
、

あ
く
ど
く
て
い
け
な
い
。
そ
ん
な
に 

ま
で
し
て
僕
た
ち
を
、
だ
ま
さ
な
け 

れ
ば
い
け
な
い
の
か
。
僕
た
ち
の
は 

う
で
は
、
あ
の
人
た
ち
を
、
た
の
み 

に
も
し
て
ゐ
る
し
、
親
し
さ
も
感
じ 

て
い
る
し
、
尊
敬
さ
へ
も
し
て
ゐ
る 

の
だ
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
気
を
ゆ
る 

し
て
微
笑
み
か
け
て
い
る
の
に
、
あ 

の
人
た
ち
は
、
決
し
て
僕
た
ち
に
打 

ち
解
け
て
く
れ
ず
、
絶
へ
ず
警
戒
し 

て
何
か
と
策
略
ば
か
り
し
て
い
る
の 

だ
か
ら
、
悲
し
く
な
る
。
な
ん
と
い 

ふ
事
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
九
」 

叔
父
さ
ん
と
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
は
、
悪

の
一
味
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
九
」 

そ
、
こ
つ
ち
で
こ
そ
こ
そ
、
深
く
首

肯
き
合
つ
た
り
、
目
く
ば
せ
し
た

り
、
な
あ
に
、
た
い
し
た
事
で
も
無

い
癖
に
、
つ
ま
り
そ
の
策
略
の
身
振

り
が
楽
し
く
て
、
こ
た
へ
ら
れ
な
い

ば
か
り
に
、
矢
鱈
に
集
ま
つ
て
は
打

合
せ
と
か
い
ふ
愚
劣
な
芝
居
を
し

た
が
る
も
の
さ
。
叔
父
さ
ん
も
、
ポ

ロ
ー
ニ
ヤ
ス
も
、
こ
せ
こ
せ
し
た
権

謀
術
算
を
、
な
か
な
か
お
好
き
な
や

う
だ
か
ら
、
二
人
で
ゆ
ふ
べ
打
合
せ

て
、
ま
た
何
か
小
細
工
を
は
じ
め
て

ゐ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
。（
ハ
ム
）
―

「
九
」 

踵
を
接
ふ
る
不
幸
と
不
幸
。：
：
レ
ヤ
チ
ー 

ズ
よ
、
其
方
の
妹
は
溺
れ
て
死
に
や
つ
た
。

（
妃
）
―
「
第
四
幕
第
七
場
」 

さ
す
れ
ば
自
暴
自
棄
で
死
を
つ
た
其
女
子
を 

本
式
通
り
に
葬
る
と
い
ふ
か
？
（
王
）
―
「 

第
五
幕
第
一
場
」 

あ
の
女
子
は
、
結
句
、
自
身
合
点
の
上
で

身
ィ
投
げ
た
も
の
と
せ
に
ゃ
な
ら
ん
わ
。

（
王
）
―
「
第
五
幕
第
一
場
」 

ホ
レ
ー
シ
ョ
ー
心
狂
ひ
た
る
オ
フ
ィ
リ
ヤ

を
つ
れ
て
出
る
。（
第
四
幕
第
五
場
） 

 

天
に
。
使
を
遣
つ
て
御
覧
ぜ
。
も
し
其
使

が
能
う
逢
は
な
ん
だ
ら
、
も
う
一
ヶ
所
を

御
自
分
で
お
尋
ね
。
そ
れ
で
も
今
月
中
に

見
つ
か
ら
な
ん
だ
ら
、
表
広
間
へ
行
く
道

の
階
子
あ
た
り
で
、
彼
奴
め
、
き
つ
と
匂

ひ
を
る
で
あ
ら
う
。（
ハ
ム
）
―
「
第
四
幕

第
三
場
」 

I wiil not speak with her.

彼
女 

乱
心
の
現
状
に
関
す
る
こ
の
宮
官 

の
言
上
を
聞
い
て
、
女
王
は
自
身 

面
会
の
意
志
な
し
と
言
ひ
切
つ
た
。

(Queen

―Act4,Scene5

） 

Ophelia

狂
乱
の
唯
一
の
原
因
は

そ
の
父
の
死
で
あ
つ
た
。H

am
l 

et

の
気
違
ひ
と
い
ふ
仮
定
が
彼
女

を
し
て
ま
た
気
違
ひ
に
さ
せ
た
と

い
ふ
説
は
無
根
拠
で
あ
る
。（Pol

―Act3,Scene3

） 

従
つ
て
茲
のa vice

も
、kings

も
、
倶
に
芝
居
用
語
で
、
こ
の
一

句
に
托
さ
れ
て
ゐ
るH

am
let

の

意
味
は
叔
父Coaudius

な
ん
ど

真
の
国
王
の
柄
で
は
な
い
た
だ
王

様
の
真
似
を
す
る
役
者
の
一
人

だ
。
し
か
も
そ
の
う
ち
で
一
人
悪

徒
役
に
す
ぎ
な
い
と
い
ふ
の
で
あ

る
。（H

am

―Act3,Scene4

） 
但
し
私
が
茲
に
長
蛇
を
逸
す
と

形
容
す
る
の
は
あ
の
祈
祷
の
苦

心
中
のClaudius

を
見
逃
し
た

事
を
さ
す
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は

H
a m

let

に
と
つ
て
寧
ろ
勝
利
的

得
意
の
場
面
で
、
私
が
茲
に
無
限

の
遺
憾
と
い
ふ
の
は
あ
のPolo 

nius

殺
し
の
失
態
を
さ
す
の
で

あ
る
。
其
一
件
の
当
面
の
責
任

上
、
已
む
を
得
ず
彼
は
英
国
行
に

出
発
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。 

(H
am

―Act4,Scene4

） 
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小
理
屈
を
覚
へ
た
女
は
、
必
ず
男
に 

捨
て
ら
れ
ま
す
よ
。
パ
ウ
ロ
が
言
つ 

て
い
ま
す
よ
。
わ
れ
、
女
の
、
教
う 

る
事
と
男
の
上
に
権
を
執
る
事
を 

許
さ
ず
、
た
だ
静
か
に
す
べ
し
、
と 

オ
フ
イ
リ
ヤ
、
僕
が
叔
父
さ
ん
や
、 

お
母
さ
ん
や
、
ま
た
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス 

の
悪
口
を
云
ふ
の
は
、
何
も
あ
の
人 

た
ち
を
軽
蔑
し
て
ゐ
る
か
ら
で
は
無 

い
の
だ
。
僕
に
は
、
そ
ん
な
資
格
が 

無
い
。
僕
は
、
う
ら
め
し
い
の
だ
。 

い
つ
も
、
あ
の
人
た
ち
に
裏
切
ら
れ
、

捨
て
ら
れ
る
の
が
、
う
ら
め
し
い
の 

だ
。
僕
は
、
あ
の
人
た
ち
を
信
頼
し
、

心
の
隅
で
は
尊
敬
さ
へ
し
て
い
る
の 

に
、
あ
の
人
た
ち
は
、
へ
ん
に
僕
を 

警
戒
し
、
薄
汚
い
も
の
に
で
も
触
る 

や
う
な
、
お
つ
か
な
び
つ
く
り
の
苦 

笑
の
態
度
で
僕
に
接
し
て
、
あ
あ
、 

あ
の
人
た
ち
は
、
そ
ん
な
に
上
品
な 

人
た
ち
ば
か
り
な
の
か
ね
え
、
い
つ 

で
も
見
事
に
僕
を
裏
切
る
。
打
ち
明 

け
て
僕
に
相
談
し
て
く
れ
た
事
が
一 

度
も
無
い
。
大
声
あ
げ
て
、
僕
を
ど 

や
し
つ
け
て
く
れ
た
事
も
か
つ
て
無 

い
。
ど
う
し
て
僕
を
、
そ
ん
な
に
、 

い
や
が
る
の
だ
ら
う
。
僕
は
い
つ
で 

も
あ
の
人
た
ち
を
愛
し
て
い
る
。
愛 

し
て
、
愛
し
て
、
愛
し
て
い
る
。
い 

つ
で
も
命
を
あ
げ
る
の
だ
。（
ハ
ム
）

―
「
九
」 

僕
は
、
絶
対
に
詭
弁
家
で
は
な
い
。 

僕
は
、
リ
ア
リ
ス
ト
だ
。
な
ん
で
も
、

み
な
、
正
確
に
知
つ
て
ゐ
る
。
自
分 

の
馬
鹿
さ
加
減
も
、
見
つ
と
も
な
さ 

も
、
全
部
、
正
確
に
知
つ
て
ゐ
る
。 

そ
れ
ば
か
り
で
は
無
い
。
僕
は
、
ひ 

と
の
う
し
ろ
暗
さ
に
対
し
て
も
敏
感 

だ
。（
略
）
僕
に
は
高
邁
な
と
こ
ろ
が 

無
い
。
の
ら
く
ら
の
、
臆
病
者
の
、 

さ
う
し
て
過
度
の
感
覚
の
氾
濫
だ
け 

だ
。
こ
ん
な
子
は
、
こ
れ
か
ら
一
体
、

ど
う
し
て
生
き
て
行
つ
た
ら
い
い
の 

だ
。（
ハ
ム
）
―
「
九
」 

れ
し
い
の
。
こ
れ
か
ら
は
、
昔
の
お 

転
婆
な
オ
フ
イ
リ
ヤ
に
か
へ
つ
て
、 

誇
り
を
高
く
も
つ
て
、
考
へ
て
ゐ
る 

事
を
な
ん
で
も
ぽ
ん
ぽ
ん
言
は
う
と 

思
ふ
の
。（
オ
フ
）
―
「
九
」 

こ
り
ゃ
寺
へ
往
き
ゃ
。
寺
へ
。（
略
）
人
は 

悉
く
怖
し
い
悪
漢
ぢ
ゃ
。
誰
れ
を
も
頼
に 

為
や
る
な
。
尼
寺
へ
お
往
き
ゃ
れ
。（
ハ
ム
）

―
「
第
三
幕
第
一
場
」 

お
お
、
神
々
さ
ま
、
ど
う
ぞ
王
子
を
お
救
ひ 

 

予
な
ど
は
、
随
分
正
直
な
生
得
ぢ
ゃ
が
、
母 

御
が
生
ん
で
く
れ
ら
れ
な
ん
だ
ら
と
怨
め
う 

思
ふ
程
に
、
高
慢
で
、
執
念
深
う
て
、
野
心 

が
激
し
う
て
、
自
身
で
許
し
さ
へ
す
れ
ば
、

夥
し
う
悪
事
を
も
し
か
ね
ぬ
。
た
だ
そ
れ
を 

調
整
へ
る
悪
事
も
し
か
ね
ぬ
。
た
だ
そ
れ
を 

調
整
へ
る
思
案
と
そ
れ
に
像
を
附
く
る
想
像 

と
そ
れ
を
行
ふ
時
と
場
合
と
が
無
い
ば
か
り 

ぢ
ゃ
。（
ハ
ム
）
―
「
第
三
幕
第
一
場
」 

  

To a nunnery, go. 

（H
am

―Act3,Scene1

） 

彼
は
ま
だ
彼
女
をm

other

と
は 

云
は
な
い
。
今
や
彼
の
態
度
は
子 

と
し
て
の
そ
れ
で
な
く
、
検
事
と 

し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
か
く
答
へ 

乍
ら
、
彼
女
の
顔
を
じ
つ
と
見
つ 

め
つ
つ
、
彼
が
見
届
け
た
の
は
彼 

女
が
前
王
殺
し
の
秘
密
に
通
じ
て 

ゐ
な
い
事
で
あ
る
。
こ
れ
以
来
鋭 

鋒
一
転
、
彼
が
繰
返
し
繰
返
し
彼 

女
に
対
し
て
咎
め
て
ゐ
る
の
は
そ 

の
近
親
相
姦
の
罪
悪
で
あ
る
。

（H
am

―Act3,Scene4
） 

Gertrude

に
対
す
るH

a m
let 

の
小
供
心
が
復
活
し
て
ゆ
く
を
見 

よ
。
彼
は
そ
の
少
年
期
以
来
彼
女 

よ
りthe m

others blessing

を 

う
け
る
の
を
習
慣
と
し
た
。
そ
の 

情
に
於
て
、
彼
は
心
か
ら
の
親
子 

に
な
り
た
か
つ
た
。
但
し
情
の
満 

足
を
求
む
る
前
に
、
彼
が
ま
づ
明 

ら
か
に
し
よ
と
し
て
ゐ
る
の
は 

義

理

で

あ

る

。
（H

am

―

Act3,Scene4

） 

Lose not  thy  nature 
Colerid ge  

以
下Rom

a 
ntic

派
の
批
評
家
が
概
ねH

am
let

の
性
格
を
誤
解
し
た
一
ヶ
條
が
茲 

に
あ
る
。（
略
）
そ
の
母
の
再
婚
行 

為
を
憎
悪
し
つ
つ
、H

am
let   

は
尚
ほ
彼
女
に
接
す
る
に
飽
く
迄 

も
自
然
の
人
情
を
以
て
し
よ
う
と 

努
力
し
て
ゐ
る
。
茲
が
即
ち
彼
の 

性
格
のfirm

な
処
で
あ
る
。
沙
翁 

が
描
い
た
儘
の H

am
let

に
は
か 

や
う
な
男
ら
し
さ
の
剛
毅
性
が
あ 

る
。（H

am

―Act3,Scene2

） 
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ね
。
そ
う
し
て
、
女
も
し
慎
み
と
信

仰
と
潔
き
と
に
居
ら
ば
、
子
を
生
む

事
に
因
り
て
教
は
る
べ
し
、
と
云
ひ

結
ん
で
あ
る
。
人
に
も
の
を
教
へ
や

う
と
思
つ
た
り
、
男
の
頭
を
押
へ
や

う
と
し
な
い
で
、
た
だ
、
静
か
に
、

生
れ
る
子
供
の
事
を
考
へ
て
い
な

さ
い
、
と
い
ふ
意
味
だ
。
い
い
子
だ

か
ら
、
二
度
と
再
び
、
変
な
理
屈
は

言
は
な
い
で
く
れ
。
世
界
が
暗
く
な

つ
て
し
ま
ふ
。
察
す
る
と
こ
ろ
お
母

さ
ん
か
ら
悪
智
慧
を
附
け
ら
れ
て
、

妙
な
自
信
を
得
た
の
だ
ら
う
。
お
母

さ
ん
は
、
あ
れ
で
、
な
か
な
か
理
論

家
だ
か
ら
ね
。
い
ま
に
、
パ
ウ
ロ
の

罰
を
受
け
る
ぞ
。
こ
ん
ど
君
が
、
お

母
さ
ん
に
逢
つ
た
ら
、
か
う
云
つ
て

や
つ
つ
て
く
れ
。
言
葉
の
無
い
愛
情

な
ん
て
、
昔
か
ら
一
つ
も
実
例
が
無

か
つ
た
。
本
当
に
愛
し
て
ゐ
る
の
だ

か
ら
黙
つ
て
い
る
と
い
ふ
の
は
、
た

い
へ
ん
な
頑
固
な
ひ
と
り
よ
が
り

だ
。（
略
）
言
葉
の
無
い
愛
情
な
ん

て
、
古
今
東
西
、
ど
こ
を
探
し
て
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
、
と
お
母
さ

ん
に
、
さ
う
伝
へ
て
く
れ
。
愛
は
言

葉
だ
。
言
葉
が
無
く
な
り
や
、
同
時

に
こ
の
世
の
中
に
、
愛
情
も
無
く
な

る
ん
だ
愛
が
言
葉
以
上
に
、
実
体
と

し
て
何
か
あ
る
と
思
つ
て
い
た
ら
、

大
間
違
ひ
だ
。
聖
書
に
も
書
い
て
あ

る
よ
。
言
葉
は
、
神
と
共
に
在
り
、

言
葉
は
神
な
り
き
、
之
に
生
命
あ

り
、
こ
の
生
命
は
人
の
光
な
り
き
、

と
書
い
て
あ
る
か
ら
お
母
さ
ん
に

読
ま
せ
て
あ
げ
る
ん
だ
ね
。（
ハ
ム
）

―
「
九
」 

い
い
え
、
決
し
て
王
妃
さ
ま
か
ら
教 

へ
ら
れ
て
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
は 

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。（
略
）
あ
た
し
に
は
、

だ
う
し
て
も
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
の 

お
つ
し
や
る
事
は
、
信
じ
ら
れ
ま
せ 

ん
。
神
さ
ま
が
、
居
り
ま
す
。
神
さ 

ま
は
、
黙
つ
て
い
て
、
さ
う
し
て
皆 

を
愛
し
て
居
り
ま
す
。
神
さ
ま
は
、 

お
ま
へ
を
好
き
だ
！
な
ん
て
、
決
し 

て
叫
び
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
け
れ
ど 

も
、
神
さ
ま
は
愛
し
て
居
り
ま
す
。 

み
ん
な
を
、
森
を
、
草
も
、
花
も
、 

河
も
、
娘
も
、
お
と
な
も
、
悪
い
人
も
、

な
さ
れ
て
！
（
オ
フ
）
―
「
第
三
幕
第
一
場
」

も
し
嫁
入
を
為
や
る
な
ら
、
祝
儀
物
の
代
り

に
、
此
呪
詛
を
く
れ
て
や
ら
う
。：
：
仮
令
和

女
が
、
氷
の
や
う
に
清
浄
で
あ
ら
う
と
、
雪

の
や
う
に
潔
白
で
あ
ら
う
と
、
世
の
悪
口
は

ま
ぬ
か
れ
ぬ
ぞ
よ
：
：
寺
へ
往
け
、
寺
へ
。（
ハ

ム
）
―
「
第
三
幕
第
一
場
」 

お
お
、
神
々
さ
ま
、
ど
う
ぞ
お
正
気
に
お
戻

し
な
さ
れ
て
。（
オ
フ
）
―
「
第
三
幕
第
一
場
」

語
は
空
へ
上
つ
て
も
、
心
め
が
地
を
離
れ
。

心
に
は
ぐ
れ
た
語
は
天
へ
は
達
か
ぬ
。（
王
）

―
「
第
三
幕
第
三
場
」 

や
や
、
わ
り
ゃ
邪
宗
門
か
？
お
聖
書
さ
ま
の

中
に
「
ア
ダ
ム
が
掘
ら
し
つ
た
」
と
書
い
て

あ
る
わ
さ
。（
王
）
―
「
第
五
幕
第
一
場
」 

あ
の
髑
髏
に
も
舌
が
あ
つ
て
、
嘗
て
は
唄
な

ど
も
能
い
歌
う
た
で
あ
ら
う
も
の
を
、
元
祖

の
殺
人
者
ケ
イ
ン
が
頤
骨
で
で
も
あ
る
や
う

に
、
彼
奴
め
が
叩
き
つ
け
を
る
。（
ハ
ム
）
―

「
第
五
幕
第
一
場
」 
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レ
ヤ
チ
ー
ズ
。
僕
と
同
じ
、
二
十
三 

歳
。
竹
馬
の
友
。
少
し
頑
固
で
怒
り 

つ
ぽ
く
、
僕
に
は
少
し
苦
手
だ
つ
た 

が
、
で
も
、
い
い
奴
だ
つ
た
。
死
ん 

だ
の
か
？
オ
フ
イ
リ
ヤ
が
聞
ひ
た
ら 

卒
倒
す
る
だ
ら
う
。
こ
こ
に
い
な
く

て
、
さ
い
は
い
だ
つ
た
。
レ
ヤ
チ
ー
ズ
。

そ
の
身
に
箔
を
つ
け
る
た
め
、
将
来 

レ
ヤ
ー
チ
ー
ズ
は
、
悲
壮
に
も
船
と

運
命
を
共
に
し
た
の
で
す
。
惜
し
い

男
だ
。
父
に
似
ぬ
、
ま
こ
と
の
忠
臣
、

い
や
、
父
の
名
を
恥
ず
か
し
め
ぬ
天

晴
れ
の
勇
者
で
す
。（
略
）
レ
ヤ
ー

チ
ー
ズ
は
、
尊
ひ
犠
牲
に
な
つ
て
く

れ
ま
し
た
。
父
子
そ
ろ
つ
て
、
い
や
、

レ
ヤ
チ
ー
ズ
の
霊
は
必
ず
手
厚
く

葬
つ
て
や
ら
う
。
そ
れ
が
国
王
と
し

て
の
わ
し
の
義
務
だ
。（
王
）
―
「
九
」 

 

あ
あ
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
。
は
じ
ま
り
ま 

し
た
よ
。
戦
争
が
、
は
じ
ま
り
ま
し 

た
よ
。
レ
ヤ
チ
ー
ズ
の
船
が
、
犠
牲 

に
な 

り
ま
し
た
。（
略
）
レ
ヤ
チ 

ー
ズ
た
ち
の
乗
つ
て
行
つ
た
船
が
、 

カ
テ
ガ
ツ
ト
海
峡
に
、
さ
し
か
か
る 

と
、
い
ず
こ
か
ら
と
も
な
く
、
ノ
ー 

ウ
エ
ー
の
軍
艦
が
忽
然
と
姿
を
あ
ら 

は
し
、
矢
庭
に
発
砲
し
た
と
い
ふ
。

（
王
）
―
「
九
」 

み
ん
な
を
一
様
に
、
黙
つ
て
愛
し
て 

居
り
ま
す
。（
オ
フ
）
―
「
九
」 

お
さ
な
い
事
を
言
つ
て
い
る
。
君
の 

信
仰
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
は
邪 

教
の
偶
像
だ
。
神
さ
ま
は
、
ち
や
ん 

と
言
葉
を
持
つ
て
居
ら
れ
る
。
考
へ 

て
ご
ら
ん
。
一
ば
ん
が
じ
め
僕
た
ち 

に
、
神
さ
ま
の
存
在
を
、
は
つ
き
り 

教
へ
て
く
れ
た
も
の
は
、
な
ん
だ
ら 

う
。
言
葉
ぢ
や
な
い
か
。
福
音
ぢ
ゃ 

な
い
か
。
キ
リ
ス
ト
は
、
だ
か
ら
、
―

（
ハ
ム
）
―
「
九
」 

や
い
、
妹
、
そ
ち
が
狂
気
の
此
怨
は
、
此
兄 

が
天
に
誓
ひ
、
量
に
掛
け
た
ら
秤
皿
の
顚
覆 

る
ま
で
報
う
て
や
る
ぞ
よ
。（
レ
ヤ
）
―
「 

第
四
幕
第
五
場
」 

お
ぬ
し
の
才
芸
一
切
よ
り
も
ハ
ム
レ
ッ
ト 

は
只
そ
れ
を
こ
そ
嫉
ま
し
う
思
う
た
様
子

（
王
）
―
「
第
四
幕
第
七
場
」 

あ
れ
は
レ
ヤ
ー
チ
ー
ズ
ぢ
ゃ
、
立
派
な
若 

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
が
非
業
の
最
期
、
自
ら
招

い
た
科
と
は
い
へ
、
和
子
が
海
外
へ
の
流

寓
、
予
思
慮
足
ら
ず
し
て
密
に
死
体
を
埋

め
し
た
め
愚
民
ら
が
邪
推
の
騒
擾
、
オ
フ

ィ
リ
ヤ
が
我
與
の
歎
き
、
非
情
に
ひ
と
し

き
狂
気
の
体
と
り
わ
け
て
心
懸
り
は
彼
れ

が
兄
な
る
レ
ヤ
チ
ー
ズ
、
ひ
そ
か
に
フ
ラ

ン
ス
よ
り
帰
り
来
り
、
道
路
の
飛
語
に
動

さ
れ
て
、
深
く
も
予
を
疑
ふ
様
子
。（
王
）

─
「
第
四
幕
第
五
場
」 

大
津
波
の
寄
せ
た
る
如
く
、
暴
徒
を
ひ
き
ゐ

て
レ
ヤ
ー
チ
ー
ズ
が
、
宮
中
へ
乱
入
い
た
し
、

官
人
ら
を
撃
靡
か
し
、
唯
今
に
も
此
処
へ
。

（
臣
）
―
「
第
四
幕
第
五
場
」 

父
御
を
殺
し
た
者
が
予
を
も
殺
さ
う
と
企

て
た
仔
細
が
斯
く
明
白
と
な
つ
た
上
は
、

も
は
や
予
を
疑
ふ
心
は
解
け
て
、
無
二
の

信
友
と
も
予
を
思
や
る
が
当
然
ぢ
ゃ
ぞ

よ
。（
王
）
―
「
第
四
幕
第
七
場
」 

こ
れ
は
何
方
の
御
軍
勢
で
ご
ざ
る
の
？

（
ハ
ム
）
―
「
第
四
幕
第
四
場
」 

ノ
ー
ウ
ェ
ー
国
の
で
ご
ざ
る
。（
旗
）
―
「 

第
四
幕
第
四
場
」 

   

性
来
活
動
的
な
青
年
と
し
て
、
彼
に

よ
く
嵌
つ
て
ゐ
る
の
は
こ
の
対
比

的
の
引
き
立
役
で
あ
る
。 

（Act1,Scene3

） 

凡
そ
事
件
の
原
因
や
由
来
を
見

届
け
て
か
か
つ
て
る
の
が

H
am

let

の
性
格
、
然
る
に

Laertes

の
方
は
事
件
の
影
響
の 
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ハ
ム
レ
ツ
ト
、
あ
の
城
中
の
噂
は
、 

事
実
で
す
。
い
や
、
わ
し
が
、
先
王 

を
毒
殺
し
た
と
い
ふ
の
は
、
あ
や
ま 

り
。
わ
し
に
は
、
た
だ
、
そ
れ
を
決 

意
し
た
一
夜
が
あ
つ
た
、
そ
れ
だ
け 

だ
。
先
王
は
、
急
に
病
気
で
な
く
な 

ら
れ
た
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
、
君
は
そ
れ 

で
も
わ
し
を
、
罰
す
る
気
で
す
か
？ 

恋
の
た
め
だ
。
く
や
し
い
が
、
ま
さ
に
、

そ
れ
だ
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
、
さ
あ
、
わ 

し
は
全
部
を
云
ひ
ま
し
た
。
君
は
、 

わ
し
を
、
罰
す
る
つ
も
り
で
す
か
？

（
王
）「
九
」 

は
じ
め
て
、
父
上
と
呼
ん
で
く
れ
ま 

し
た
ね
。
さ
す
が
に
デ
ン
マ
ー
ク
国 

の
王
子
で
す
。
国
の
た
め
に
は
、
す 

べ
て
の
私
情
を
捨
て
ま
せ
う
。（
王
）

―
「
九
」 

の
お
の
れ
の
出
世
に
備
へ
て
、
フ
ラ 

ン
ス
に
遊
学
の
途
端
に
、
降
つ
て
湧 

ひ
た
災
難
、
そ
の
時
と
つ
さ
に
自
分 

の
野
望
を
か
ら
り
と
捨
て
て
、
デ
ン 

マ
ー
ク
国
の
名
誉
を
守
る
た
め
に
、 

一
身
を
犠
牲
に
し
て
悔
い
る
色
が
無 

か
つ
た
。
僕
は
、
負
け
た
よ
。
レ
ヤ 

チ
ー
ズ
。
君
は
、
僕
が
き
ら
い
だ
つ 

た
ね
。
僕
だ
つ
て
、
君
を
好
ひ
て
は 

い
な
か
つ
た
。（
略
）
僕
た
ち
は
、 

幼
ひ
時
か
ら
、
は
げ
し
い
競
争
を
し 

て
来
た
。
好
敵
手
だ
つ
た
。
表
面
は 

微
笑
み
合
ひ
な
が
ら
も
、
互
ひ
に
憎 

ん
で
い
た
。
僕
に
は
、
君
が
邪
魔
だ 

つ
た
よ
。
け
れ
ど
も
、
君
は
、
や
つ 

ぱ
り
、
偉
ひ
や
つ
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
九
」

い
か
に
妃
、
御
身
と
予
と
が
、
互
ひ
に
深
う 

相
思
う
て
、
ハ
イ
メ
ン
神
の
許
を
受
け
、 

妹
背
の
契
を
結
び
て
よ
り
、
太
陽
の
太
神
の 

御
車
は
、
ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
神
の
潮
路
を
も
、

テ
ラ
ス
神
の
圓
陸
を
も
、
三
十
度
ま
で
こ
そ 

廻
行
り
た
れ
、（
ハ
ム
―
劇
の
王
）
―
「
第 

三
幕
第
二
場
」 

此
世
界
開
け
て
最
先
の
大
逆
罪
：
：
兄
殺
し 

！
（
略
）
此
上
は
神
に
縋
ら
う
。
俺
の
科
過 

去
の
事
ぢ
ゃ
。：
：
が
何
と
い
う
て
祈
つ
た 

も
の
で
あ
ら
う
？
非
道
の
毒
害
を
ゆ
る
さ 

せ
ら
れ
ま
せ
？
（
王
）
―
「
第
三
幕
第
三
場
」

ま
た
予
に
取
つ
て
は
、
徳
か
不
徳
か
は
知
ら 

何
と
ホ
レ
ー
シ
ョ
ー
：
：
驚
き
入
つ
た
る
王 

が
姦
計
！
デ
ン
マ
ー
ク
の
為
に
も
、
イ
ギ
リ 

ス
の
為
に
も
、
ほ
ッ
！
予
を
生
か
し
置
く
は 

怖
し
き
事
の
限
り
な
れ
ば
、
此
書
一
覧
次
第
、

寸
時
の
猶
予
も
無
く
、
斧
を
磨
ぐ
間
も
あ
ら 

せ
ず
、
立
地
に
予
が
首
を
打
落
せ
、
と
種
種 

様
々
な
口
実
を
ば
繕
ひ
立
て
し
王
が
厳
命
。

（
ハ
ム
）
―
「
第
五
幕
第
二
場
」 

者
ぢ
ゃ
。
見
て
ゐ
い
。（
ハ
ム
）
―
「
第
五 

幕
第
一
場
」 

こ
れ
、
レ
ヤ
ー
チ
ー
ズ
。
何
故
に
足
下
は
予 

を
此
様
に
扱
ふ
の
ぢ
ゃ
。
予
は
足
下
を
愛
し 

て
を
つ
た
の
に
。：
：
は
て
、
闘
ふ
こ
と
は 

な
い
。（
ハ
ム
）
―
「
第
五
幕
第
一
場
」 

さ
れ
は
さ
う
と
、
ホ
レ
ー
シ
ョ
ー
、
予
は
レ 

ヤ
ー
チ
ー
ズ
に
対
し
、
我
れ
を
忘
れ
、｣

無 

礼
を
働
い
た
を
後
悔
す
る
わ
い
。
我
身
の
上 

に
引
当
て
、
彼
れ
が
心
根
を
思
ひ
や
る
。 

仲
直
り
を
し
て
く
れ
い
と
言
は
う
。（
ハ
ム
）

―
「
第
五
幕
第
二
場
」 

Claudius

とGertrude

と
は
相 

互
熱
愛
の
間
柄
で
、m

y queen 

が
即
ち
彼
の
所
有
欲
の clim

ax 

で
あ
る
。
新
王
に
と
つ
て
の
原
動 

力
は
こ
の
情
熱
で
、
そ
の
兄
殺
し 

事
件
は
決
し
て
一
種
の
冷
血
的
所 

行
で
な
な
い
。
か
や
う
に
し
て
こ 

の
悲
劇
は
、
其
実
、
一
つ
の
大
き 

な
人
情
、
劇
、
否
、
人
間
劇
で
あ
る
。

（King

―Act3,Scene3

） 
he cups

複
数
に
注
目
せ
よ
。

H
am

let

に
与
ふ
べ
きcup

を
も 

手
元
に
置
い
て
臨
機
に
毒
を
入
れ 

こ
れ
以
来
い
か
な
悪
辣
な
手
段
を 

用
ひ
て
で
も
、
彼
は H

am
let

を 

な
き
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ 

の
独
白
の
あ
と
に
当
然
来
る
べ
き 

彼
の
窮
策
はH

am
let

暗
殺
の
陰 

謀
姦
計
で
あ
る
。
（King

―

Act3,Scene3

） 

先
き
へ
先
へ
と
走
つ
て
ゐ
る
。
原 

作
者
は
こ
の
対
比
を
あ
ざ
や
か
に 

反
映
さ
せ
て
ゐ
る
。
（Laer

―

Act4,Scene5

） 
Laertes

そ
の
気
質
に
於
て
は
活 

動
力
満
々
、
但
し
そ
の
性
格
に
於 

て
は
思
慮
分
別
の
手
綱
な
き 

Laertes

と
の
対
照
が
ま
す
ま
す 

H
am

let

を
引
立
た
せ
て
ゐ
る 

（Laer

―act4,Scene5

） 

老
人
の
生
命
の
脆
さ
は
或
は
諦
め 

得
る
べ
き
も
、
若
い
乙
女
の
理
性 

喪
失
は
迚
も
諦
め
得
ら
れ
ぬ
。
父 

の
急
死
の
辛
さ
は
老
人
の
事
と
し 

て
強
ひ
て
我
慢
を
す
る
が
、
断
じ 

て
我
慢
出
来
ぬ
の
は
妹
の
こ
の
い 

じ
ら
し
い
様
子
だ
と
い
ふ
意
味
。 

（Act4,Scene5

） 

作
者
が
茲
に
印
象
深
く
描
き
出
し 

て
ゐ
る
の
はLaertes

の
不
信
義 

で
あ
る
。
こ
の
数
行
の
言
葉
―
武 

士
道
の
体
面
心
に
か
け
て
の
言
葉 

に
拘
ら
ず
、
彼
は
事
実
上
自
ら
切 

先
附
き
、
ま
た
毒
薬
附
き
の
剣
を 

使
は
う
と
し
て
ゐ
る
。
こ
の
不
誠 

実
、
不
信
義
は
明
ら
か
に
武
士
道 

の
名
節
尊
重
心
を
犯
し
た
も
の
。

（Laer

―Act5,Scene2

） 
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87 86 
        

85 
                        

汚
辱
の
中
に
い
な
が
ら
も
、
堪
へ
忍 

ん
で
生
き
て
い
る
男
も
い
る
の
だ
。 

死
ぬ
人
は
、
わ
が
ま
ま
だ
。
わ
し
は
、

死
な
ぬ
。
生
き
て
、
わ
し
の
宿
命
を 

全
う
す
る
の
だ
。
神
は
、
必
ず
は
、 

わ
し
の
や
う
な
孤
独
の
男
を
愛
し
て 

く
れ
る
。
強
く
な
れ
！
ク
ロ
―
ヂ
ヤ

ス
。
恋
を
忘
れ
よ
。
虚
栄
を
忘
れ
よ
。

デ
ン
マ
ー
ク
国
の
名
誉
、
と
い
ふ
最 

高
の
旗
じ
る
し
一
つ
の
た
め
に
戦
へ 

！
ハ
ム
レ
ツ
ト
、
腹
の
中
で
は
、
君 

以
上
に
泣
い
て
ゐ
る
男
が
い
ま
す
よ
。

（
王
）
―
「
九
」 

取
り
乱
し
た
姿
で
、
ご
め
ん
！
あ
あ
、

王
妃
さ
ま
が
、
あ
の
庭
園
の
小
川
に
、

―
（
ホ
レ
）
―
「
九
」 

気
が
弱
い
。
わ
し
を
助
け
て
く
れ
る 

筈
の
人
が
、
こ
の
大
事
の
時
に
、
馬 

鹿
な
身
勝
手
の
振
舞
ひ
を
し
て
く
れ 

た
。
わ
し
が
悪
い
の
で
は
な
い
！
あ 

の
人
が
、
弱
か
つ
た
の
だ
。
他
人
の 

思
惑
に
負
け
た
の
だ
。（
王
）
―
「
九
」

あ
！
ハ
ム
レ
ツ
ト
、
気
が
狂
つ
た
か
。

短
剣
を
引
き
抜
き
、
振
り
か
ざ
す
と 

見
る
よ
り
早
く
、
自
分
自
身
の
左
の 

頬
を
切
り
裂
ひ
た
。（
略
）
オ
フ
イ 

リ
ヤ
の
事
な
ら
、
心
配
せ
ん
で
も
よ 

い
の
に
、
馬
鹿
な
奴
だ
。
君
が
凱
旋 

し
た
時
に
は
、
必
ず
添
は
し
て
あ
げ 

る
つ
も
り
だ
。
泣
く
事
は
な
い
。
戦 

争
が
は
じ
ま
れ
ば
、
君
も
一
方
の
指 

揮
官
な
の
で
す
。
そ
ん
な
に
泣
い
て 

は
、
部
下
の
信
頼
を
失
ひ
ま
す
よ
。

（
王
）
―
「
九
」 

 

懺
悔
に
は
如
何
な
罪
を
も
滅
す
と
い
ふ
。

（
略
）
助
け
た
ま
へ
、
神
々
！
（
王
）
―
「 

第
三
幕
第
三
場
」 

お
お
、
助
け
て
く
れ
、
人
々
。
ま
だ
手
疵
を 

負
う
た
ば
か
り
ぢ
ゃ
。（
王
）
―
「
第
五
幕 

第
二
場
」 

あ
の
此
う
ち
妃
毒
に
中
り
倒
れ
る
。「
第
五 

幕
第
二
場
」 

：
：
さ
、
往
か
う
、
イ
ギ
リ
ス
へ
！
（
ハ
ム
）

―
「
第
四
幕
第
四
場
」 

む
む
、
切
先
に
：
：
毒
ま
で
も
塗
つ
た
る
よ 

な
：
：
な
ら
ば
見
事
、
毒
の
効
果
を
！
ト
王 

を
目
が
け
て
飛
び
か
か
り
王
の
胸
元
を
貫

く
。（
ハ
ム
）
―
「
第
五
幕
第
二
場
」 

 

ず
、
妃
は
我
命
の
綱
ぢ
ゃ
。
星
の
星
座
を
能

う
離
れ
ぬ
が
如
く
、
予
ま
た
妃
を
離
れ
て
は
、

恐
ら
く
は
存
へ
が
た
い
。（
王
）
―
「
第
四
幕

第
七
場
」 

何
と
、
此
上
は
、
当
然
の
事
で
は
無
い
か
：

我
父
王
を
殺
し
、
我
母
を
弄
び
、
我
極
の
望

を
遮
り
、
剰
さ
へ
如
是
奸
譎
な
手
段
を
以
て

我
一
命
ま
で
釣
ら
う
と
し
奴
：
か
か
る
奴
を

誅
戮
す
る
は
天
の
命
る
所
で
は
な
い
か
？

（
ハ
ム
）
―
「
第
五
幕
第
二
場
」 

王
は
大
罪
人
で
あ
る
、
同
時
に
彼 

の
良
心
の
働
き
は
極
め
て
鋭
敏
で

彼
は
断
じ
て
偽
善
者
で
は
な
い
。

（King

―act3,Scene1

） 

既
に
対Gerteude

の
精
神
的
疎 

隔
に
陥
つ
て
、Claudius

が
今
や 

追
求
し
つ
つ
あ
る
の
はKing

と 

し
て
の
幸
福
で
あ
る
。
し
か
も
内 

心
に
於
て
彼
は
そ
れ
に
ま
た
絶 

望
し
て
ゐ
る
。 

（King

―Act4,Scene3

） 

王
は
自
らH

am
let

側
に
立
つ
て

ゐ
る
や
う
に
響
か
せ
て
ゐ
る
。
そ
の

腹
黒
さ
を
見
よ
。 

（King

―Act5,Scene2

） 
 Claudius

の
女
王
に
対
す
る
切
な 

愛
情
を
示
し
て
ゐ
る
。
か
や
う
な 

熱
愛
を
懐
い
て
ゐ
る
王
の
毒
杯
を 

自
ら
の
ん
で
、
そ
の
た
め
に
自
ら 

倒
れ
た
の
は
彼
女
に
と
つ
て
正
し 

く
悲
劇
的
で
あ
る
。
（H

am
―

Act5,Scene2

） 
 

新
王
の
気
分
はH

am
let

の
病
気 

療
養
を
望
む
よ
り
も
、
も
は
や
彼 

を
自
分
よ
り
遠
ざ
け
た
が
つ
て
ゐ 

た
。（Ros

―act3,Scene3

） 
superfluous

王
が
屈
杔
の
理
由
は

自
分
一
人
の
為
の
み
で
は
な
い
。 

Ophelia

の
た
め
で
も
あ
る
。

（King

―act4,Scene5

） 
H

am
let

は
此
時
初
め
て
聞
き
知
つ

たOphelia

の
死
を
傷
み
、ま
た
今

耳
に
し
たLaertes

の
大
言
を
怒

つ
て
、
激
昂
の
余
り
、
殆
ど
気
狂
は

ん

と

し

た

。
（Laer

―

Act5,Scene1

） 

る
便
宜
に
供
す
る
王
の
奸
計
で
あ

る
。 

（King

―Act5,Scene2

） 
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〈
考
察
〉
拙
論
「「〈
ハ
ム
レ
ッ
ト
〉
の
系
譜
―
太
宰
治
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
考
」（
斎
藤
理
生
／
松
本
和
也
編
『
新
世
紀
太
宰
治
』
二 

〇
〇
九
年
六
月 

双
文
社
出
版
）
に
お
け
る
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
次
に
挙
げ
る
。 

 

①
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
の
先
王
（
兄
）
殺
し
に
つ
い
て 

 

「
先
王
殺
し
」
は
、
復
讐
劇
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
表
①
84
と
表
②
54
の
比
較
か
ら
、「
先
王
殺
し
」
が
大
前 

提
と
な
る
浦
口
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」、
坪
内
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」、
小
林
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
は
異
な
る
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
一
面
を
確 

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
殺
意
を
認
め
な
が
ら
も
、
実
行
し
て
い
な
い
と
主
張
す
る
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
像
の
形
成
は
志
賀
「
ハ
ム
レ
ッ 

ト
」
に
共
通
す
る
。
こ
の
志
賀
か
ら
太
宰
へ
の
流
れ
を
重
視
す
れ
ば
、「
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
ス
の
日
記
」
に
強
調
さ
れ
た
「
疑
惑
」
の
構 

図
が
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
悲
劇
の
核
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。 

 

②
作
品
の
収
束
地
点
に
つ
い
て 

 

ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
の
先
王
殺
し
を
確
信
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
正
義
と
憎
悪
に
よ
っ
て
展
開
す
る
そ
も
そ
も
の
物
語
は
登
場
人
物
が
互
い
に 

殺
し
合
う
と
い
う
悲
劇
を
も
た
ら
す
。
表
①
84
～
88
と
表
②
54
～
58
を
み
れ
ば
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
は
そ
の
収
束
点
を
従
来
の
悲 

劇
と
は
異
に
す
る
。
そ
こ
に
は
単
純
な
〈
死
の
連
鎖
〉
と
い
う
悲
劇
か
ら
逸
脱
し
た
新
た
な
悲
劇
を
目
指
す
『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
の
方 

向
性
が
読
み
取
れ
る
。 

 

③
「
言
葉
」
へ
の
関
心
に
つ
い
て 

 

表
②
34
に
注
目
す
れ
ば
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
に
は
小
林
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
に
だ
け
確
認
で
き
る
「
言
葉
」
へ
の
拘
り
が
あ
る
。
小 

林
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
で
は
「
言
葉
」
の
限
界
性
を
示
し
て
い
る
。『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
は
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
神
格
化
、
絶
対
化
さ
れ 

た
「
言
葉
」
を
想
定
し
、
そ
れ
に
縋
ろ
う
と
す
る
ハ
ム
レ
ツ
ト
像
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。 

 ④
聖
書
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
に
つ
い
て 

 

『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
と
二
作
品
の
相
違
点
と
し
て
重
要
な
の
は
表
①
79
と
表
②
51
で
あ
る
。「nunnery

」
を
忠
実
に
訳
し
た
他
四 

作
品
と
は
異
な
り
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
に
「
寺
（
尼
寺
）
へ
行
け
」
と
の
表
現
は
出
て
こ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
「
テ
モ
テ
へ
の
手 

紙
一
」
第
二
章
一
五
節
の
聖
句
が
引
用
さ
れ
る
。
こ
の
聖
句
の
利
用
は
、『
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
に
だ
け
描
か
れ
る
オ
フ
ヰ
リ
ヤ
の
妊
娠 

に
も
関
わ
る
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
の
子
を
生
み
育
て
る
決
意
を
固
め
る
オ
フ
ヰ
リ
ヤ
像
を
設
定
す
る
こ
と
で
引
用
し
た
聖
句
が
実
体
を
持
つ 

「
言
葉
」
と
し
て
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。「
言
葉
」
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
確
か
な
「
言
葉
」
を
求
め
つ
つ
も
そ
の
「 

言
葉
」
自
体
に
裏
切
ら
れ
て
い
く
ハ
ム
レ
ツ
ト
が
作
品
に
描
か
れ
て
い
く
。 

88 
             

信
じ
ら
れ
な
い
。
僕
の
疑
惑
は
、
僕 

が
死
ぬ
ま
で
持
ち
つ
づ
け
る
。（
ハ
ム
）

―
「
九
」 

 

我
が
亡
き
後
に
如
何
な
る
悪
名
、
仔
細
が
知 

れ
ず
ば
、
残
ら
う
も
は
か
り
が
た
い
。
わ
れ 

を
ふ
真
心
あ
ら
ば
、
し
ば
ら
く
至
幸
に
遠
ざ 

か
り
、
憂
世
に
苦
し
き
命
延
か
り
、
我
が
た 

め
に
一
部
始
終
を
：
：（
ハ
ム
）
―
「
第
五 

幕
第
三
場
」 

邪
侈
、
残
忍
、
不
倫
の
行
為
、
つ
づ
い
て
不 

慮
の
裁
断
、
ま
つ
た
思
は
ぬ
殺
戮
、
余
儀
な 

き
苦
肉
の
計
略
乃
至
大
詰
の
此
惨
劇
、
企
み 

し
者
の
頭
上
に
応
報
せ
し
一
部
始
終
を
小
官 

つ
ぶ
さ
に
弁
じ
ま
せ
う
。（
ホ
レ
）
―
「
第 

五
幕
第
二
場
」 

 

 acts

は
女
王
と
王
の
醜
行
、
並
に 

H
am

let

父
子
に
対
す
る
彼
の
非 

人
情
至
極
の
罪
悪
行
為
。（H

or

―

Act5,Scene2

） 
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表
②
〈
ハ
ム
レ
ッ
ト
〉
の
系
譜
―
志
賀
直
哉
・
小
林
秀
雄
か
ら
太
宰
治
へ 

                                      
 

    

６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 
     

４ 
       

３ 
 

２ 
 

１ 
 
 
 

 
 

 
 
王
妃
に
は
、
生
み
の
母
と
い
ふ
安
心
が

あ
つ
て
、
そ
の
愛
情
を
頼
み
す
ぎ
て
、

そ
ん
な
事
を
い
ふ
の
で
せ
う
が
、
陰
の

愛
情
よ
り
も
、
あ
た
は
れ
た
言
葉
の
ほ 

こ
の
喪
服
だ
つ
て
、
私
た
ち
へ
の
い
や

が
ら
せ
で
す
。
先
王
の
死
を
、
も
は
や

忘
れ
た
の
か
と
い
ふ
、
当
て
こ
す
り
の

つ
も
り
な
の
で
せ
う
。（
王
妃
）
―
「
一
」 

  

わ
し
は
此
の
機
会
に
、
君
と
、
二
人
き

り
で
ゆ
つ
く
り
話
し
て
み
た
い
。（
王
）

―
「
一
」 

と
に
か
く
、
わ
し
は
ハ
ム
レ
ツ
ト
と
二

人
き
り
で
、
ゆ
つ
く
り
話
し
て
み
た
い

と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
み
ん
な
は
暫
く
向

か
う
へ
行
つ
て
い
て
下
さ
い
。（
王
）
―

「
一
」 

 
 

 

君
は
こ
の
ご
ろ
健
康
を
害
し
て
い
る
や

う
に
も
見
え
ま
す
。（
王
）
―
「
一
」 

 
 

君
は
、
ウ
イ
ツ
タ
ン
バ
ー
グ
の
大
学
へ
、

ま
た
行
き
た
い
と
云
つ
て
い
ま
し
た
ね
。

で
も
、
そ
れ
は
怺
へ
て
下
さ
い
。
わ
し 

か
ら
お
願
ひ
し
ま
す
。
君
は
、
も
う
す
ぐ

此
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
王
位
を
継
が
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
人
で
す
。（
略
）
そ
れ
ゆ
へ

君
は
、
い
ま
か
ら
わ
し
の
傍
に
い
て
、 

少
し
づ
つ
政
治
を
見
習
ふ
や
う
に
心
掛 

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
い
や
、
わ 

し
を
助
け
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。（
王 

）
―
「
一
」 

先
王
が
、
ま
こ
と
に
突
然
、
亡
く
な
つ

て
、
そ
の
涙
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
わ
し

の
や
う
な
者
が
位
を
継
ぎ
、
ま
た
、
此

の
度
は
ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
と
新
婚
の
式
を

行
ひ
、
わ
し
と
し
て
も
具
合
の
悪
い
事

で
し
た
が
、
す
べ
て
此
の
デ
ン
マ
ー
ク

の
為
で
す
。（
王
）
―
「
一
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」 

 
 
 

 

自
分
に
は
彼
の
母
が
彼
を
愛
す
る
や
う
に
は

到
底
愛
す
る
事
は
出
来
な
い
。（
略
）
二
人
の

間
で
は
愛
よ
り
も
今
は
理
解
で
あ
る
。
そ
し

て
理
解
し
合
へ
ば
其
処
に
ま
た
愛
も
湧
く
わ

邪
推
か
も
知
れ
な
い
が
、
彼
の
母
に
は
彼
の

父
の
死
後
、
余
り
に
早
く
結
婚
し
た
事
を
後

悔
し
て
ゐ
る
風
が
見
え
る
。
こ
れ
が
邪
推
で 

な
い
と
す
れ
ば
、
確
に
あ
の
眼
で
毒
注
さ
れ

た
考
で
あ
る
。
妻
は
彼
の
狂
気
が
其
処
に
原

因
し
て
ゐ
る
と
信
じ
て
ゐ
る
ら
し
い
。 

何
し
ろ
今
は
彼
と
語
り
合
ふ
べ
き
時
で
は
な 

い
。
そ
の
気
分
で
な
い
。
今
若
し
話
し
損
へ
ば
、

二
人
は
永
遠
に
取
り
か
へ
し
の
つ
か
ぬ
関
係 

に
な
り
か
ね
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

彼
が
近
頃
何
と
な
く
弱
つ
て
憂
鬱
に
な
つ
た

の
は
見
て
ゐ
て
も
気
の
毒
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

兎
も
角
も
、
ウ
イ
ツ
テ
ン
バ
ー
グ
の
大
学
へ 

行
く
事
を
思
ひ
止
つ
て
呉
れ
た
の
は
仕
合
せ 

で
あ
つ
た
。
今
の
ま
ま
で
別
れ
て
了
つ
た
ら
、

二
人
の
間
の
溝
は
遂
に
越
え
ら
れ
な
い
幅
に 

広
が
つ
て
了
ふ
だ
ら
う
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

兄
の
死
後
そ
の
妻
を
直
ぐ
妻
と
し
て
自
ら
そ

の
王
位
に
直
つ
た
、
単
に
そ
の
生
活
の
変
化

か
ら
云
つ
て
も
何
と
な
く
自
分
は
常
と
同
じ

調
子
で
は
過
ご
せ
な
い
。
ま
し
て
久
し
い
恋

―
そ
れ
に
は
殆
ど
望
み
を
断
つ
て
ゐ
た
恋
を

得
た
喜
び
に
は
自
分
の
心
の
均
衡
を
失
は
ず

に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。 

 
「
ク
ロ
ー
デ
イ
ア
ス
の
日
記
」 

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
お
ふ
え
り
や
遺
文
」 
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父
は
死
に
、
母
は
奪
は
れ
、
お
ま
け
に

あ
の
山
羊
の
お
ば
け
が
、
い
や
に
も
つ

た
ひ
ぶ
つ
て
僕
に
お
説
教
な
か
り
す

る
。
い
や
ら
し
い
。
き
た
な
ら
し
い
。

あ
あ
、
で
も
、
そ
れ
よ
り
も
、
僕
に
は
、

も
つ
と
苦
し
い
焼
け
る
思
ひ
も
の
も
の 

は
じ
め
は
身
振
り
だ
け
の
愛
の
挨
拶
で 

あ
つ
て
も
、
次
第
に
そ
こ
か
ら
本
当
の 

愛
が
滲
ん
で
湧
い
て
来
る
事
だ
つ
て
あ 

る
と
思
ひ
ま
す
。（
王
）
―
「
一
」 

わ
し
だ
つ
て
君
を
、
心
の
底
か
ら
我
が 

子
と
呼
ん
で
抱
き
し
め
る
程
の
愛
情
は
、

打
ち
明
け
た
と
こ
ろ
、
ど
う
し
て
も
感 

ぜ
ら
れ
な
い
状
態
な
の
で
す
か
ら
、
君 

に
だ
け
、
無
理
に
愛
せ
よ
等
と
は
云
へ 

ま
せ
ん
。（
王
）
―
「
一
」 

 

わ
し
も
思
つ
て
い
る
と
こ
ろ
を
虚
心
坦

懐
に
申
し
ま
す
か
ら
、
君
も
、
遠
慮
な 

さ
ら
ず
率
直
に
、
な
ん
で
も
云
つ
て
下 

さ
い
。
ど
ん
な
に
愛
し
合
つ
て
い
て
も
、

口
に
出
し
て
る
。
云
は
な
け
れ
ば
、
そ 

の
愛
が
互
ひ
に
わ
か
ら
な
い
で
い
る
事 

だ
つ
て
、
世
の
の
中
に
は
、
ま
ま
あ
る
の

で
す
。
人
類
は
言
葉
の
動
物
、
と
い
ふ 

哲
学
者
の
意
見
も
わ
し
に
は
、
わ
か
る
や

う
な
気
が
し
ま
す
。
け
ふ
は
、
よ
く
二
人

で
話
し
合
つ
て
み
ま
せ
う
。（
王
）
―
「
一
」

ハ
ム
レ
ツ
ト
、
大
き
く
な
っ
た
ね
。
も

う
、
わ
し
と
背
丈
が
同
じ
く
ら
ゐ
だ
。

こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
ど
ん
大
人
に
な
る

で
せ
う
。（
王
）
―
「
一
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
が
喪
服
を
着
て
い
た
つ
て
、

少
し
も
差
し
つ
か
へ
無
い
と
思
ひ
ま
す
。

少
年
の
感
傷
は
純
粋
な
も
の
で
す
。（
王
）

―
「
一
」 

う
が
重
大
な
の
で
す
。
わ
し
に
も
、
覚

へ
が
あ
り
ま
す
。
言
葉
に
拠
つ
て
、
自

分
の
全
部
が
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な

気
が
す
る
も
の
で
す
。（
王
）
―
「
一
」 

彼
の
自
分
の
行
為
に
対
す
る
見
方
は
裏
店
に

起
つ
た
或
姦
通
事
件
を
見
る
の
と
殆
ど
変
わ

つ
て
ゐ
な
い
。 

   

二
人
の
間
で
は
愛
よ
り
も
今
は
理
解
で
あ

る
。
そ
し
て
理
解
し
合
へ
ば
其
処
に
ま
た
愛

も
湧
く
わ
け
で
あ
る
。 

 

自
分
に
は
彼
の
母
が
彼
を
愛
す
る
や
う
に
は

到
底
愛
す
る
事
は
出
来
な
い
。
そ
れ
の
自
分

に
望
め
な
い
の
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
よ
し

ん
ば
出
来
て
も
、
彼
も
そ
れ
を
其
儘
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
人
間
で
は
も
う
な
い
。 

  

二
人
の
間
で
は
愛
よ
り
も
今
は
理
解
で
あ
る
。

そ
し
て
理
解
し
合
へ
ば
其
処
に
ま
た
愛
も
湧 

く
わ
け
で
あ
る
。 

         

彼
も
妻
が
思
つ
て
ゐ
る
よ
り
は
遥
か
に
大
人

で
あ
る
。 

   

寧
ろ
子
供
ら
し
い
男
で
あ
る
。
実
際
子
供
ら 

し
い
低
級
な
悪
意
の
示
し
方
で
あ
つ
た
。 

  

け
で
あ
る
。 
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叔
父
さ
ん
や
、
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
た
ち
は
知 

知
つ
て
ゐ
る
の
か
し
ら
。
い
つ
た
い
、 

あ
の
人
た
ち
は
、
ど
こ
に
耳
を
持
つ
て 

ゐ
る
の
だ
ら
う
。
聞
へ
て
も
、
聞
へ
ぬ 

 

乱
心
？
そ
り
や
あ
、
ま
た
滅
茶
だ
。
僕

は
艶
聞
か
何
か
だ
と
思
つ
て
い
た
。

（
略
）
ど
こ
か
ら
、
そ
ん
な
噂
が
出
た

の
だ
ら
う
。
は
は
あ
、
わ
か
つ
た
。
叔

父
さ
ん
の
宣
伝
だ
な
？ 

（
ハ
ム
）
―

「
三
」 

山
羊
の
叔
父
さ
ん
は
、
あ
れ
で
な
か
な 

か
ロ
マ
ン
チ
ス
ト
だ
か
ら
な
。（
略
）
先 

王
が
死
に
、
嗣
子
の
ハ
ム
レ
ツ
ト
は
そ
の

悲
し
み
に
耐
へ
得
ず
気
鬱
、
発
狂
。
こ
の

一
家
の
不
幸
を
背
負
ひ 

敢
然
立
つ
た 

る
新
王
こ
そ
は
ク
ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
。
芝
居 

に
し
た
ら
い
い
と
こ
ろ
だ
。
叔
父
さ
ん 

の
宣
伝
さ
。（
ハ
ム
）
―
「
三
」 

で
も
、
あ
ん
な
に
や
か
ま
し
く
、
こ
ま 

ご
ま
云
つ
て
や
る
の
は
、
わ
し
の
、
深
く

考
へ
た
上
で
の
計
略
な
ん
だ
。（
略
）な
に
、

み
ん
な
出
鱈
目
で
す
よ
。
ど
う
だ
つ
て 

い
い
事
ば
か
り
で
す
。レ
ヤ
チ
ー
ズ
に
は
、

レ
ヤ
チ
ー
ズ
の
生
活
流
儀
が
あ
る
で
せ 

う
。
時
代
も
、
か
わ
つ
て
い
る
で
せ
う
。

（
略
）老
い
の
繰
言
と
い
ふ
奴
だ
。（
ポ
ロ
）

―
「
二
」 

の
ぼ
せ
あ
が
つ
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
仕
様 

が
無
い
。（
レ
ヤ
）
―
「
二
」 

お
父
さ
ん
は
、
の
ん
き
だ
か
ら
ま
だ
御

存
知
な
い
や
う
だ
が
、
も
し
お
父
さ
ん

に
知
ら
れ
た
、
ど
ん
な
事
に
な
る
か
。

お
父
さ
ん
は
責
任
上
、
い
ま
の
重
職
を

辞
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
僕
の
前
途
も
、

ま
つ
く
ら
や
み
だ
。
お
前
は
、
て
て
無

し
子
を
抱
へ
て
乞
食
に
で
も
な
る
さ
。

(

レ
ヤ
）
―
「
二
」 

 

が
あ
る
の
だ
。
い
や
、
何
も
か
も
だ
。 

み
ん
な
苦
し
い
。 

（
ハ
ム
）
―
「
一
」 

老
人
は
自
分
が
老
人
の
云
ふ
事
を
其
儘
に
承 

け
入
れ
な
い
も
の
で
、
彼
と
娘
と
を
人
の
ゐ 

な
い
広
間
の
廊
下
で
偶
然
の
や
う
に
会
は
せ 

て
見
よ
う
と
云
ひ
出
し
た
。
立
聞
き
は
快
い 

事
で 

老
人
は
自
身
見
て
で
も
ゐ
た
や
う
に
芝
居 

が
か
り
の
身
振
り
で
、
そ
れ
を
話
し
て
、
で
、

確
か
に
そ
れ
は
彼
が
恋
故
に
気
が
狂
つ
た
証 

拠
だ
と
い
ふ
。 

何
と
な
く
低
意
の
あ
る
イ
ヤ
な
眼
だ
。
自
分 

は
あ
の
呪
ふ
や
う
な
眼
で
凝
然
と
見
ら
れ
る 

時
に
心
の
自
由
を
失
ふ
や
う
な
気
が
す
る
。

（
略
）
恋
故
に
悶
え
て
ゐ
る
者
の
眼
で
は
確 

に
な
い
。 

 

あ
の
老
人
は
自
身
酸
い
も
甘
い
も
す
つ
か
り 

噛
み
分
け
て
居
る
と
い
ふ
自
信
（
大
し
た
根 

拠
も
な
い
）
に
捕
は
れ
て
ゐ
る
男
だ
。
だ
か 

ら
、
何
も
彼
も
早
わ
か
り
の
、
早
片
づ
け
を 

し
て
一
人
で
呑
み
込
ん
で
ゐ
る
。
決
し
て
物 

の
解
つ
た
人
間
で
は
な
い
。 

確
か
に
そ
れ
は
彼
が
恋
故
に
気
が
狂
つ
た 

証
拠
だ
と
い
ふ
。 

尚
、
老
人
は
自
慢
ら
し
く
娘
が
老
人
の
意
思

通
り
に
綺
麗
に
彼
を
撥
ね
つ
け
た
事
を
口

巧
者
に
し
や
べ
り
立
て
て
ゐ
た
が
、
自
分
に

は
そ
れ
を
其
儘
に
は
承
け
入
れ
兼
ね
る
事

が
あ
る
。 

  

 

あ
な
た
だ
つ
て
、
気
違
ひ
は
気

違
ひ
で
す
。
早
く
ク
ロ
オ
デ
ィ

ヤ
ス
様
を
お
殺
し
に
な
る
が
い

い
、
妾
は
知
り
ま
せ
ん
。 

 

妾
は
あ
な
た
が
恋
し
い
、
ど
う

し
て
も
、
恋
し
い
、
聞
い
て
頂

く
事
が
一
杯
あ
る
の
で
す
、 
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此
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
為
と
あ
つ
て
、 

ク
ロ
ー
デ
イ
ヤ
ス
ど
の
と
、
名
目
ば 

か
り
で
す
が
、
夫
婦
と
な
つ
た
と
い 

ふ
事
も
、
あ
の
子
に
と
つ
て
は
意
外 

な
事
で
、
よ
つ
ぽ
ど
気
持
を
暗
く
さ 

せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。 

（
王
妃
）
―
「
四
」 

叔
父
さ
ん
も
、
可
哀
そ
う
に
。
せ
つ 

か
く
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
る
と
こ 

ろ
な
の
に
、
そ
ん
な
噂
を
立
て
ら
れ 

て
ち
や
、
台
無
し
だ
。
ひ
ど
過
ぎ
る
。

不
愉
快
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
三
」 

そ
の
幽
霊
の
曰
く
で
す
。
我
輩
は
ク 

ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
に
殺
さ
れ
た
、
ク
ロ
ー 

ヂ
ヤ
ス
は
、
わ
が
妃
に
恋
慕
し
、（
ホ
レ
）

―
「
三
」 

そ
い
つ
あ
、
ひ
ど
い
。
恋
慕
は
ひ
ど
い
。

お
母
さ
ん
は
総
入
歯
だ
ぜ
。（
ハ
ム
）
―

「
三
」 

だ
け
ど
叔
父
さ
ん
は
、
悪
い
人
ぢ
や 

な
い
。
そ
れ
だ
け
は
、
た
し
か
だ
。 

小
さ
い
策
士
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
、

決
し
て
大
き
い
悪
党
ぢ
や
な
い
。(

ハ
ム)

―
「
三
」 

あ
の
人
た
ち
は
、
も
う
と
し
を
と
つ 

て
い
る
し
、
ま
あ
茶
飲
友
達
で
も
作 

る
や
う
な
気
持
で
結
婚
し
た
ん
だ
ら 

う
が
、
僕
に
は
、
や
つ
ぱ
り
何
だ
か
、

て
れ
く
さ
い
な
。
で
も
僕
は
、
そ
ん 

な
事
は
、
あ
ま
り
深
く
考
へ
な
い
や 

う
に
し
て
い
る
ん
だ
。
仕
様
が
な
い 

じ
や
な
い
か
。
人
の
子
と
し
て
、
あ 

れ
こ
れ
親
の
事
を
下
劣
に
詮
索
す
る 

の
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
悪
徳
だ
。（
ハ

ム
）
―
「
三
」 

ふ
り
を
し
て
い
る
の
か
な
？
腹
黒
い

か
ら
な
あ
、
あ
の
人
た
ち
は
。（
ハ
ム
）

―
「
三
」 

善
良
な
妻
の
自
分
に
対
す
る
態
度
は
総
て
生

前
の
兄
へ
対
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。 

妻
は
彼
の
狂
気
が
其
処
に
原
因
し
て
ゐ
る
と

信
じ
て
ゐ
る
ら
し
い
。 

貴
様
は
乃
公
に
覚
え
も
な
い
敵
役
を
演
じ
さ 

よ
う
と
そ
れ
を
強
ひ
て
来
る
。
さ
う
だ
、
貴 

様
の
は
そ
れ
を
強
い
て
来
た
の
だ
。
そ
れ
は 

許
せ
な
い
。 

 

久
し
い
恋
―
そ
れ
に
は
殆
ど
望
み
を
断
つ
て 

ゐ
た
恋
を
得
た
喜
び
に
は
自
分
の
心
の
均
衡 

を
失
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。 

乃
公
が
何
時
貴
様
の
父
を
毒
殺
し
た
？ 

今
に
な
つ
て
見
れ
ば
自
分
は
遂
に
其
の
弱
点

を
彼
か
ら
突
き
込
ま
れ
た
の
で
あ
つ
た
。 

彼
が
生
れ
ぬ
前
か
ら
彼
の
母
を
恋
し
て
ゐ
た

事
ま
で
打
ち
明
け
て
差
し
支
へ
な
い
。
彼
の

自
分
の
行
為
に
対
す
る
見
方
は
裏
店
に
起
つ

た
或
姦
通
事
件
を
見
る
の
と
殆
ど
変
つ
て
ゐ

な
い
。 

は
な
い
が
、
兎
も
角
も
承
知
し
て
置
い
た
。 
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娘
の
幸
福
の
た
め
に
は
、
王
を
さ
へ 

裏
切
ら
う
と
す
る
人
間
で
す
。（
ポ
ロ
）

―
「
五
」 

 

い
ま
は
、
た
の
み
と
す
べ
き
は
、
ハ 

ム
レ
ツ
ト
さ
ま
、
あ
な
た
だ
け
で
す
。 

 

結
婚
し
ま
す
。
あ
た
り
前
で
す
。
ど 

ん
な
障
害
が
あ
つ
て
も
結
婚
し
な
け 

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
僕
は
、
オ
フ
イ 

リ
ヤ
を
愛
し
て
い
ま
す
。（
ハ
ム
）
―

「
五
」 

ど
う
だ
か
、
あ
ぶ
な
い
も
の
で
す
。 

ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
、
あ
な
た
は
、
お 

若
い
。（
ポ
ロ
）
―
「
五
」 

寄
つ
て
た
か
つ
て
、
僕
を
本
物
の
気
違

ひ
に
し
や
う
と
し
て
い
る
。（
ハ
ム
）
―

「
五
」 

オ
フ
イ
リ
ヤ
の
事
は
、
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス 

が
巧
み
に
処
理
し
て
呉
れ
る
で
せ
う 

し
、
わ
し
と
し
て
も
出
来
る
だ
け
の 

事
は
、
し
て
あ
げ
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。

（
王
）
―
「
四
」 

      

ハ
ム
レ
ツ
ト
の
い
ら
い
ら
し
て
い
る 

わ
け
が
、
や
つ
と
、
わ
か
り
ま
し
た
。

（
王
）
―
「
四
」 

困
つ
た
事
で
す
。オ
フ
イ
リ
ヤ
が
、（
王
）

―
「
四
」 

オ
フ
イ
リ
ヤ
は
、
妊
娠
し
た
と
い
ふ 

の
で
す
。（
王
妃
）
―
「
四
」 

王
妃
は
、
す
ぐ
怒
る
か
ら
い
け
ま
せ
ん
。

（
王
）
―
「
四
」 

    

老
人
は
自
分
が
老
人
の
云
ふ
事
を
其
儘
に
承 

け
入
れ
な
い
も
の
で
、
彼
と
娘
と
を
人
の
ゐ 

な
い
広
間
の
廊
下
で
偶
然
の
や
う
に
会
は
せ 

て
見
よ
う
と
云
ひ
出
し
た
。 

彼
が
あ
の
娘
を
恋
し
て
ゐ
る
事
は
自
分
も 

感
じ
て
ゐ
た
。 

老
人
は
彼
の
恋
を
割
の
浮
い
た
も
の
の
や
う 

に
解
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
可
哀
想
だ
。 

 

あ
あ
、
皆
が
寄
つ
て
た
か
つ
て
乃
公
を
気
違
ひ

に
し
よ
う
と
云
う
の
だ
。 

 

今
朝
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
老
人
が
何
か
あ
わ
た
だ 

し
い
用
事
で
で
も
あ
る
や
う
に
、
娘
の
オ
フ 

イ
リ
ア
を
彼
が
恋
し
て
ゐ
る
や
う
だ
と
話
し 

て
行
つ
た
。
老
人
は
又
く
ど
く
自
分
が
十
二 

分
の
警
戒
を
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
に
就
て 

は
心
配
し
な
い
で
く
れ
と
云
つ
て
ゐ
た
。
正 

直
に
い
へ
ば
彼
が
其
恋
を
心
か
ら
深
く
味
つ 

て
呉
れ
る
事
を
自
分
は
望
む
の
で
あ
る
。
さ 

う
す
れ
ば
彼
の
母
に
対
す
る
自
分
の
恋
に
も 

其
処
か
ら
多
少
の
理
解
が
湧
い
て
来
ね
ば
な 

ら
ぬ
筈
で
あ
る
。 

第
一
に
彼
の
自
分
を
見
る
眼
が
此
二
三
日
非 

常
に
不
愉
快
に
な
つ
た
。
何
と
な
く
底
意
の 

あ
る
イ
ヤ
な
眼
だ
。（
略
）
恋
に
悶
え
て
ゐ 

る
者
の
眼
で
は
確
に
な
い
。 

    

此
平
和
な
女
ら
し
い
性
質
を
不
満
足
に
思
ふ 

の
は
自
分
が
悪
い
。
自
分
は
妻
の
あ
の
平
和 

な
性
質
を
其
儘
に
此
家
の
中
の
調
子
に
し
た 

い
と
思
ふ
。 

自
分
は
彼
女
の
善
良
な
弱
い
性
質
を
よ
く
知 

つ
て
ゐ
る
。 
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女
に
は
、
か
な
ら
ず
女
の
、
く
だ
ら 

な
さ
が
あ
る
も
の
で
せ
う
。
ど
う
仕 

様
も
無
い
も
の
で
す
ね
。
こ
ん
な
歳 

に
な
つ
て
も
ま
だ
、
デ
ン
マ
ー
ク
の 

国
よ
り
は
雛
菊
の
花
一
輪
の
ほ
う
を
、

本
当
は
、
こ
つ
そ
り
愛
し
て
い
る
の 

で
す
も
の
。
女
は
、
だ
め
で
す
ね
。 

（
王
妃
）
―
「
六
」 

先
王
に
も
、
現
王
に
も
、
ま
た
ハ
ム 

レ
ツ
ト
に
も
、
み
ん
な
に
だ
ま
さ
れ 

て
い
た
の
で
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
た
め
、

と
い
ふ
言
葉
は
、
な
ん
だ
か
大
き
い 

崇
高
な
意
味
を
持
つ
て
い
る
や
う
で 

私
は
い
つ
で
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
た 

め
と
ば
か
り
思
つ
て
、
苦
し
い
事
で 

も
悲
し
い
事
で
も
怺
へ
て
来
ま
し
た
。

神
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
尊
い
お
仕 

事
を
し
て
ゐ
る
の
だ
と
い
ふ
誇
り
が 

あ
つ
た
も
の
で
す
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん 

淋
し
い
時
で
も
我
慢
が
出
来
た
の 

で
す
。（
王
妃
）
―
「
六
」 

女
も
浅
墓
は
も
の
で
す
が
、
男
の
ひ 

と
も
、
あ
ん
ま
り
利
巧
と
は
云
え
ま 

せ
ん
ね
。
あ
た
た
達
に
は
、
ま
だ
、 

こ
の
辺
い
つ
ぱ
い
に
様
々
の
草
花
も 

咲
き
乱
れ
ま
す
。
金
鳳
花
、
い
ら
く
さ
、

雛
菊
、
そ
れ
か
ら
紫
蘭
、
あ
の
紫
蘭
の 

事
を
、
し
も
じ
も
の
者
た
ち
は
、
な 

ん
と
呼
ん
で
ゐ
る
か
、
オ
フ
イ
リ
ヤ
は
、

ご
存
じ
か
な
？
（
王
妃
）
―
「
六
」 

    

実
は
、
こ
の
ご
ろ
の
城
中
の
、
も
う 

一
つ
の
暗
い
噂
、
あ
れ
を
、
ポ
ロ
ー 

ニ
ヤ
ス
は
信
じ
て
い
ま
す
。（
ポ
ロ
）
―

「
五
」 

   

（
ポ
ロ
）
―
「
五
」 

 

善
良
な
妻
の
自
分
に
対
す
る
態
度
は
総
て
生 

生
前
の
兄
へ
対
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。 

自
分
は
妻
の
あ
の
平
和
な
性
質
を
其
儘
に
此 

家
の
中
の
調
子
に
し
た
い
と
思
ふ
。 

自
分
は
彼
女
の
善
良
な
弱
い
性
質
を
よ
く
知 

つ
て
ゐ
る
。 

自
分
は
妻
程
に
女
ら
し
い
優
し
い
美
し
い
心 

を
持
つ
た
女
を
知
ら
な
い
。 

 
乃
公
が
何
時
貴
様
の
父
を
毒
殺
し
た
？
誰
が 

そ
れ
を
見
た
？
見
た
者
は
誰
だ
？
一
人
で
も 

さ
う
い
ふ
人
間
が
あ
る
か
？
一
体
貴
様
の
頭 

は
何
か
ら
そ
ん
な
考
を
得
た
？
貴
様
は
そ
れ 

を
聞
い
た
の
か
？
知
つ
た
の
か
？
想
像
し
た 

の
か
？ 

 

 
眼
の
す
ぐ
前
に
、
は
つ
き
り
と
手 

だ
け
が
見
え
て
、
そ
の
手
が
白
い 

雛
菊
と
い
ら
く
さ
の
束
を
握
つ
て 

ゐ
ま
す
あ
そ
こ
に
毛
莨
が
一
杯
咲 

い
て
ゐ
ま
す
。 

雛
菊
に
、
い
ら
く
さ
に
、
毛
莨
に
、

要
ら
な
い
花
は
、
パ
ン
屋
の
娘
に 

や
り
ま
し
た
。 

雛
菊
に
、
い
ら
く
さ
に
毛
莨
に
、 

パ
ン
な
ん
か
要
ら
な
い
ん
で
す
、 

妾
は
知
つ
て
を
り
ま
し
た
。
王
様 

の
亡
霊
の
事
だ
つ
て
、
ホ
レ
エ
シ 

ヨ
様
を
だ
ま
し
て
聞
き
ま
し
た
。 
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お
性
格
だ
つ
て
、
決
し
て
御
立
派
で 

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
め
め
し
い
と
で 

も
申
し
ま
せ
う
か
、
ひ
と
の
陰
口
ば 

か
り
を
気
に
し
て
、
い
つ
も
い
ら
い 

ら
な
さ
つ
て
居
り
ま
す
。
い
つ
か
の 

夜
な
ど
、
信
じ
ら
れ
る
の
は
お
前
だ 

け
だ
、
僕
は
人
に
だ
ま
さ
れ
利
用
さ 

れ
て
ば
か
り
い
る
、
僕
は
可
哀
想
な 

子
な
の
だ
か
ら
お
前
だ
け
で
も
僕
を 

捨
て
な
い
で
お
く
れ
、
と
聞
い
て
い 

て
浅
間
し
く
な
る
ほ
ど
気
弱
い
事
を 

お
つ
し
や
つ
て
、
両
手
で
顔
を
覆
ひ
、

泣
く
真
似
を
な
さ
い
ま
し
た
。
ど
う 

し
て
、
あ
ん
な
、
気
障
な
お
芝
居
を 

な
さ
る
の
で
せ
う
。
さ
う
し
て
ち
よ 

つ
と
で
も
あ
た
し
が
慰
め
の
言
葉
を 

か
ら
だ
の
具
合
も
、
さ
い
わ
い
今
朝 

か
ら
、
こ
ん
な
に
す
つ
き
り
し
て
来 

し
た
し
、
も
う
こ
れ
か
ら
は
、
い
じ 

け
ず
に
、
昔
の
と
ほ
り
に
お
転
婆
な 

オ
フ
イ
リ
ヤ
に
な
る
の
で
す
。（
オ
フ
）

―
「
六
」 

   

あ
の
子
は
、
あ
な
た
の
事
で
半
狂
乱 

の
様
子
で
す
し
、
他
の
人
だ
つ
て
、 

自
分
の
地
位
や
面
目
の
事
ば
か
り
心 

配
し
て
、
あ
ち
こ
ち
走
り
廻
つ
て
ゐ 

る
や
う
な
具
合
で
す
か
ら
、
ち
つ
と 

も
頼
り
に
な
り
ま
せ
ん
。（
王
妃
）
―

「
六
」 

 

わ
か
つ
て
い
な
い
で
せ
う
が
、
男
の 

ひ
と
と
は
、
そ
れ
は
気
の
毒
な
く
ら
ゐ
、

私
た
ち
の
事
を
考
へ
て
ゐ
る
も
の
な
の 

で
す
よ
。（
王
妃
）
―
「
六
」 

其
時
彼
は
娘
に
こ
ん
な
事
を
云
つ
て
ゐ
た
自 

分
は
元
来
は
正
直
だ
が
、
高
慢
で
、
執
念
深 

く
て
、
そ
れ
に
野
心
が
激
し
く
て
、
若
し
自 

分
で
許
せ
さ
へ
す
れ
ば
、
か
な
り
の
悪
事
も 

仕
か
ね
な
い
。
が
、
只
そ
れ
を
調
整
へ
る
思 

案
と
、
そ
れ
に
像
を
附
け
る
想
像
力
と
が
な 

く
、
又
時
も
場
合
も
な
い
か
ら
仕
方
な
い
の 

だ
。 

あ
の
女
ら
し
い
、
賢
い
娘
に
は
自
分
も
同
情 

を
持
つ
て
ゐ
る
。 

妻
は
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
の
娘
に
、「
あ
の
子
の
心 

が
狂
つ
た
の
が
お
前
の
き
り
や
う
故
で
あ
れ 

と
念
じ
て
居
ま
す
。
そ
れ
な
ら
又
お
前
の
気 

立
で
あ
れ
を
正
気
に
さ
す
事
も
出
来
ま
せ 

う
か
ら
：
：
」 

 

何
も
彼
も
空
し
い
、
さ
う
、
さ
う
、

あ
な
た
の
お
好
き
な
お
話
し
で
す 

妾
は
飽
き
飽
き
す
る
程
、
聞
か
さ 

れ
ま
し
た
。：
：
空
し
い
と
、
ど
う 

な
ん
で
せ
う
、
何
に
も
ど
う
に
も 

つ
て
は
く
れ
な
い
。
言
つ
て
み
た 

い
だ
け
な
ん
で
す
。
あ
な
た
も
そ 

ん
な
事
を
言
つ
て
み
た
い
お
方
な 

の
で
す
。
い
い
え
、
妾
だ
け
は
別 

で
す
、
別
で
ち
つ
と
も
か
ま
ひ
ま 

せ
ん
。 

あ
な
た
の
、
さ
う
い
ふ
お
話
し
を 

い
つ
も
上
の
空
で
聞
い
て
ゐ
る
と 

言
つ
て
は
、
妾
の
事
を
お
責
め
に 

な
つ
た
。
妾
は
、
ち
や
ん
と
聞
い 

て
を
り
ま
し
た
。
た
だ
、
妾
の
顔 

：
：
ど
う
せ
、
妾
は
子
供
な
ん
で
す
。

何
に
も
知
ら
な
い
子
供
で
す
、
そ 

ん
な
に
幾
度
も
お
つ
し
や
ら
な
く 

と
も
い
い
。
妾
は
、
あ
な
た
の
様 

に
悧
巧
に
な
る
暇
が
な
か
つ
た
、 

な
ん
に
も
覚
え
る
暇
は
な
か
つ
た
。

そ
の
代
り
、
色
々
な
事
を
無
理
矢 

理
に
覚
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
お 

つ
し
や
る
様
に
無
邪
気
な
の
か
も 

わ
か
ら
な
い
、
だ
け
ど
、
あ
な
た 

に
は
わ
か
ら
な
い
。
無
邪
気
が
、 

ど
ん
な
に
悲
し
い
も
の
だ
か
御
存 

知
な
け
れ
ば
、
無
邪
気
だ
、
と
お 

つ
し
や
つ
た
つ
て
詮
な
い
事
だ
。 

あ
な
た
だ
つ
て
、
気
違
ひ
は
気
違 

ひ
で
す
。
早
く
ク
ロ
オ
デ
ィ
ヤ
ス 

様
を
お
殺
し
に
な
る
が
い
い
、
妾 

は
知
り
ま
せ
ん
。
何
ん
に
も
知
り 

ま
せ
ん
。 

：
：
あ
あ
、
あ
な
た
は
何
ん
と
遠 

い
処
で
暮
し
て
い
ら
つ
し
や
る
。 
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あ
た
し
は
感
じ
た
事
を
、
い
つ
わ
ら
ず
、

そ
の
ま
ん
ま
申
し
上
げ
た
筈
で
ご
ざ 

躊
躇
し
て
い
る
時
に
は
、
た
ち
ま
ち 

声
を
荒
く
し
て
、
あ
あ
僕
は
不
幸
だ
、

誰
も
僕
の
く
る
し
み
を
わ
か
つ
て
く 

れ
な
い
、
僕
は
世
界
中
で
一
ば
ん
不 

幸
だ
、
孤
独
だ
等
と
お
つ
し
や
つ
て
、

髪
の
毛
を
む
し
り
、
せ
つ
な
さ
う
に 

呻
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
自
分
を
、

無
理
矢
理
悲
劇
の
主
人
公
に
な
さ
ら 

な
け
れ
ば
、
気
が
す
ま
な
い
御
様
子 

で
あ
り
ま
し
た
。
突
然
立
ち
上
つ
て
、

壁
に
は
つ
し
と
コ
ー
ヒ
ー
茶
碗
を
ぶ 

つ
け
て
、
み
じ
ん
に
し
て
し
ま
ふ
事 

も
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
う
か
と
思
ふ
と
、

た
い
へ
ん
な
御
機
嫌
で
、
世
の
中
に 

僕
以
上
に
脳
の
鋭
敏
な
男
は
無
い
の 

だ
、
僕
が
稲
妻
の
や
う
な
男
だ
、
僕 

に
は
、
な
ん
で
も
わ
か
つ
て
い
る
の
だ
、

悪
魔
だ
つ
て
僕
を
欺
く
事
は
出
来
な 

い
、
僕
が
そ
の
気
に
さ
へ
な
れ
ば
、 

ど
ん
な
事
だ
つ
て
出
来
る
、
ど
ん
な 

恐
ろ
し
い
冒
険
に
で
も
僕
は
必
ず
成 

功
す
る
、
僕
は
天
才
だ
等
と
お
つ
し 

や
つ
て
、
あ
た
し
が
微
笑
ん
で
首
肯 

く
と
、
い
や
お
前
は
僕
を
馬
鹿
に
し 

て
い
る
、
お
前
は
僕
を
法
螺
吹
き
だ 

と
思
つ
て
ゐ
る
の
に
違
ひ
な
い
、
お 

前
は
僕
を
信
じ
な
い
か
ら
だ
め
だ
、 

お
前
な
ん
か
に
は
わ
か
ら
な
い
、
と 

急
に
不
機
嫌
に
お
な
り
に
な
つ
て
、 

あ
た
し
が
ど
ん
な
に
誓
言
し
て
も
、 

こ
ん
ど
は
、
ひ
ど
く
調
子
づ
い
て
御 

自
身
の
事
を
滅
茶
苦
茶
に
悪
く
お
つ 

し
や
い
ま
す
。（
略
）
け
れ
ど
も
、
あ 

た
し
は
、
あ
の
お
方
を
好
き
で
す
。 

あ
ん
な
お
方
は
、
世
界
中
に
居
り
ま 

せ
ん
。
ど
こ
や
ら
、
と
て
も
、
す
ぐ 

れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
や
う
に
、
あ
た 

し
に
は
思
は
れ
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な 

可
笑
し
な
点
が
あ
る
に
し
て
も
、
ど 

こ
や
ら
に
、
神
の
御
子
の
や
う
な
匂 

ひ
が
致
し
ま
す
。（
オ
フ
）
―
「
六
」 

  

：
夜
が
明
け
た
ら
、
い
や
、
い
や
そ 

ん
な
に
急
ぐ
事
は
な
い
、
妾
は
か 

  

が
上
の
空
だ
つ
た
の
で
せ
う
。
そ 

れ
と
も
、
何
一
つ
空
し
い
も
の
は 

な
い
様
な
顔
を
し
て
ゐ
ま
し
た
か 

き
つ
と
、
そ
れ
が
お
気
に
触
つ
た 

ん
で
せ
う 

あ
な
た
は
、
何
ん
で
も
妾
の
知
ら 

な
い
事
で
お
腹
を
お
立
て
に
な
る
。

知
ら
な
い
振
り
を
し
て
る
、
と
お 

つ
し
や
る
。 

妾
は
、
あ
な
た
の
お
顔
を
見
て
ゐ 

る
時
ほ
ど
、
忙
し
い
思
ひ
を
し
た 

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
胸 

の
四
角
な
鎖
を
数
へ
な
が
ら
、
何 

ん
と
い
ふ
思
ひ
を
し
た
事
だ
ら
う
。

妾
の
頭
は
わ
け
の
解
ら
な
い
、
支 

へ
切
れ
な
い
思
案
で
、
い
つ
も
一 

杯
に
な
つ
て
ゐ
た
。
妾
は
仕
方
な
く
、

ほ
ん
と
に
仕
方
が
な
い
の
で
笑
つ 

て
ゐ
た
。 
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イ
ギ
リ
ス
の
女
流
詩
人
の
な
ん
だ

か
、
ひ
ど
く
甘
つ
た
る
い
大
時
代
の

作
品
を
、
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
が
見
つ
け

て
来
て
、
こ
れ
を
台
本
に
し
て
三
人

で
朗
読
劇
を
や
ら
う
と
言
ひ
出
す
始 

末
な
の
だ
か
ら
恐
れ
い
る
。
し
か
も 

ど
う
や
ら
僕
は
オ
フ
イ
リ
ヤ
に
、
ま

い
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
ら
し
い
。
だ

ら
し
の
無
い
話
だ
。
ド
ン
フ
ア
ン
を

気
取
つ
て
修
行
の
旅
に
出
か
け
て
、

ま
ず
手
は
じ
め
に
と
、
ひ
と
り
の
小

娘
を
、
や
つ
と
の
事
で
口
説
き
落
し

た
が
、
そ
の
娘
さ
ん
と
別
れ
た
と
い

ふ
笑
ひ
話
。（
ハ
ム
）
―
「
七
」 

い
ま
す
。
あ
た
し
の
申
し
上
げ
た
事
は
、

皆
ほ
ん
と
う
な
の
で
す
。
あ
れ
こ
れ 

と
食
ひ
ち
が
ふ
の
は
、
き
つ
と
、
あ 

た
し
の
言
ひ
か
た
が
下
手
な
せ
い
で 

せ
う
。
あ
た
し
は
王
妃
さ
ま
に
だ
け 

は
嘘
を
つ
く
ま
ひ
と
思
つ
て
ゐ
ま
す 

し
、
ま
た
、
嘘
を
つ
い
て
も
、
そ
れ 

に
だ
ま
さ
れ
つ
や
う
な
王
妃
さ
ま
で 

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
た
し
は 

感
じ
た
事
、
思
つ
て
ゐ
る
事
を
、
の 

こ
ら
ず
全
部
申
し
上
げ
や
う
と
、
あ 

せ
る
の
で
す
が
、
申
し
上
げ
た
い
と 

思
ふ
心
ば
か
り
が
、
さ
き
に
走
つ
て 

い
つ
て
、
言
葉
が
愚
図
愚
図
し
て
、 

の
ろ
く
さ
く
て
、
な
か
な
か
、
心
の 

中
の
も
の
を
、
そ
つ
く
り
言
ひ
現
わ 

す
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
あ
た
し
は
、 

神
さ
ま
に
誓
つ
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、

あ
た
し
は
正
直
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ 

た
し
は
、
愛
し
て
い
る
お
か
た
に
だ 

け
は
正
直
に
な
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。 

あ
た
し
は
王
妃
さ
ま
を
好
き
な
の
で
、

一
言
も
嘘
を
申
し
上
げ
ま
い
と
努
め 

て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
努
力 

す
る
程
あ
た
し
の
言
葉
が
、
下
手
に 

な
り
ま
す
。（
オ
フ
）
―
「
六
」 

老
人
に
、
昔
大
学
で
芝
居
を
し
た
時
、
何
の 

役
を
演
た
か
と
貴
様
が
訊
い
た
。
老
人
は
シ 

ー
ザ
ー
に
な
つ
て
殺
さ
れ
ま
し
た
と
答
へ
た
。

其
時
貴
様
は
何
故
乃
公
の
顔
を
盗
み
見
た
？ 

貴
様
は
其
時
ど
れ
だ
け
正
当
に
乃
公
の
顔
か 

ら
乃
公
の
心
を
読
み
取
る
事
が
出
来
た
と
信 

彼
が
あ
の
娘
を
恋
し
て
ゐ
る
事
は
自
分
も

感
じ
て
い
た
。 

  

 

そ
れ
な
ら
、
今
頃
は
船
の
上
で
、

妾
の
事
な
ど
少
し
位
は
考
へ
て
い

ら
つ
し
や
る
か
。
妾
の
事
な
ぞ
お

考
へ
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
の

に
。
妾
は
あ
な
た
の
事
な
ん
か
ち

つ
と
も
考
へ
て
は
を
り
ま
せ
ん
、

朝
か
ら
自
分
の
身
の
上
の
事
ば
か

り
思
つ
て
を
り
ま
し
た
。 

妾
は
あ
な
た
が
恋
し
い
、
ど
う
し
て

も
、
恋
し
い
、 

う
し
て
書
い
て
ゐ
る
方
へ
行
け
ば 

い
い
、
書
い
て
ゐ
る
方
へ
は
こ
ん 

で
行
か
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
、
で 

も
何
を
書
い
た
ら
い
い
の
だ
ら
う
。 

：
：
言
葉
は
み
ん
な
、
妾
を
よ
け
て
、

紙
の
上
に
と
ま
つ
て
行
き
ま
す
。：
：

一
体
、
何
ん
だ
ら
う
、
こ
ん
な
も 

の
が
、：
：
こ
ん
な
妙
な
蟲
み
た
い 

な
も
の
が
、
ど
う
し
て
妾
の
味
方 

だ
と
思
へ
る
も
の
か
。
妾
は
、
も 

つ
と
確
か
な
顔
を
し
た
も
の
に
も
、

幾
度
も
、
裏
切
ら
れ
て
来
た
、
例 

へ
ば
、：
：
飽
き
飽
き
し
ま
し
た
。 

ね
え
、
だ
か
ら
何
か
外
の
事
を
書 

き
ま
せ
う
。
だ
か
ら
、
書
い
た
つ 

て
書
い
た
つ
て
、
ほ
ん
と
に
ど
う 

し
た
ら
い
い
の
だ
ら
う
：
：
あ
あ
、

妾
は
疲
れ
た
。：
：
あ
あ
、
言
葉
は 

何
に
も
お
し
ま
ひ
に
し
て
く
れ
な 

い
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
出
鱈
目
で
す
。

前
の
方
は
お
読
み
に
な
つ
て
は
い 

け
な
い
、
だ
か
ら
堪
忍
し
て
下
さ
い 
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ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
は
、
最
初
は
あ
ん
な
に 

気
が
す
す
ま
な
い
や
う
な
事
を
云
つ
て 

い
な
が
ら
、
稽
古
が
は
じ
ま
る
と
急
に 

活
気
づ
い
て
来
て
、
ウ
イ
ツ
タ
ン
バ
ー 

グ
の
劇
研
究
会
仕
込
み
と
か
い
ふ
奇
妙 

な
台
詞
ま
は
し
で
黄
色
ひ
声
を
張
り 

あ
げ
て
い
た
。
あ
い
つ
は
本
当
に
正 

直
な
男
だ
。
自
分
の
感
情
を
、
ち
つ 

と
も
加
工
し
な
い
で
言
動
に
あ
ら
は 

す
。
ど
ん
な
、
へ
ま
を
演
じ
て
も
何 

だ
か
綺
麗
だ
。
い
や
ら
し
い
と
こ
ろ 

が
無
い
。
し
ん
か
ら
謙
虚
な
、
あ
き 

ら
め
を
知
つ
て
ゐ
る
男
だ
。
そ
れ
に 

較
べ
て
こ
の
僕
は
、
あ
あ
、
馬
鹿
だ
。

（
ハ
ム
）
―
「
七
」 

ホ
レ
ー
シ
ョ
ー
ど
の
は
、
も
う
、
此
の 

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
の
役
は
、
花
嫁
と
い

ふ
の
だ
か
ら
滅
茶
だ
。
な
る
ほ
ど
そ

の
詩
の
内
容
は
、
い
ま
の
叔
父
上
と

母
に
と
つ
て
は
、
ち
よ
つ
と
手
痛
ひ

か
も
知
れ
な
い
。（
ハ
ム
）
―
「
七
」 

そ
れ
も
、
つ
ま
ら
ぬ
小
細
工
ば
か
り 

弄
し
て
、
男
ら
し
い
乾
坤
一
擲
の
第 

陰
謀
な
ど
は
、
ま
る
で
出
来
な
い
。 

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
！
少
し
は
恥
ず
か
し 

く
思
ひ
な
さ
い
。
あ
ん
な
、
嘴
の
青
ひ
、

ハ
ム
レ
ツ
ト
だ
の
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
だ 

の
と
一
緒
に
な
つ
て
、
歯
の
浮
く
や 

う
な
、
き
ざ
な
文
句
を
読
み
あ
げ
て
、

い
つ
た
い
君
は
だ
う
し
た
の
で
す
。 

な
に
が
朗
読
劇
だ
。（
王
）
―
「
八
」 

と
に
か
く
あ
の
芝
居
は
、
い
や
、
朗

読
劇
か
、
と
に
か
く
あ
の
く
だ
ら
な

い
朗
読
劇
は
、
君
の
発
案
で
は
じ
め

た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
わ
し
に
は
、

ち
や
ん
と
わ
か
つ
て
い
ま
す
。
ハ
ム

レ
ツ
ト
だ
つ
て
、
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
だ

つ
て
、
も
つ
と
気
の
き
い
た
台
本
を

択
び
ま
す
。
あ
ん
な
大
仰
な
、
身
震

ひ
せ
ざ
る
を
得
な
い
く
ら
ゐ
の
古
く

さ
ひ
台
本
は
、
君
で
な
く
て
は
、
択 

べ
ま
せ
ん
。
何
も
か
も
、
君
の
仕
業

で
す
。（
王
）
―
「
八
」 

然
し
い
や
に
落
着
い
た
ホ
レ
ー
シ
ョ
の
眼

が
絶
え
ず
乃
公
の
顔
を
見
つ
め
て
ゐ
る
。
仕

舞
に
は
乃
公
自
身
の
神
経
ま
で
が
乃
公
の

顔
の
筋
肉
の
微
細
な
運
動
を
凝
視
し
だ
し

た
。 

じ
て
ゐ
る
？
が
、
あ
の
芝
居
は
な
ん
だ
―
「 

ゴ
ン
ザ
ゴ
殺
し
」
！
言
葉
の
陳
腐
を
さ
へ
嫌 

ふ
と
自
ら
云
ふ
人
間
で
、
あ
の
露
骨
な
仕
組 

は
何
だ
？
し
か
も
、
そ
れ
で
、
臆
面
も
な
く 

他
に
の
し
か
か
つ
て
来
る
。 

             

王
様
の
亡
霊
の
事
だ
つ
て
、
ホ
レ

エ
シ
ョ
様
を
だ
ま
し
て
聞
き
ま
し

た
。 
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こ
れ
は
一
体
、
誰
の
猿
智
慧
な
ん
で 

す
？
ば
か
ば
か
し
く
て
、
見
て
居
ら 

れ
ま
せ
ん
。
ど
う
せ
、
い
や
が
ら
せ 

を
な
さ
る
積
り
な
ら
、
も
少
し
気
の 

き
い
た
事
を
や
つ
て
下
さ
い
。
あ
な 

た
が
た
は
卑
怯
で
す
。
陋
劣
で
す
。 

私
は
、お
さ
き
に
失
礼
し
ま
す
。（
王
妃
）

―
「
七
」 

ち
つ
と
も
怒
る
事
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

面
白
い
ぢ
や
な
い
か
。
ま
だ
、
此
の 

つ
づ
き
も
あ
る
や
う
で
す
。（
王
）
― 

「
七
」 

叔
父
さ
ん
は
、
僕
以
上
に
弱
ひ
人
な 

ん
だ
。
一
生
懸
命
に
努
て
い
る
の
だ
。

あ
あ
、
僕
は
馬
鹿
だ
。
叔
父
さ
ん
を 

冗
談
に
も
一
時
、疑
つ
て
い
た
な
ん
て
、

僕
は
お
つ
ち
よ
こ
ち
よ
い
の
、
恥
知 

ら
ず
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
七
」 

人
間
が
可
哀
想
だ
。
僕
も
、
ホ
レ
ー 

シ
ヨ
ー
も
可
哀
想
。ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
も
、

オ
フ
イ
リ
ヤ
も
、
叔
父
さ
ん
も
お
母 

さ
ん
も
み
ん
な
、
み
ん
な
可
哀
想
だ
。

僕
に
は
、
昔
か
ら
、
軽
蔑
感
も
憎
悪
も
、

怒
り
も
嫉
妬
も
何
も
無
か
つ
た
。（
略
）

ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
も
、叔
父
さ
ん
も
母
も
、

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
も
、み
ん
な
可
哀
想
だ
。

僕
の
い
の
ち
が
役
に
立
つ
な
ら
、
誰 

に
で
も
差
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
ご
ろ 

僕
に
は
人
間
が
い
よ
い
よ
可
哀
想
に 

思
は
れ
て
仕
様
が
な
い
ん
だ
。（
ハ
ム
）

―
「
七
」 

朗
読
劇
の
底
の
魂
胆
を
忘
れ
て
し
ま 

つ
た
か
の
や
う
に
、
た
だ
た
だ
、
芝 

居
を
す
る
と
い
ふ
事
の
嬉
し
さ
に
浮 

か
れ
、
あ
ん
な
に
熱
心
に
稽
古
を
し 

て
い
た
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
れ 

で
い
い
の
で
す
。（
ポ
ロ
）
―
「
七
」 

イ
ギ
リ
ス
の
或
る
女
流
作
家
の
傑
作
、

『
迎
へ
火
』
と
い
ふ
劇
詩
を
演
出
し
て 

御
覧
に
い
れ
ま
す
る
。（
ポ
ロ
）
―
「
七
」

乃
公
は
も
う
あ
の
場
に
ゐ
た
た
ま
ら
な
く
つ

た
の
だ
。
が
、
場
を
は
ず
す
事
の
危
険
を
考
へ

る
と
起
つ
た
事
も
出
来
な
く
な
つ
た
の
だ
。 

「
無
心
に
、
無
心
に
」
乃
公
は
こ
れ
を
ど
の
位
、

心
に
繰
返
し
た
か
知
れ
な
い
。 

  

あ
あ
恐
ろ
し
い
底
意
だ
。
憎
む
べ
き
底
意
だ
。

貴
様
の
そ
れ
が
、
乃
公
の
感
情
の
行
く
所
、 

何
処
へ
で
も
待
伏
せ
を
し
て
ゐ
る
。
乃
公
の 

心
は
そ
れ
を
見
つ
め
な
が
ら
進
ん
で
了
ふ
。 

そ
し
て
そ
れ
へ
陥
つ
て
了
ふ
の
だ
。 

 

乃
公
に
対
す
る
貴
様
の
底
意
、
そ
れ
を
乃
公 

は
前
か
ら
気
づ
い
て
ゐ
た
。
が
、
こ
れ
ま
で 

は
ど
う
か
し
て
そ
れ
に
好
意
を
持
た
う
と
考 

へ
て
ゐ
た
。
自
身
に
も
起
つ
て
可
来
る
貴
様 

に
対
す
る
悪
意
は
、
そ
れ
は
出
来
る
だ
け
の 

努
力
で
殺
し
て
き
た
の
だ
。
乃
公
は
貴
様
の 

母
に
対
し
て
も
、
さ
う
し
て
来
た
の
だ
。（
略
）

乃
公
は
も
う
は
ら
底
か
ら
貴
様
を
憎
む
！ 

腹
の
底
か
ら
憎
む
事
が
出
来
る
！ 

 

 

早
く
ク
ロ
オ
デ
イ
ヤ
ス
様
を
お
殺 

し
に
な
る
が
い
い
、
妾
は
知
り
ま 

せ
ん 

あ
あ
、
あ
た
し
達
は
一
体
、
何
を 

し
て
来
た
の
で
す
。
知
り
過
ぎ
て
、

何
も
彼
も
知
り
過
ぎ
て
、
あ
た
し 

達
は
み
ん
な
滅
茶
苦
茶
に
し
て
し 

ま
つ
た
の
か
。
い
え
、
い
え
、
恋 

し
い
人
の
事
を
誰
が
ぼ
ん
や
り
し 

て
ゐ
ら
れ
よ
う
。
色
ん
な
事
が
あ 

つ
た
ぢ
や
あ
あ
り
ま
せ
ん
か
、
色 

ん
な
事
が
、
ね
え
、
思
ひ
出
し
て 

下
さ
い
な
、
色
ん
な
事
が
、：
：
あ
あ
、

お
父
様
：
： 
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自
惚
れ
も
た
い
が
い
に
な
さ
い
ま
し
。 

 

先
王
の
死
因
に
就
ひ
て
、
け
し
か
ら 

ぬ
憶
測
が
囁
き
交
さ
れ
て
ゐ
る
と
い 

ふ
事
は
、
わ
し
も
承
知
し
て
居
り
ま
す
。

怒
る
よ
り
も
、
わ
し
は
、
自
分
の
不 

徳
を
恥
ず
か
し
く
思
ひ
ま
し
た
。（
略
）

わ
し
は
、
た
ま
ら
な
く
淋
し
く
思
つ 

て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
噂
は
、
ひ 

ろ
が
る
ば
か
り
で
、
こ
の
ご
ろ
は
外 

国
の
人
の
耳
に
も
は
い
つ
て
い
る
様 

子
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
ま
ま
、 

わ
し
が
自
ら
を
責
め
て
不
徳
を
嘆
ひ 

て
い
る
だ
け
で
は
い
よ
い
よ
噂
も
勢 

ひ
を
得
て
、
と
り
か
へ
し
の
つ
か
ぬ 

事
態
に
立
ち
い
た
る
か
も
知
れ
ぬ
と 

思
ひ
、
こ
の
噂
の
取
締
り
に
就
ひ
て
、

君
と
相
談
し
て
み
た
ひ
と
考
へ
て
い 

た
と
こ
ろ
で
し
た
。（
王
）
―
「
八
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
は
、
や
は
り
イ
ギ

リ
ス
か
ら
姫
を
お
迎
へ
な
さ
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
国
の
安
危
に

か
か
は
る
事
で
す
。（
ポ
ロ
）
―
「
八
」 

イ
ギ
リ
ス
か
ら
姫
を
迎
へ
る
事
は
、 

重
大
な
政
策
の
一
つ
で
は
あ
つ
た
が
、

わ
が
家
を
不
和
に
し
て
迄
、
そ
れ
を 

敢
行
す
る
勇
気
は
、
わ
し
に
は
無
い 

の
だ
。
わ
し
は
、
弱
い
！
（
王
）
―
「
八
」

さ
つ
き
王
妃
か
ら
聞
ひ
た
事
で
す
が
、

こ
の
ご
ろ
あ
ち
こ
ち
に
ハ
ム
レ
ツ
ト 

の
お
弟
子
が
あ
ら
は
れ
て
い
る
さ
う 

で
す
ね
。
ホ
レ
ー
シ
ヨ
ー
じ
は
、
あ 

れ
は
前
か
ら
ハ
ム
レ
ツ
ト
に
夢
中
で 

口
の
曲
げ
か
た
ま
で
ハ
ム
レ
ツ
ト
の 

真
似
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の 

ご
ろ
は
ま
た
、
わ
か
ひ
女
の
お
弟
子 

も
出
来
た
さ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、

た
だ
い
ま
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
お
弟 

子
も
出
来
た
や
う
で
す
。
ハ
ム
レ
ツ 

ト
も
、
こ
ん
な
に
ど
し
ど
し
立
派
な 

後
継
者
が
出
来
て
、
心
丈
夫
の
事
で 

せ
う
。（
王
）
―
「
八
」 

ま
し
て
久
し
い
恋
― 

 

毒
殺
、
こ
れ
程
の
こ
と
が
ど
う
し
て
隠
し
き

れ
る
も
の
か
。
人
眼
の
多
い
中
で
、
ど
う
し

て
隠
し
き
れ
る
も
の
か
。
そ
し
て
若
し
誰
か

知
つ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
仮
令
ど
れ
程

の
権
力
で
押
さ
へ
つ
け
よ
う
が
、
口
か
ら
耳

へ
、
又
口
か
ら
耳
へ
と
順
々
に
伝
は
ら
ず
に

ゐ
る
も
の
か
。
貴
様
は
一
人
で
も
偽
り
な
く

そ
ん
な
陰
口
を
き
き
得
る
者
を
実
際
に
知

つ
て
ゐ
る
か
？
誰
が
あ
る
？
貴
様
は
一
つ

で
も
客
観
的
に
認
め
得
る
証
拠
を
手
に
入

れ
る
事
が
出
来
た
か
？ 

今
は
矢
張
り
英
吉
利
へ
や
ら
う
と
考
へ
て

ゐ
る
。 

口
巧
者
で
、
そ
し
て
賢
さ
う
な
眼
差
し
を
し 

て
ゐ
る
彼
は
或
一
部
分
の
人
間
か
ら
尊
敬
さ 

れ
て
ゐ
る
か
ら
此
国
で
は
罰
す
る
事
は
出
来 

な
い
。 

  

今
頃
は
何
処
で
何
を
し
て
い
ら
つ

し
し
や
る
か
。
な
ん
で
も
イ
ギ
リ

ス
の
方
へ
お
立
ち
に
な
つ
た
と
聞

き
ま
し
た
。 
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あ
の
事
を
、
わ
し
は
知
ら
な
い
と
思
つ

て
い
る
の
で
す
か
。
わ
し
は
、
見
た 

の
で
す
。
此
の
眼
で
ち
や
ん
と
見
た 

の
で
す
二
箇
月
前
、
あ
れ
を
、
一
目 

見
た
ば
か
り
に
、
そ
れ
以
来
わ
し
は 

不
幸
つ
づ
き
な
の
だ
。
王
さ
ま
は
、 

わ
し
に
見
ら
れ
た
事
に
気
附
い
て
、 

そ
れ
か
ら
わ
し
を
失
脚
さ
せ
や
う
と 

鵜
の
目
、
鷹
の
目
に
な
ら
れ
た
の
で
す
。

わ
し
は
、
王
さ
ま
か
ら
嫌
は
れ
て
し 

ま
つ
た
。（
ポ
ロ
）
―
「
八
」 

 

王
妃
は
、
も
は
や
、
オ
フ
イ
リ
ヤ
の 

味
方
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
王
妃
は
、 

け
ふ
の
夕
刻
こ
の
わ
し
に
、
泣
い
て 

跪
ひ
て
た
の
み
ま
し
た
。
け
う
迄
わ 

し
を
冷
笑
し
て
来
た
ガ
ー
ツ
ル
ー 

ド
が
、
初
め
て
誇
り
を
捨
て
て
た
の 

み
ま
し
た
。（
王
）
―
「
八
」 

恋
ゆ
へ
人
は
、
盲
目
に
な
る
ゆ
で
す
。

王
さ
ま
こ
そ
、
ど
う
か
な
さ
つ
て
居 

り
ま
す
ご
自
分
が
恋
し
て
い
ら
つ
し 

や
る
と
、
人
も
皆
、
恋
し
て
い
る
も 

の
の
や
う
に
見
へ
る
ら
し
い
。
と
に 

か
く
、
そ
の
、
嫉
妬
と
や
ら
い
ふ
お 

言
葉
だ
け
は
、
お
返
し
申
し
上
げ
ま
す
。

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
は
、
男
や
も
め
の
生 

活
こ
そ
永
く
致
し
て
ま
ひ
り
ま
し
た 

が
、
不
面
目
の
色
沙
汰
ば
か
り
は
致 

し
ま
せ
ぬ
。（
ポ
ロ
）
―
「
八
」 

 

ひ
と
り
で
、
ひ
が
ん
で
、
君
た
ち
一 

家
が
、
も
う
没
落
す
る
も
の
と
ば
か 

り
思
ひ
込
み
、
自
暴
自
棄
に
な
つ
て 

し
ま
つ
て
、
王
妃
に
は
、
か
な
は
ぬ 

恋
の
意
趣
返
し
、
つ
ま
ら
ぬ
朗
読
劇 

な
ど
で
、
あ
て
こ
す
り
を
云
ひ
、
ま
た
、

此
の
わ
し
に
は
、
は
じ
め
は
忠
臣
の 

苦
肉
の
策
だ
等
と
云
ひ
く
る
め
や
う 

と
し
て
、
見
破
ら
れ
る
と
今
度
は
居 

直
つ
て
、
無
礼
千
万
の
恐
喝
め
い
た 

悪
口
雑
言
を
わ
め
き
立
て
る
。
ポ
ロ 

ー
ニ
ヤ
ス
、
わ
し
は
、
も
う
君
た
ち 

を
許
す
の
が
、
い
や
に
な
つ
た
。（
王
）

―
「
八
」 

今
、
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
が
殺
さ
れ
た
！
剣
で
突 

き
殺
し
た
と
云
ふ
。
気
違
ひ
だ
！
気
の
違
つ 

た
悪
魔
だ
！ 

妻
は
「
気
違
ひ
な
が
ら
、
殺
し
た
事
を
甚
く 

後
悔
し
て
ゐ
ま
す
」
と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
自 

分
は
も
う
そ
れ
は
信
じ
な
い
。 

善
良
な
妻
の
自
分
に
対
す
る
態
度
は
総
て
生 

前
の
兄
へ
対
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。 

 

妾
は
平
気
で
す
、
何
だ
つ
て
平
気 

で
す
。
お
父
様
の
事
だ
つ
て
平
気 

で
す
そ
ら
、
妾
が
お
父
様
の
髪
の 

血
を
洗
つ
て
ゐ
た
で
せ
う
。
だ
つ 

て
固
ま
つ
て
ゐ
る
ん
だ
か
ら
、
な 

か
な
か
と
れ
や
し
ま
せ
ん
。 
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き
の
う
か
ら
、
別
の
ひ
と
の
や
う
に
、

す
つ
き
り
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
し
、 

も
う
い
ま
で
は
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま 

の
お
子
さ
ま
を
産
ん
で
、
丈
夫
に
育 

て
る
と
い
ふ
希
望
だ
け
で
胸
が
い
つ 

ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
た
し
は
、 

い
ま
は
幸
福
で
す
。
と
て
も
、
な
ん 

だ
か
、
う
れ
し
い
の
。
こ
れ
か
ら
は
、

昔
の
お
転
婆
な
オ
フ
イ
リ
ヤ
に
か
へ
つ

て
、
誇
り
を
高
く
も
つ
て
、
考
へ
て
い

る
事
を
な
ん
で
も
云
は
う
と
思
ふ
の
。

（
オ
フ
）
―
「
九
」 

     

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
が
、
昨
夜
か
ら
姿
を 

見
せ
ぬ
か
。
そ
れ
は
少
し
、
へ
ん
だ
ね
。

で
も
。
ま
あ
、
た
い
し
た
事
は
無
か 

ろ
う
。
大
人
に
は
、
お
と
な
の
世
界 

が
あ
る
ん
だ
。（
ハ
ム
）
―
「
九
」 

父
が
ゆ
う
べ
か
ら
姿
を
見
せ
ぬ
の
で
、

少
し
心
配
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
で
も
、

あ
た
し
は
、
父
を
信
じ
て
居
り
ま
す
。

父
は
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
の
お
つ
し 

や
る
や
う
な
、
そ
ん
な
悪
い
人
で
は 

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。（
オ
フ
）
―
「
九
」 

殺
す
つ
も
り
は
無
か
つ
た
が
つ
ひ
、 

鞘
が
走
つ
て
、
突
き
刺
し
た
。
さ
き 

ほ
ど
か
ら
の
不
埒
の
雑
言
、
こ
れ
も 

自
分
の
娘
可
愛
さ
の
あ
ま
り
に
逆
上 

し
た
の
だ
、
不
憫
の
老
人
と
思
ひ
怺 

へ
て
聞
ひ
て
い
た
の
だ
が
、
い
よ
い 

よ
図
に
乗
り
、
つ
ひ
に
は
全
く
気
が 

狂
つ
た
か
、
奇
怪
な
恐
ろ
し
い
事
ま 

で
わ
め
き
散
ら
す
の
で
、
前
後
の
わ 

き
ま
へ
も
無
く
短
剣
引
き
抜
き
、
突 

き
刺
し
た
。（
王
）
―
「
八
」 

あ
つ
！
誰
だ
！
そ
こ
に
立
つ
て
ゐ
る 

の
は
誰
だ
！
逃
げ
る
な
。
待
て
！
お
お
、

ガ
ー
ツ
ル
ー
ド
。（
王
）
―
「
八
」 

あ
の
女
ら
し
い
、
賢
い
娘
に
は
自
分
も
同
情

を
持
つ
て
ゐ
る
。 

優
し
い
娘
は
気
が
違
つ
た
。
一
人
の
心
に
不

図
湧
い
た
或
「
考
」
が
こ
れ
程
に
多
く
の
人

間
を
不
幸
に
し
よ
う
と
は
考
へ
な
か
つ
た
。

も
う
自
分
は
心
か
ら
彼
を
呪
ふ
。 

彼
は
老
人
の
死
体
を
何
処
か
へ
隠
し
て
了

つ
た
。
何
に
せ
よ
自
分
は
も
う
彼
を
自
分
の

傍
へ
置
く
事
は
出
来
な
い
。 

       

妾
は
気
が
違
つ
て
ゐ
た
の
で
す
。 

ふ
と
、
死
ん
だ
方
が
い
い
、
死
な

う
、
と
は
つ
き
り
思
ひ
ま
し
た
。 

今
に
も
壊
れ
さ
う
な
こ
ん
な
心
を 

後
生
大
事
に
だ
き
乍
ら
、
妾
は
あ 

の
世
に
行
き
た
い
、
あ
の
世
、
あ 

の
あ
の
世
と
は
何
ん
だ
ら
う
、
あ 

の
世
だ
つ
て
、
お
ん
な
じ
景
色
を 

し
て
ゐ
る
の
ぢ
や
な
い
か
し
ら
。 

お
つ
し
や
る
様
に
無
邪
気
な
の
か

も
わ
か
ら
な
い
、
だ
け
ど
、
あ
な

た
に
は
わ
か
ら
な
い
。
無
邪
気
が
、

ど
ん
な
に
悲
し
い
も
の
だ
か
ご
存

知
な
け
れ
ば
、
無
邪
気
だ
、
と
お

つ
し
や
つ
た
つ
て
栓
な
い
事
だ
。 

い
い
え
、
ほ
ん
と
に
気
が
狂
つ
て

ゐ
た
ん
で
す
、
嘘
は
つ
き
ま
せ
ん
、 
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僕
に
は
、
そ
ん
な
資
格
が
無
い
。
僕
は
、

う
ら
め
し
い
の
だ
い
つ
も
、
あ
の
人 

た
ち
を
信
頼
し
、
心
の
隅
で
は
尊
敬 

さ
へ
し
て
い
る
の
だ
、
あ
の
人
た
ち
は
、

へ
ん
に
僕
を
警
戒
し
、
薄
汚
ひ
も
の 

に
で
も
触
る
や
う
な
、
お
つ
か
な
び 

つ
く
り
の
苦
笑
の 

態
度
で
僕
に
接 

し
て
、
あ
あ
、
あ
の
人
た
ち
は
、
そ 

ん
な
に
上
品
な
人
た
ち
ば
か
り
な
の 

か
ね
え
、
い
つ
で
も
見
事
に
僕
を
裏 

切
る
。
打
ち
明
け
て
僕
に
相
談
し
て 

呉
れ
た
事
が
一
度
も
無
い
。
大
声
あ 

げ
て
、
僕
を
ど
や
し
つ
け
て
く
れ
た 

事
も
か
つ
て
無
い
。
ど
う
し
て
僕
を
、

そ
ん
な
に
み
や
が
る
の
だ
ら
う
。
僕 

は
い
つ
で
も
あ
の
人
た
ち
を
愛
し
て 

い
る
。
愛
し
て
、
愛
し
て
、
愛
し
も 

て
い
る
。
い
つ
で
も
命
を
あ
げ
る
の
だ
。

（
ハ
ム
）
―
「
九
」 

 
 

 

こ
の
ご
ろ
、
な
ん
だ
か
、
い
や
な
噂 

が
お
城
に
ひ
ろ
が
つ
て
い
る
や
う
で 

け
ど
、
誰
も
本
気
に
噂
し
て
ゐ
る
わ 

け
ぢ
や
な
か
つ
た
の
よ
。
あ
た
し
の 

と
こ
ろ
の
乳
母
や
女
中
は
、
そ
ん
な 

芝
居
が
外
国
で
流
行
つ
て
ゐ
る
さ
う 

で
す
ね
。
面
白
く
仕
組
ま
れ
た
芝
居 

で
す
ね
、
な
ん
て
の
ん
び
り
云
つ
て 

居
り
ま
す
。
ま
さ
か
、
此
の
デ
ン
マ 

ー
ク
の
王
さ
ま
と
王
妃
さ
ま
の
事
だ 

等
と
は
、
ゆ
め
に
も
思
つ
て
い
な
い 

様
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
み
ん
な
、
の 

ど
か
に
王
さ
ま
と
王
妃
さ
ま
を
お
慕 

ひ
申
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
い
い 

の
だ
と
思
ふ
わ
。
本
気
に
疑
つ
て
く
、 

る
し
ん
で
い
な
さ
る
の
は
此
の
エ
ル 

シ
ノ
ア
王
城
で
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
、

あ
な
た
ぐ
ら
ゐ
の
も
の
な
の
よ
。（
オ

フ
）
―
「
九
」 

   

乃
公
に
対
す
る
貴
様
の
底
意
、
そ
れ
を
乃
公 

は
前
か
ら
気
づ
い
て
ゐ
た
。
彼
は
た
う
と
う 

彼
の
母
ま
で
後
悔
さ
せ
て
了
つ
た
。 

―
母
を
責
め
て
ゐ
る
時
、
彼
は
父
の
幻
を
見 

る
や
う
な
様
子
を
し
た
と
云
ふ
事
だ
。 

人
違
ひ
か
ら
刺
し
殺
し
た
ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
の

子
供
等
に
対
し
て
も
何
と
も
考
へ
て
ゐ
な
い
。

 

人
眼
の
多
い
中
で
、
ど
う
し
て
隠
し
き
れ
る 

も
の
か
。
そ
し
て
若
し
誰
か
知
つ
て
ゐ
る
も 

の
が
あ
れ
ば
、
仮
令
ど
れ
程
の
権
力
で
押
さ 

へ
つ
け
よ
う
が
、
口
か
ら
耳
へ
、
又
口
か
耳 

へ
と
順
々
に
伝
は
ら
ず
に
ゐ
る
も
の
か
。
貴 

様
は
一
人
で
も
偽
り
な
く
そ
ん
な
陰
口
を
き 

き
得
る
者
を
実
際
に
知
つ
て
ゐ
る
の
か
？ 

老
人
の
死
体
を
秘
か
に
埋
め
た
の
が
愚
民
共 

に
妙
な
邪
推
を
抱
か
せ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら 

帰
つ
て
来
た
と
い
ふ
レ
ア
ー
チ
ー
ズ
ま
で
が 

其
噂
に
乗
つ
て
自
分
を
疑
つ
て
ゐ
る
様
子
だ
。

     

あ
な
た
だ
つ
て
気
違
ひ
で
す
。 

早
く
ク
ロ
オ
デ
イ
ヤ
ス
様
を
お
殺 

し
に
な
る
が
い
い
、
妾
は
知
り
ま 

せ
ん
。 

王
様
の
亡
霊
の
事
だ
つ
て
、
ホ
レ
エ

シ
ヨ
様
を
だ
ま
し
て
聞
き
ま
し
た
。 

  

ほ
ん
た
う
で
す
、
前
に
も
そ
ん
な
事

が
あ
つ
た
ん
で
す
。 
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小
理
屈
を
覚
へ
た
女
は
、
必
ず
男
に 

捨
て
ら
れ
ま
す
よ
。
パ
ウ
ロ
が
云
つ 

て
い
ま
す
よ
。
わ
れ
、
女
の
、
教
う 

る
事
と
、
男
の
上
に
権
を
執
る
事
を 

許
さ
ず
、
た
だ
静
か
に
す
べ
し
、
と
ね
。

さ
う
し
て
、
女
も
し
慎
み
と
信
仰
と 

愛
と
潔
き
と
に
居
ら
ば
、
子
を
生
む 

事
に
因
り
て
救
は
る
べ
し
、
と
云
ひ 

結
ん
で
あ
る
。
人
に
も
の
を
教
へ
や 

う
と
思
ゆ
た
り
、
男
の
頭
を
押
さ
へ 

や
う
と
し
な
い
で
、
た
だ
、
静
か
に
、

生
れ
る
子
供
の
事
を
考
へ
て
い
な
さ 

い
、
と
い
ふ
意
味
だ
。
い
い
子
だ
か
ら
、

二
度
と
再
び
、
変
は
理
屈
は
云
は
な 

い
で
く
れ
。
世
界
が
暗
く
な
つ
て
し 

ま
う
。
察
す
る
と
こ
ろ
、
お
母
さ
ん 

か
ら
悪
智
慧
を
附
け
ら
れ
て
、
妙
に 

自
信
を
得
た
の
だ
ら
う
。
こ
ん
ど
君
が
、

お
母
さ
ん
に
逢
つ
た
ら
、
か
う
云
つ 

て
く
れ
。
言
葉
の
無
い
愛
情
な
ん
て
、

昔
か
ら
一
つ
も
実
例
が
無
か
つ
た
。 

本
当
に
愛
し
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
黙
つ 

て
い
る
と
い
ふ
の
は
、
た
い
へ
ん
な 

頑
固
な 

ひ
と
り
よ
が
り
だ
。（
略
） 

愛
は
言
葉
だ
。
言
葉
が
無
く
ち
や
、 

同
時
に
こ
の
世
の
中
に
、
愛
情
も
無 

く
な
る
ん
だ
。
愛
が
言
葉
以
外
に
、 

実
体
と
し
て
何
か
あ
る
と
思
つ
て
い 

た
ら
、
大
間
違
ひ
だ
。
聖
書
に
も
書 

い
て
あ
る
よ
。
言
葉
は
、
神
と
共
に 

在
り
、
言
葉
は
神
な
り
き
、
之
に
生 

命
あ
り
、
こ
の
生
命
は
人
の
光
な
り
き
、

と
書
い
て
あ
る
か
ら
お
母
さ
ん
に
読 

ま
せ
て
あ
げ
る
ん
だ
ね
。（
ハ
ム
）
―

「
九
」 

も
し
愛
情
が
、
言
葉
以
外
に
無
い
も 

の
だ
と
し
た
な
ら
、
あ
た
し
は
、
愛 

情
な
ん
か
つ
ま
ら
な
い
も
の
だ
と
思 

ひ
ま
す
。（
略
）
あ 

た
し
に
は
、
ど 

う
し
て
も
、
ハ
ム
レ
ツ
ト
さ
ま
の
お 

つ
し
や
る
事
は
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

神
さ
ま
が
、
居
り
ま
す
。
神
さ
ま
は
、

黙
つ
て
い
て
、
さ
う
し
て
皆
を
愛
し 

そ
ん
な
事
は
ど
う
で
も
よ
い
、
二
人
の
間
で 

は
愛
よ
り
も
今
は
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
理 

解
し
合
へ
ば
其
処
に
ま
た
愛
も
沸
く
わ
け
で 

あ
る
。 

又
娘
に
切
り
に
寺
へ
行
け
、
寺
へ
行
け
と
云
つ

て
ゐ
た
。 

 

：
：
：
：
お
や
、
お
や
、
点
々
ば 

か
り
書
い
て
ゐ
て
、
ど
う
す
る
気 

で
せ
う
。
女
の
手
紙
に
は
、
必
度
、

点
々
が
あ
る
も
の
だ
、
と
あ
な
た 

は
お
つ
し
や
る
。
あ
り
ま
す
と
も
、

点
々
だ
つ
て
字
は
字
で
す
。 

さ
う
だ
、
ほ
ん
と
に
、
さ
う
言
つ 

て
や
れ
ば
よ
か
つ
た
、
尼
寺
へ
行 

け
だ
な
ん
て
、
あ
な
た
こ
そ
死
ん 

で
し
ま
へ
ば
い
い
の
で
す
。 

：
い
く
ら
言
つ
て
も
同
じ
事
で
す
。

何
の
手
応
へ
は
な
い
、
水
の
様
に
、

風
の
様
に
、
妾
は
か
う
し
て
書
い 

て
ゐ
る
方
へ
行
け
ば
い
い
、
書
い 

て
ゐ
る
方
へ
行
か
れ
れ
ば
そ
れ
で 

い
い
、
で
も
何
を
書
い
た
ら
い
い 

の
だ
ら
う 

：
：
言
葉
は
み
ん
な
、
妾
を
よ
け 

て
紙
の
上
に
と
ま
つ
て
行
き
ま
す
。

：
：
あ
あ
、
言
葉
は
何
に
も
お
し 

ま
ひ
に
は
し
て
く
れ
な
い
。 

思
ふ
ま
い
、
怖
が
る
事
は
な
い
眼 

を
あ
け
た
ま
ま
眠
る
人
も
あ
る
と 

言
ひ
ま
す
、
妾
も
眼
を
あ
け
た
ま 

ま
眠
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
。 
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レ
ヤ
チ
ー
ズ
は
、
悲
壮
に
も
船
と
運 

命
を
共
に
し
た
の
で
す
。
惜
し
い
男
だ
。

父
に
似
ぬ
、
ま
こ
と
の
忠
臣
、
い
や
、

父
の
名
を
恥
か
し
め
ぬ
天
晴
れ
の
勇 

者
で
す
。
わ
し
た
ち
は
、
レ
ヤ
チ
ー 

ズ
の
赤
心
に
報
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

い
ま
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
も
立
つ
べ
き 

時
で
す
。（
略
）
レ
ヤ
チ
ー
ズ
は
、
尊 

ひ
犠
牲
に
な
つ
て
く
れ
ま
し
た
。
父 

子
そ
ろ
つ
て
、
い
や
、
レ
ヤ
チ
ー
ズ 

の
霊
は
必
ず
手
厚
く
祭
つ
て
や
ら
う
。

そ
れ
が
国
王
と
し
て
の
わ
し
の
義 

務
だ
。（
王
）
―
「
九
」 

レ
ヤ
チ
ー
ズ
。
僕
と
同
じ
、
二
十
三
歳
。

竹
馬
の
友
。
少
し
頑
固
で
怒
り
つ
ぽ
く
、

僕
に
は
少
し
苦
手
だ
つ
た
が
、
で
も
、

い
い
奴
だ
つ
た
。
死
ん
だ
の
か
？
オ 

フ
イ
リ
ヤ
が
聞
ひ
た
ら
卒
倒
す
る
だ 

ら
う
。
こ
こ
に
い
な
く
て
さ
い
わ
い 

だ
つ
た
。
レ
ヤ
チ
ー
ズ
。
そ
の
身
に 

箔
を
つ
け
る
た
め
、
将
来
の
お
の
れ 

の
出
世
に
備
へ
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
に 

 

し
て
居
り
ま
す
。
神
さ
ま
は
、
お
前 

を
好
き
だ
！
な
ん
て
、
決
し
て
叫
び 

い
た
し
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
神
さ 

ま
は
愛
し
て
居
り
ま
す
。
み
ん
な
を
、

森
を
、
草
も
花
も
、
河
も
、
娘
も
、 

お
と
な
も
、
悪
い
人
も
、
み
ん
な
を 

一
様
に
、黙
つ
て
愛
し
て
下
さ
い
ま
す
。

（
オ
フ
）
―
「
九
」 

お
さ
な
い
事
を
云
つ
て
い
る
。
君
の 

信
仰
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
れ
は
邪 

教
の
偶
像
だ
。
神
さ
ま
は
、
ち
や
ん 

と
言
葉
を
持
つ
て
居
ら
れ
る
。
考
へ 

て
ご
ら
ん
。
一
ば
ん
は
じ
め
僕
た
ち
に
、

神
さ
ま
の
存
在
を
、
は
つ
き
り
教
へ 

て
く
れ
た
も
の
は
、
な
ん
だ
ら
う
。 

言
葉
ぢ
や
な
い
か
。
福
音
ぢ
や
な
い
か
。

キ
リ
ス
ト
は
、
だ
か
ら
―
お
や
、
叔 

父
さ
ん
が
、
大
勢
の
侍
者
を
引
き
つ 

れ
て
、
血
相
か
へ
て
や
つ
て
来
た
。（
ハ

ム
）
―
「
九
」 

フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
つ
て
来
た
と
い
ふ
レ
ア
― 

チ
ー
ズ
ま
で
が
其
噂
に
乗
つ
て
自
分
を
疑
つ 

て
ゐ
る
様
子
だ
。 

優
し
い
娘
は
気
が
違
つ
た
。 

 

あ
の
時
の
事
を
思
ふ
と
泣
き
た
く 

な
り
ま
す
。
ほ
ん
の
ち
よ
つ
と
し 

た
食
ひ
違
ひ
な
の
で
す
。
死
ぬ
程 

怺
へ
て
ゐ
た
の
に
、
そ
の
ぢ
つ
と 

し
て
ゐ
た
手
が
不
意
に
動
い
て
し 

ま
つ
た
の
で
す
。 

妾
は
平
気
で
す
、
何
ん
だ
つ
て
平 

気
で
す
、
お
父
様
の
事
だ
つ
て
平 

気
で
す
。 

こ
の
ま
ま
、
ぢ
つ
と
閉
じ
込
め
ら 

れ
て
ゐ
れ
ば
い
い
、
壁
が
ど
ん
な 

に
厚
く
つ
て
も
。 

こ
ん
な
に
忙
し
い
の
に
、
何
も
パ 

ン
の
事
な
ん
か
、
ま
る
で
狂
気
の 

沙
汰
で
す
、
い
い
え
、
ほ
ん
と
に 

気
が
狂
つ
て
ゐ
た
ん
で
す
、 
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ハ
ム
レ
ツ
ト
、
あ
の
城
中
の
噂
は
、 

事
実
で
す
。
い
や
、
わ
し
が
、
先
王 

を
毒
殺
し
た
と
い
ふ
の
は
、あ
や
ま
り
。

わ
し
に
は
、
た
だ
、
そ
れ
を
決
意
し 

た
一
夜
が
あ
つ
た
、
そ
れ
だ
け
だ
。 

先
王
は
、急
に
病
気
で
な
く
な
ら
れ
た
。

ハ
ム
レ
ツ
ト
、
君
は
、
そ
れ
で
も
わ 

し
を
、
罰
す
る
気
で
す
か
？
恋
の
た 

め
だ
。
く
や
し
い
が
、
ま
さ
に
、
そ 

れ
だ
。
ハ
ム
レ
ツ
ト
、
さ
あ
、
わ
し 

は
全
部
を
云
ひ
ま
し
た
、
君
は
、
わ
し

を
、
罰
す
る
つ
も
り
で
す
か
？
（
王
）

―
「
九
」 

神
さ
ま
に
、
お
た
づ
ね
し
た
ら
い
い 

で
せ
う
。
あ
あ
、
お
父
さ
ん
！
い
い
え
、

叔
父
さ
ん
、
あ
な
た
ぢ
や
な
い
。
僕 

に
は
、
僕
の
お
父
さ
ん
が
、
あ
つ
た 

の
だ
。
可
哀
想
な
お
父
さ
ん
。
き
た 

い
な
い
裏
切
り
者
の
中
で
に
こ
に
こ 

笑
つ
て
生
き
て
ゐ
た
お
父
さ
ん
。
裏 

切
り
者
は
、
こ
の
、
と
ほ
り
！
（
ハ
ム
）

―
「
九
」 

ハ
ム
レ
ツ
ト
、
気
が
狂
つ
た
か
。
短 

剣
引
き
抜
き
、
振
り
翳
す
と
見
る
よ 

り
早
く
、
自
分
自
身
の
左
の
頬
を
切 

り
裂
い
た
。
馬
鹿
な
や
つ
だ
。（
略
） 

オ
フ
イ
リ
ヤ
の
事
な
ら
、
心
配
せ
ん 

で
も
よ
い
の
に
、
馬
鹿
な
奴
だ
。
君 

が
凱
旋
し
た
時
に
は
、
必
ず
添
は
し 

て
あ
げ
る
つ
も
り
だ
。泣
く
事
は
な
い
。

戦
争
が
は
じ
ま
れ
ば
、
君
も
一
方
の 

わ
し
は
、
は
つ
き
り
云
ひ
ま
す
が
、 

ポ
ロ
ー
ニ
ヤ
ス
は
、
い
ま
こ
の
城
に 

い
な
い
の
で
す
。
あ
れ
は
不
忠
の
臣 

で
す
。（
王
）
―
「
九
」 

遊
学
の
途
端
に
、
降
つ
て
湧
ひ
た
災

難
、
そ
の
時
と
つ
さ
に
自
分
の
野
望

を
か
ら
り
と
捨
て
て
、
デ
ン
マ
ー
ク

国
の
名
誉
を
守
る
た
め
に
、
一
身
を

犠
牲
に
し
て
悔
ひ
る
色
が
無
か
つ

た
。
僕
は
、
負
け
た
よ
。（
ハ
ム
）
―

「
九
」 

自
分
は
嘗
て
一
度
で
も
兄
を
殺
さ
う
と
思
つ 

た
事
は
な
い
。（
略
）
兄
は
三
年
程
前
か
ら 

自
分
と
彼
女
と
の
間
を
疑
ひ
出
し
た
。 

秋
の
月
の
あ
る
寒
い
晩
だ
つ
た
。
納
屋
に
つ 

な
が
れ
て
ゐ
る
番
犬
が
よ
く
鳴
い
た
。
狩
場 

の
慣
れ
な
い
堅
い
寝
床
で
は
自
分
は
中
々
寝 

つ
か
れ
な
か
つ
た
。
暗
い
ラ
ン
プ
が
兄
と
自 

分
と
の
並
べ
た
枕
元
に
弱
い
陰
気
な
光
を
投 

げ
て
ゐ
た
。（
略
）
そ
れ
は
兄
の
夢
の
中
で
そ 

の
咽
を
絞
め
て
ゐ
る
も
の
は
自
分
に
相
違
な 

い
、
か
う
い
ふ
想
像
で
あ
つ
た
。
す
る
と
暗 

い
中
に
ま
ざ
ま
ざ
と
自
分
の
恐
ろ
し
い
形
相 

が
浮
ん
で
来
た
。
自
分
に
は
同
時
に
そ
の
心 

持
ま
で
想
ひ
浮
か
ん
だ
。
―
残
忍
な
様
子
だ
。

彼
も
、
も
う
英
吉
利
へ
着
く
頃
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

彼
は
老
人
の
死
体
を
何
処
か
へ
隠
し
て
了

つ
た
。 

老
人
の
死
体
を
秘
か
に
埋
め
た
の
が
愚
民
に 

妙
な
邪
推
を
抱
か
せ
た
。 

  

な
ん
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
方
へ
お
立

ち
に
な
つ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
あ

あ
、
妾
に
は
、
た
つ
た
一
つ
の
事

し
か
要
ら
な
い
の
に
、
何
ん
と
あ

な
た
は
沢
山
の
夢
を
持
つ
て
い
ら

つ
し
や
る
。
復
讐
だ
と
か
、
戦
争

だ
と
か
、
あ
ん
な
色
々
な
脚
本
だ

と
か
、
そ
れ
で
、
妾
の
様
な
も
の

の
、
眼
の
色
さ
へ
読
む
事
が
お
出

来
に
な
ら
な
い
。 
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ハ
ム
レ
ツ
ト
、
腹
の
中
で
は
、
君
以 

上
に
泣
い
て
る
男
が
い
ま
す
よ
。（
王
）

―
「
九
」 

汚
辱
の
中
に
い
な
が
ら
も
、
堪
へ
忍 

ん
で
生
き
て
ゐ
る
男
も
い
る
の
だ
。 

わ
し
は
、
死
な
ぬ
。
生
き
て
、
わ
し 

の
宿
命
を
全
ふ
す
る
の
だ
。
神
は
、 

必
ず
や
、
わ
し
の
や
う
な
孤
独
の
男 

を
愛
し
て
く
れ
る
。
強
く
な
れ
！
ク 

ロ
ー
ヂ
ヤ
ス
。
恋
を
忘
れ
よ
。
虚
栄 

を
忘
れ
よ
。
デ
ン
マ
ー
ク
国
の
名
誉
、

と
い
ふ
最
高
の
旗
ぢ
る
し
一
つ
の
た 

め
に
戦
へ
！
（
王
）
―
「
九
」 

わ
し
が
悪
い
の
で
は
な
い
！
あ
の
人 

が
、
弱
か
つ
た
の
だ
。
他
人
の
思
惑 

に
負
け
た
の
だ
。（
王
）
―
「
九
」 

      

あ
あ
、
王
妃
さ
ま
が
、
あ
の
、
庭
園 

の
小
川
に
、
―
（
ホ
レ
）
―
「
九
」 

指
揮
者
な
の
で
す
。（
王
）
―
「
九
」 

自
分
が
兄
の
死
を
心
か
ら
悲
し
め
な
か
つ
た 

と
い
ふ
の
は
そ
れ
は
寧
ろ
自
然
な
事
で
は
な 

い
か
。
自
然
だ
と
い
ふ
の
が
立
派
な
ジ
ャ
ス 

テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
自
分
だ
け 

な
ら
立
派
な
ジ
ャ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

に
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
。
然
る
に
そ
れ
を
彼
が 

破
壊
し
て
か
か
つ
た
。
そ
れ
だ
け
な
ら
未
だ 

よ
か
つ
た
。
悲
し
い
事
に
は
、
そ
の
「
彼
」 

自
分
の
内
に
も
住
ん
で
ゐ
た
の
だ
。 

其
意
味
で
は
自
分
に
と
つ
て
自
分
の
心
程
に 

不
自
由
な
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
実
際
今 

の
自
分
に
は
、
自
分
を
殺
さ
う
と
考
へ
て
ゐ 

る
彼
よ
り
も
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自
身
の 

自
由
な
心
の
方
が
恐
ろ
し
い
。 

自
分
に
は
近
頃
何
と
な
く
弱
々
し
い
心
が
起 

る
。
然
し
自
分
を
殺
さ
う
と
す
る
者
を
憐
む 

心
は
い
い
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。 

彼
の
死
の
知
ら
せ
が
来
た
時
を
想
ふ
と
、
彼 

の
死
の
知
ら
せ
が
来
た
時
を
想
ふ
と
、
妻
を 

考
へ
て
も
、
自
分
を
考
へ
て
も
堪
へ
ら
れ
な 

い
気
持
に
な
る
。
い
や
な
事
を
凝
つ
と
待
つ 

心
持
程
に
不
愉
快
な
も
の
は
な
い
。「
時
」
が 

自
然
に
そ
れ
を
近
づ
け
て
く
れ
る
。
弱
い
心 

を
押
へ
て
只
凝
つ
と
眼
を
ね
む
つ
て
ゐ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
。 

あ
の
廻
り
く
ど
い
云
ひ
廻
し
と
浅
薄
な
皮
肉 

と
は
科
白
の
抑
揚
変
化
の
為
だ
。
そ
れ
に
過 

ぎ
な
い
。
そ
し
て
自
身
そ
の
主
人
公
と
い
ふ 

い
い
役
を
引
き
う
け
て
置
い
て
、
い
や
な
敵 

役
を
自
分
に
振
ら
う
と
云
ふ
の
だ
。
ど
ん
な 

役
者
が
や
つ
て
も
悲
劇
の
主
人
公
は
直
ぐ
女 

を
泣
か
す
事
の
出
来
る
も
の
だ
。
無
邪
気
で
、

そ
し
て
単
純
な
彼
の
母
は
其
処
に
つ
け
込
ま 

れ
た
の
だ
。 

    

   

明
日
は
も
う
こ
の
世
に
は
ゐ
な
い 

身
で
す
。 

 


